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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　平和とは……







　平和。それは、太陽のぬくもり。

　平和。それは誰だれにも邪じや魔まされない日曜の朝の一ひと時とき。

　平和。……それは、魎りよう呼こと阿あ重え霞かの入れない、柱に囲まれた狭せまい空間。

　ああ、何物にも代え難がたいこの一時の平安よ。




　どっか────ん!!




　階下で起こった爆ばく発はつらしき物音が、トイレの窓ガラスをびりびりと震ふるわせる。

　二階のトイレに新聞を持ち込んでプライヴェートな一時を過ごしていた天地が思わず腰こしを浮うかせた途と端たん、ハイ・トーンの金切り声が聞こえて来た。

「何するのよっ。危ないじゃないの!!」

「おめえが変な夢の話するからだっ」

「何が変ですの？　せっかく天地様の夢を見てたのに、夢の中まで邪魔するなんて、きっと覗のぞき見してたに違いありませんわ！」

「あたしゃサトリじゃないんだぜっ。誰がてめえの夢なんか覗くかよ!?」

「サトリって？」

　二人、つまり魎呼と阿重霞のケンカに慣れっこになってしまったらしい、砂さ沙さ美みの声がした。

　天地は一いつ旦たん浮かせた腰を沈め、落ち着きなく新聞を畳たたみながら嘆たん息そくした。

　これで三回目だ。

　天地は柾まさ木き家がまだ父子家庭、つまり、宇宙人や化け物女やギャラクシーポリスの刑事や天才科学者に占せん領りようされていなかった頃ころの、静かな日曜を思い出しながら呟つぶやいた。

　俺おれはまだ高校一年生で、家は岡山市内にあって、日曜の朝は父さんがメシを作ってたっけな……。

　今では遥はるか何世紀も昔のことに思える、その平和な朝の光景がくっきりと天地の脳のう裏りに映し出された。

　父一人、子一人、別に何を話すでもなくＴＶを眺ながめながら淡々とメシを食っている、どこにでもあるような光景であるが、今の天地にとってはもう望むべくもない追つい憶おくの日々である。

　あああ……。

　天地の口から深い溜ため息が漏もれた。

　今や、柾木家の日常と化してしまった魎呼と阿重霞のケンカ。それは、二人が顔を合わせた瞬間から始まるのである。

　本日の一回目は、洗面所の順番争いからだった。

　二回目は、朝飯のオカズ、正確にはだし巻き卵の大小からである。

　そして三回目がこれだ。

　天地は、居間にいるであろう階下のメンバーを思い浮かべた。

　まず、ケンカの当事者である魎呼と阿重霞。

　ご存じ、元宇宙海かい賊ぞくにして怪かい力りきを誇ほこる、ついでに壁抜けも空間移動も出来るという化け物女と、伝統ある樹じゆ雷らい皇おう家けの第一皇女、柾木・阿重霞・樹雷姫。

　以下、その妹の砂沙美ちゃん。

　ギャラクシーポリスの名物刑事、九く羅ら密みつ美み星ほしとその相あい棒ぼうの真備まきび清きよ音ね。

　宇宙一の天才科学者、鷲羽わしゆう。もとい、鷲羽ちゃん。

　俺の父さん、信のぶ幸ゆき。

　俺のじっちゃんで、阿重霞のお兄さんでもある柾木神社の神かん主ぬし、勝かつ仁ひと。

　この辺は、時間と空間を越え、星々にまたがる複雑な因果関係があるのだが、それはさておき。




　現在ここ、岡山ののどかな山村にある柾木家には七人の家族がひしめきあっていた。

　そのうちの五人は居い候そうろうである。

　いや、魎りよう皇おう鬼きを加えれば五人と一いつ匹ぴきになる勘かん定じようである。

　清音と勝仁は隣となりの柾木神社にいるので勘定外になるが、なに、二人ともしょっちゅう柾木家に顔を出しているので柾木家はいつも修学旅行のような状態なのである。

　天地がげっそりしながら腰を上げ、パンツを穿はこうとした時、階下のののしり合いがふっつり途と絶だえた。

　いやな予感がした。

　と、思う間もなく、天地の部屋を激はげしくノックする音が聞こえた。

「おうっ、天地！　ちょっと面つらァ貸しな！」

「天地様！　ちょっと聞いてくださいなっ」

　空間移動したな……。

　天地はパンツを穿きかけたまま凍こおりついた。

　どうせロクでもない用事に違いない。

　今までの経験上、ロクな目に遭ってこなかった天地は咄とつ嗟さにそう思った。

　こいつがどんなにイジワルでサドでインケン女か、とか、あいつがどんなにランボーでエッチでヤバンであるとか、このインケン思いつめ女とあのランボー破壊魔と（二人の言い分を聞いているとそうとしか思えないのだが）どっちが「好き」か、とか、進退窮きわまる質問が襲おそってくるに違いないのである。

　と、最後の砦とりで、要するにトイレのドアが激しくノックされた。

「天地っ。早く出て来いよ！」

　魎呼の声だ。

　カギが掛かかっているのは分かっていたが、天地は反射的にパンツを穿き、ズボンを引っ張り上げようとして一瞬たじろいだ。

　下腹がきりきりと痛いたむ。

　精神的重圧のせいか、それともさっき中途で諦あきらめたのが悪かったのか、どっちにしても顔を会わせられる状態ではない。

「天地！　そこにいるのは分かってるんだ。返事ぐらいしろよな！」

　まるでギャラクシーポリスのような厳きびしい追求である。

「止やめなさいよ魎呼さん。天地様が可か哀わい想そうですわ」

　阿重霞の声がした。

　地じ獄ごくに仏のような優しい言葉に天地が思わず瞳ひとみを潤うるませた途端、阿重霞が言葉を継ついだ。

「ガタガタ騒さわがずに、天地様が出て来るまで待ってればいいんですわ」

　天地の額ひたいに冷や汗が浮かんだ。

　下腹の痛いたみは収まりそうにもない。

　もう限界だ。

　天地はそろそろとパンツを降ろし、細心の注意を払って腰掛けた。

　俺はここには居ないんだ。ここにいるのは君らが待ち構かまえている天地様なんかじゃなくて、ただの、フツーの十六歳の、心静かに生理的欲求を満たしたいと願っている元高校生なんだ。頼たのむから扉とびらの外で耳をすまして待ち構えたりしないで、あっちに行ってくれっ。

　天地が無む駄だと知りつつ心に念じ始めた時、待ちくたびれたらしい魎呼の怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「天地っ。早くしろよな!!」

　声と共に扉の一部が砕くだけ散った。

　魎呼は時々自分の怪かい力りきを失念する。

　故意に失念する時もあるし、偶ぐう然ぜん失念する時もあるのだが、この場合は偶然だっただろう。

　扉に開いた大穴の向こうに天地の茫ぼう然ぜん自失した顔があった。

　この間、セリフなし。効果音なし。

　魎呼の視線が重力に引きずられて天地の下半身に落ちた。

　引き続き、効果音なし。地じ獄ごくのような静せい寂じやく。

　一瞬後、柾木家を引き裂さくかと思うような阿重霞の悲鳴が辺あたりを揺ゆるがせ、階下の一同は思わず天てん井じようを見上げた。




　まだ青い顔をした天地が居間に顔を出したのはその五分後である。

　居間にごちゃごちゃと集まっていた面々は、天地の顔をみるなり静まり返った。

　天地の表情がただ事ではなかったからである。

　天地はゆっくりと居間を見渡した。

　居間の隅すみ、ソファの陰かげからシマシマドレスの端はじっこが見える。

　と、その反対側には自分の長い髪かみの毛を弄もてあそんでいる阿重霞の姿があった。

「魎呼」

　天地の押し殺したような声が静寂を破った。

「どういうつもりだよ？」

　普段の天地にあるまじき、腹に響くような低音である。

　魎呼は恐る恐る顔を出し、天地の顔を盗ぬすみ見た。

　ま、まずい……！

　魎呼の額に冷や汗が流れた。

　天地の奴やつ、本気で怒ってる……。

「あ、あのさ。トイレの扉はあたしが責任持って直しとくから……」

　魎呼の言葉は天地の冷たい視線の前に途切れてしまった。

「天地兄ちゃん、どうしちゃったの？」

「さあ……私も良くは分からないんだけど、なんでも魎呼さんと阿重霞さんが天地さんのナニナニを見ちゃって……きゃっ」

　砂沙美とひそひそと囁ささやき交わしている美星の髪を清音が引っ張った。

「あたし、ワザとやったわけじゃ……」

　思わず魎呼が言いかけたが、天地はまだ無言のままである。

「ナニナニって？　あっ、伏せ字のことね」

　飲み込みの早い砂沙美が清音に頷うなずきかけ、清音は赤くなって砂沙美を引っぱたくわけにもいかず、美星を引っぱたいた。

「俺はな、魎呼」

　天地がやっと口を開いた。

「今、本気で頭きてんだ。どうしてトイレまで人を追っかけまわすんだよ!?　それも阿重霞さんとケンカしたとか何とか、下らない用事で。俺はな、お前のお供ともでも手て下したでもないんだぜ。ついでに言わせてもらえば、恋人でも何でもないんだからな！」

「天地!?」

　魎呼の目が大きく見開かれた。

「ウソ……」

　ただならぬ様子にソファの陰かげから阿重霞が顔を出した。

　今確たしかに天地様はおっしゃったわ。

　魎呼とは何でもないって。

　口元が思わず緩ゆるむ。

　阿重霞は心の中で快かい哉さいを叫んだ。

　と、その途端、天地が振り向いた。

「阿重霞さん。なに笑ってるんですか」

　不ふ機き嫌げんな声だ。

　阿重霞はたちまち笑いを引っ込め、おどおどと天地の顔を窺うかがった。

「だって天地様……」

　阿重霞は天地の視線にたじろぎ、救すくいを求めて思わず宿敵魎呼の顔を盗み見た。

　魎呼はまだ呆ぼう然ぜんとしている。

「ごめんなさい。わたくし、止めたんですけど、魎呼があんなこと……」

　言いかけてさっきの情景を思い出した阿重霞は真っ赤になり、今度は早口で喋しやべり出した。

「大体魎呼が人の夢を盗み見したのがいけないんですわ。わたくし、天地様の夢を見ていたんですの。樹雷星の皇宮の野原で天地様とお散歩してる夢でしたのよ。そうしたら魎呼があの、凄すごい格かつ好こうでやってきて、わたくしと天地様を邪じや魔まするんですの。それで、夢の中で二人っきりになろうったってそうは行かないぜなんて言うんですもの、わたくし、もう悔くやしくって……」

「おめーこそ人の夢に出てきやがったじゃないか！」

　魎呼が叫んだ。

　目は金色に切れ上がり、ワナワナと肩を震ふるわせている。

「あたしが夢の中で天地とほこらを探検してたら、いきなりおめーが出てきやがって、あたしと天地の間に割り込んだじゃないか。おーほっほっほっほ、こんな山ザルに天地様は渡しませんことよ、なんて抜かしやがって、てめえ、人のこと言えた義理か!?」

「噓うそ、ウソです!!」

　今度は阿重霞が叫んだ。

「天地様、こんな女の言うことを信じてはいけませんわ、大体、今朝の朝ごはんだって人の卵焼きを搔かっ攫さらったくせに！」

「おめーは砂沙美ちゃんのをもらったじゃんか！」

　魎呼が阿重霞の方に一歩足を踏ふみ出した。

　阿重霞も負けずに足を踏み出した。

「洗面所でも人の前に割り込んだじゃないの！　わたくしは歯を磨みがいていたんですわよ。あなたが急に割り込むから口をゆすげなくて困ったじゃないの！」

「おめーが長々と磨いてるから後がつかえて困るんだよ！」

　魎呼と阿重霞は向き合って睨にらみ合い、居間の面々の視線は二人の戦いに注そそがれた。

「そういう性格だから平気で人のこと盗み見したり、ウソをついたりするんですわ！　お解わかりになったでしょ、天地様」

「壁抜けのこと言ってんのか？　あたしにはそういう能力が備そなわってんだ！　有効に使ってどこが悪いんだよ!?」

「ほら、自分で白状してますわ。天地様もさっきおっしゃったじゃありませんか。あなたなんか、恋人でもなんでもないんですのよ！　元々バケモノなんだから、さっさとほこらに戻もどったらいかが？」




　バッチ─────ン！




　いきなり魎呼の平手打ちが飛んだ。

　居間の面々がはっと息を吞のんだ瞬間、魎呼の手が阿重霞の首にかかった。

「殺してやる……貴き様さま、本気であたしを怒おこらせたな」

「お姉ちゃん！」

　砂沙美が驚おどろいて立ち上がった。

「く苦しい……」

　阿重霞の手が持ち上がり、魎呼の指を外そうとさまよっている。

「ちょっと、止やめてくださぁい」

　美星と清音が両側から魎呼にしがみついた。

　魎呼の手が僅わずかに緩ゆるんだそのスキに、阿重霞が拳こぶしを固め、魎呼の脇わき腹ばらに打ち込んだ。

「うげっ……」

　樹雷皇家秘ひ伝でんの衝しよう撃げき拳けんである。

　魎呼が体を二つ折りにしてよろめいた瞬間、次の一撃がこめかみを狙ねらった。

　魎呼は咄とつ嗟さに空間移動してその一撃をかわすと、すらりとオーラ・ブレードを抜き放った。

「こ、こら、魎呼！」

　父、信幸はおろおろと声を掛けた。

　勝仁は腕組みしたまま二人を見守っている。

　魎呼の目に金色の炎ほのおが灯った。

「阿重霞!!　今日こそ決着をつけてやる……今まで全すべてのな！」

「望むところですわ！」

　身構えた阿重霞の周囲に円柱状の結界が現れた。

　天地は愕がく然ぜんとしたまま居間を見渡した。

　鷲羽と勝仁は何を考えているのか、まだソファに腰掛けたまま涼すずしい顔で二人を見上げている。

　この期ごに及んでまだ止めに入らないとは……天地は絶望した。

　俺が何とかするしかないのか!?

「てええッ」

　唸うなりを立てて魎呼のオーラ・ブレードが振り下ろされた。

「きゃああっ」

　阿重霞の結界が一部弾はじけ飛んだ。

　魎呼は本気だ。

　このままじゃ血の雨が降り、柾木家は消しよう滅めつするかもしれない。

　それも、夢を覗のぞいただの覗かれただのという下らない理由で。

「止めろ───っ」

　天地は咄嗟に魎呼にタックルをかけた。

「分かった！　俺が出て行く。お前は剣をしまえ！　阿重霞さんも余計なこと言うな！　とにかく二人とも離れてくれ!!」

　はあはあ、と肩で息をしながら天地は一気にまくしたてた。

　起き上がろうともがいていた魎呼の動きがぴたりと止まった。

「今、何て言った!?」

　その背後で阿重霞がよろめいた。

「今、何とおっしゃったの!?」

　天地は立ち上がり、床ゆかにへたり込んだままの魎呼と両手を握にぎり合わせている阿重霞を見比べ、おもむろに繰くり返した。

「俺が出て行く、と言ったんだ。俺がいるからケンカになる。俺が原因なら、俺がいなくなればこの家には平和が戻もどって来る。違うか？」

　二人とも、否いな、誰も異い議ぎを申し立てる者はいなかった。

「大体、どうして夢ごときでこんな果たし合いにならなきゃいけないんだよ？　俺が普段どれくらい我が慢まんしてるか、ちょっとでも考えてみたことがあるか？　お前らのせいで俺は学校にも行けず、遊びにも行けず、ニンジン畑を耕たがやしてるんだぞ。くる日もくる日もニンジン！　家に帰ってみりゃお前らのケンカにつきあわされるわ、怪あやしげな実験のモルモットにされるわ、部屋は散らかってるわ、たまの日曜には朝から血の雨が降るわ……」

　まくし立てているうちにさっき中断された怒りがじわじわと込み上げてきた。

「トイレもおちおち入ってられない。これが人間の生活か!?　俺は何も見られたから言ってるわけじゃないぜ。そうじゃなくって、もう我が慢まんも限界に達したんだ！　仏の顔も三度って言うだろうが。どこの世界にこんな地じ獄ごくのような毎日を送ってる高校生がいるってんだ？　ここにいるってか？　俺は出てくから、お前らよーく考えてみろ。今までどんなにまわりに迷めい惑わくかけてたか。俺はもうごめんだからな!!」

「天地様……」

　魎呼と阿重霞を筆ひつ頭とうに、居間の面々の呆ぼう然ぜんとした顔を見渡しながら、天地は言いようのない快感に包まれていた。

　これだ。俺に必要なのはこれだったんだ！

　言いたいことを言い、やりたいようにやる。

　今まで我慢に我慢を重ねて来た人生がウソのようだ。

「とにかく俺は、家を出る！」

　駄だ目め押おしのように宣言しながら、天地は効果の余よ韻いんが残っているうちに退場しようと踵きびすを返した。

　どこへ行こう？

　天地は浮き浮きしながら考えた。

　自転車旅行っていうのもいいな。貯ちよ金きんをつぎ込んで北海道か沖縄か、とにかく一人になれるところならどこでもいいや。思っただけでもワクワクするぜ。人間たまには息抜き、いやリフレッシュが大切よ。

　と、阿重霞の呟つぶやきが背はい後ごに突つき刺さった。

「天地様が乱らん心しんなさった……。魎呼さんっ、あなたのせいで天地様がご乱心なさったわ!!」

「な、何を……」

　振り向くと魎呼と阿重霞は真っ青な顔をして抱き合ったまま、天地を見つめていた。

「天地！」

　信幸が慌あわてて呼び止める。

「家出するのか!?　良く考え直して……」

　ここで考え直したりすればまた地獄に逆戻りだ。

　天地は首を振って階段を上がろうとした。

　と、場違いな拍はく手しゆが聞こえた。

　勝仁である。

「よくぞ言った！　天地よ。お前も少しは皇おう子じらしい自覚が出て来たようじゃな。家を出るがよい。わしが許す。今のお前にはこの家は狭すぎて修行もままならぬじゃろう。ここはひとつ、無限の宇宙を見てまわるのじゃ！　樹雷皇家の後こう継けい者しやたるもの、一度は武む者しや修しゆ行ぎようの旅に出るものと相場が決まっておる。宇宙は広いぞ。いや、一年や二年どうってことはない。ニンジン畑はわしが責任を持って面めん倒どう見てやろう！」

「じっちゃん!?」

　天地は階段に掛けた足を降ろし、手て摺すりにしがみついた。

「何を言ってるんだ？　俺は何もそこまで……」

「男たるもの、一度口に出した言葉を取り消すでない！」

　ぴしゃりと切り返された。

「とは言え、漠ばく然ぜんと宇宙に出てはお前も困るじゃろう。そこで、ついでと言っては何じゃが、樹雷星に寄って命の水を取って来てくれまいか。どうも龍りゆう皇おうの発育が悪くてな」

「そう、そうなのよ」

　今まで平然と成り行きを見守っていた鷲羽が口を開いた。

「遥よう照しよう殿には話したんだけどね、宇宙一の私の科学力をもっても唯ゆい一いつ合成不可能なものがその命の水ってわけ。今のところ限りなく似た成分の水をやってるんだけどね、また船のコアとして使えるようになるまでには順調にいってあと百年ほどかかると思うんだわ。ま、そんなに急ぐこともないんだけどさ」

　鷲羽は二万二千年生きている者の気楽さでそう付け加えた。

「樹雷星……俺に樹雷星まで行けってのか!?」

　天地はさすがに足ががくがくしてきた。

「ものはついでじゃ。天地、お前も宇宙が初めてじゃあるまい」

　勝仁がしれっとして答えた。

「そこでじゃ。魎呼、お前、魎皇鬼を貸してやらんか？　天地も道連れがなくては寂さびしいだろうし、魎皇鬼はよーく道を知っておるからの」

「わたくしのガーディアンもお連れくださいまし！」

　阿重霞が走り出た。何だか妙に瞳ひとみが潤うるんでいる。

「天地様。知らなかったとは言え、そんなご決心がおありだったとは。ご乱心などと申し上げたこと、お許しください！」

「天地！」

　我に返ったように魎呼も続けた。

「そうか、旅に出たかったのか……。家を出るなんていうからびっくりしたじゃないか。よし、あたしの魎皇鬼を使いな！　あたしも一いつ緒しよに行ってやる……」




　ばしっ。




　阿重霞と美星と清音に思いっきり後ろ頭をはたかれ、魎呼はつんのめった。

「アンタが行っちゃ何にもならないでしょうが！」

　さすがに清音、冷静な発言である。

「そういうことじゃ。さ、天地。思い立ったが吉日。早はよう支し度たくをせい。お嬢じようさんがたも支度を手伝ってやるがいいぞ」

「はいっ」

　小学校の教室かと思われるような、元気な返事が返ってきた。

「じゃ、私、お弁当作るね！」

「では、わたくしはお父様とお母様にお手紙を」

　砂沙美がエプロン片手に台所に走ると、阿重霞もそそくさと階段を上がり出した。

「美星、ほら、ロードマップは？」

「えーと、確か雪ゆき之の丞じようが持っていたはず……」

「航宙法ほう規きも必要ね」

　美星と清音は外の亜あ空間格かく納のう庫こに走って行ってしまい、鷲羽は鷲羽で、じゃ、私は研究に戻もどるから、と言い残し、空間に出現した研究所のドアを開けて姿を消してしまった。

「ちょっと、お父さん……」

「いいからいいから。まずはニンジンでも取りに行こうじゃないか」

　言いかけた信幸の耳を勝仁が引っ張り、玄関を出ていった。

「あっ、天地。ちょっと待ってなっ」

　何を思いついたか、魎呼の姿が消え、じきに天地のまわりには誰もいなくなってしまった。

「どうしよう……」

　紙のように白くなった天地が手て摺すりに摑つかまったまま呟つぶやいた。

「どうすればいいんだ……」

　天地は階段の一番下にへたり込み、フローリングの木目を数え始めた。

　木目は、数えれば数えるほど増えていくような気がした。

「どうしたらいい……？」

　天地は、既すでに燃え尽つきてしまったような顔で呟いた。

　人にはキャラクターというものがある。

　キャラクターを裏切るような言動をすれば必ずその報むくいが来るのだ、というのが今の天地の偽いつわらざる心境であった。

　要するに、口は災いの元、じゃない、何だっけ？

　じっちゃんの教育の成果か、金言格言が身についている天地は回路がショートしてしまった頭で必死に穴あな埋うめ問題をこなそうと努力し始めた。

「みゃ？」

　足元で声がした。

　いつ来たのか、魎皇鬼がちょこんと座って不思議そうに天地を見上げている。

「魎皇鬼！」

　天地は思わず魎皇鬼を抱き上げた。

　柔らかい毛並みと温ぬくもりが心ここ地ちよい。

「お前、ほんとに俺を連れて行ってくれるのか？　樹雷星って、どこだか知ってるか？」

「みゃん！」

　魎皇鬼は天地を見上げ、自信たっぷりに鳴いた。

「ホントか？」

　そう、聞くまでもないのだ。

　魎皇鬼は宇宙海かい賊ぞく時代に樹雷皇おう宮きゆうを襲おそったのだから。

　天地の心にようやく光らしきものが差し染そめた。

「要は樹雷星に行って、樹雷皇に会って、命の水をもらって来りゃあいいんだな」

　まっすぐ行って、まっすぐ帰って来ればいいだけのことだ。

　そう思うと、もう少し心が晴れて来た。

「一人で見る宇宙って、いいだろうな」

　天地は呟き、宝石をぶちまけたような星々の海を思い浮かべた。

「ゆっくりトイレに入れる……。風ふ呂ろにも入れる。誰にも気を使わなくていいんだ」

　天地の心が更さらに晴れて来た。

「メシはどうやって作るんだろう？」

　晴れてきた心がちょっと陰った。

「阿重霞さんのガーディアンがどうにかしてくれるか」

　天地は勢いをつけて立ち上がった。

「よしっ。やったろうじゃん！」

　北海道が樹雷星になっただけだ……っていうのはさすがに無理があるか。

　天地は魎皇鬼の頭を撫なでて床に降ろしてやると、何とか踏み外さずに階段を上がり、自分の部屋に消えた。




　夕食後、柾木家の一同は池のほとりに勢せい揃ぞろいし、手に手に紙テープや紙吹雪ふぶきを持って主人公の旅立ちに備そなえていた。

　魎皇鬼は既すでに宇宙船モードに変身しており、その威い容ようを暗い水面に映し込んで静かに佇たたずんでいる。

　旅立ちを夜にしたのは、なるべく目立たないように、という本人の配慮であった。

　スポーツ・バッグを肩に天地が現れると、紙吹雪が舞い、歓かん声せいが上がった。

「天地様、お手紙にも書いておきましたけど、どうかくれぐれもお気をつけて。身の回りのお世話は全部ガーディアンが致しますから」

　涙ながらに阿重霞が封書を渡すと、砂沙美が三段重ねのお弁当と水すい筒とうを差し出した。

「天地兄ちゃん、がんばってね。はい、これ、お弁当。麦茶も詰つめといたからね。あと天地兄ちゃんの好きな唐から揚あげとなすの鴫しぎ焼やきと春巻きと、フルーツもいろんなのが入ってるよ」

「ありがとう、砂沙美ちゃん」

　天地はお弁当の包みを受け取り、不覚にも涙ぐみそうになった。

「天地さん、何かあったらすぐ連絡してくださいね。アタシたち、シャトルで飛んで行きますから」

「天地さん……うっうっ……」

　清音が真ま面じ目めな顔で言い添そえた。美星の顔はもう既に涙でぐしゃぐしゃになっている。

「天地。気をつけて行けよ。父さんは毎日お前の無事を祈ってるからな」

　ビデオカメラを構えた信幸が天地をどアップで狙ねらいながらもごもごと呟つぶやいた。

「天地殿。剣と盾たてと５００ゴールドよ。これで支し度たくを整ととのえなさい」

　鷲羽がオモチャの武具とコイン・チョコレートをお弁当の上に載せた。

「鷲羽さん！」

　天地が仰ぎよう天てんしていると、鷲羽はからからと笑った。

「なんて、冗談よ。一回やってみたかったのよね。ほら、勇者旅立ちの図っていうやつ。ところで、命の水は魎皇鬼の中にある特製タンクに入れて持って来るのよ。それと、樹雷皇、樹雷皇妃によろしくね。それからこれ、護身用のリングよ。どんな生物にも効きくショック・モードがついてるの。大サービスよ」

　鷲羽に貰もらった指輪を嵌はめながら、天地は感無量で居並ぶ面々を見渡した。

「ありがとう。俺……行ってきます」

「天地、待ちな！」

　魎呼が飛び出して来て、チョコレートの上に菓子折りを載せた。

「わざわざ岡山駅まで行って買って来たんだぜ。道中、しっかりな」

　天地は菓子折りを見た。

　名産、きびだんごと書いてある。

　天地の目にじわっと涙が滲にじんだ。

「魎呼……。俺は桃太郎じゃないんだ」

「ほっほっほ。まあ良いではないか」

　勝仁が二人の間に割り込んだ。

「天地。素す振ぶりを忘れるでないぞ。腕うで立たて伏せと腹筋もワンセットずつやるんじゃぞ。今のお前は光こう鷹おう真しん剣けんの使い手であることを忘れるな。修行を怠おこたれば、すぐに腕が鈍にぶるぞ」

「じっちゃん、そんな脅おどかさなくても」

　天地の声に勝仁はチッチッ、と指を振った。

「武者修行の旅じゃ。もう忘れたか」

　天地は諦あきらめた。

「はいはい。それでは行って来ます」

　魎皇鬼が一声、みゃあああああん、と鳴いた。

「行ってらっしゃ───い！」

　天地がブリッジに収おさまると、魎皇鬼が静かに地表を離れ始めた。

　阿重霞さんが、魎呼が、砂沙美ちゃんが、父さんとじっちゃんが大きく手を振っている。魎皇鬼の衝しよう角かくに引っ掛かった紙テープがひらひらと揺れ、ふわりと離れた。

「俺は今、旅立つんだな……」

　天地はブリッジに立ったまま、満天の星々を見上げた。

「天地殿は感動しておられるようですね」

「そうですな。我々も故郷に帰き省せい出来てこんな嬉うれしいことはありませんな」

　ブリッジの隅すみで阿あ座ざ化かと火か美み猛だけがのんびりと話し合っている。

「魎皇鬼、行くぞ！」

　天地が声を掛けた。

「みゃああああん！」

　気合の入った鳴き声が返って来た。

　天地は、凄すごいスピードで遠ざかって行く地表を万ばん感かんの思いを込めて見つめていた。

「大丈夫。お弁当も持ったし、財さい布ふも持ったし……ん!?」

　天地の手がズボンのポケットを探さぐった。

「ない……財布がない!!」

「みゃああ……あん!?」

「天地殿。どうなされた？」

　阿座化と火美猛が慌あわてて飛んで来た。

「じっちゃんに貰もらった財布が……一銭もないんだ」

　魎皇鬼は既に成層圏を抜け、太陽系外に進路を取っている。

「一文なしでありますか。我々も路銀の用意までは……」

　青くなったらしい火美猛の返事が返って来た。

「天地殿、樹雷星につけばお金などいりませぬ」

「そうですとも、天地殿は樹雷皇家の皇子様。どうか気を落とさずに」

　火美猛の声に阿座化が付け加えた。

「でも、もし……何か事故でもあったら……海かい賊ぞくが襲おそって来るとか……」

　天地は既に泣き声になっている。

「大丈夫です！　天地殿、一文なしには怖こわいものなどありませぬ!!」

　阿座化と火美猛が力強く唱しよう和わした。
















「大丈夫って……」

　天地の額に冷や汗が浮かんだ。

　今更地球には戻もどれない。どうか、何事もなく、一刻も早く樹雷星に着きますように。




　天地が魎皇鬼のブリッジで祈りを捧ささげている同じ時刻、勝仁は誰もいない柾木家のソファでニュースを見ながら、汎はん銀河共通リアル・マネー入りの財布を投げ上げてはキャッチしていた。

「天地。武者修行は物もの見み遊ゆ山さんではないぞ。自分の腕ひとつで宇宙を渡って行くのじゃ。獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷へ突き落とすと言う。悪く思うなよ」

　信幸以下、柾木家の居い候そうろうどもがみんな鷲羽の研究室のモニターに齧かじりついているのを承知で、勝仁は天地のポケットから擦すり取った財布の中身をテーブルにぶちまけた。

　きっちり一往復分のリアル・マネーがきらきらと光って転ころげ出た。







　第二章　さらば、地球よ……。







　さらば、地球よ……。

　クリスタル魎りよう皇おう鬼きの散らばるがらんとしたブリッジの床ゆかに座すわり込んで、呆ぼう然ぜんと全方位スクリーンを眺ながめている天地の脳のう裏りに往おう年ねんの名曲が繰くり返し繰り返し、鳴り響ひびいている。

「天てん地ち殿どの」

　阿あ座ざ化かが声をかけた。

「天地殿、まま、そう気を落とさずに。我々がついておりますことですし」

　火か美み猛だけも慰なぐさめるように付け加えた。

　魎皇鬼は既すでに太陽系を離れ、アルファ・ケンタウリ目指して通常運行を続けている。

　人類がまだ目にしたことのない光景が天地の目前に繰り広げられていたが、当の天地はというと、さっきと同じ格かつ好こうでぼんやりとスクリーンを眺めているばかりだった。

「そうです、鷲わし羽ゆう殿どのと連絡を取られては如何いかがでしょう？」

　火美猛が勢い込んで言った。

「柾まさ木き家の鷲羽殿の研究室では、今ごろ我々の航路をモニター中のはず。宇宙一の天才である鷲羽殿のこと、何かうまい手を考えてくださるかもしれませぬ」

「アンシブルも鷲羽殿がつけてくれたことですし」

　阿座化も宥なだめるように声をかけた。

「連絡してどうするんだ？」

　天地がようやくガーディアンたちの方を振ふり向いた。

「財さい布ふ忘れたからちょっと届けてくれ……ってか？　そんな真ま似ねしたら俺おれは一生あいつらに頭が上がんないだろうよ」

　天地はゆらりと立ち上がると、頭を振った。

「阿座化。火美猛。ちょっと聞くけどさ……樹じゆ雷らい星せいまではまっすぐ行けばいいんだろ？　別にどこにも寄よらなくていいんだろ？」

「魎皇鬼のエネルギーシステムは我々には良く分かりませぬ」

　火美猛が答えた。

「ニンジンがある限り大丈夫なのではござらぬか」

　阿座化もあやふやな調子で口を添そえた。

　天地は魎皇鬼の居住ユニットの中に新たに付け加えられたニンジン・クローン栽さい培ばいシステムを思い浮かべ、自分がニンジンの山をせっせとすくっては魎皇鬼の口だか釜かまだかに放り込んでいる光景を想像した。

　そしてもちろん、魎皇鬼は耳から蒸気を吐はき出しながら漆しつ黒こくの宇宙を驀ばく進しんしていくのであった。

「俺……ちょっと寝るよ。何かあったら起こしてくれ」

「御ぎよ意い」

　天地はこめかみを押さえ、心配そうにハモるガーディアンたちを後に、居住ユニットへと続くドアを開けてふらふらとブリッジを出て行った。

　ブリッジと亜空間で接続されているプライヴェート・ルームのうち、倉庫に使われていた一室は鷲羽の手によって一応天地用に改装され、バス、トイレつきのコンパクトな居住空間になっている。

　天地はベッドにひっくりかえり、持ってきたままのスポーツ・バッグに目をやった。

「静かだなあ……」

　口に出すといっそうその静せい寂じやくが際きわ立だつような気がした。

「あいつら、まだ起きてるかな」

　まるで、夜汽車に乗って最さい果はての地を目指しているような気分である。

　もちろん亜空間の中は無音で、孤独な少年を旅情に誘さそうような走行音も汽き笛てきもないが、天地の耳は強引にイメージの中の振しん動どう音を聞き取ろうとしていた。

　それにしても……。

「ちくしょう……！」

　ついに静寂に耐たえ切れなくなった天地は起き上がり、オーディオのスイッチを入れた。

　心和なごませるヴォーカルが柔やわらかく部屋を満たした。

　あたしは今、旅に出る。真実の愛を求めて旅立つのよ、とアコースティックなサウンドが語りかけると、天地は再びベッドに倒れ込み、真新しいシーツとピローケースの匂においを嗅かいだ。

　心がざわついている。

　あれほど自分が望んだこと……誰だれにも邪じや魔まされない一人っきりの時間。

　好きなように眠り、好きな時に起き、やりたいようにやる。

　それがこうして現実となった今、天地の心は穴が開いてしまったようだった。

　天地はやおら起き上がると、落ち着かなげにスポーツ・バッグの整理を始めた。

「ええと、阿あ重え霞かさんの手紙にビデオテープに写真にお土産みやげに……と」

　日用品の類たぐいは既にこの部屋の中に移されており、スポーツ・バッグの中には、阿重霞の両親、つまり樹雷皇と皇妃に直接手渡すものや、旅の無ぶ聊りようを慰なぐさめるもの……スナックや雑誌や女の子には見せられない写真集などが入っている。

　天地は机の引き出しに写真集を突っ込むと、後はひとまとめにバッグへ放り込み、机の脇わきに置いた。

「やることなくなっちまった……」

　天地は呟つぶやき、ベッドに座り込んだ。

　ヒマだ……。

　かつてこんなにヒマだったことがあっただろうか。

　こんなにヒマなら勉強道具のひとつでも持ってくりゃ良かった……。

　天地は立ち上がり、うろうろと本棚の方へいったり、雑誌をパラパラめくって見たりしたが、心はざわつくばかりだった。

　これは、囚しゆう人じんがいきなり釈放された状態と同じなんじゃないだろうか。

　天地は思い、溜ため息をついた。

　なんて情けないんだ。

　この天国のような自由を持て余すとは……。

　天地はまたベッドに座り込んだが、諦あきらめて体を投げ出した。

「寝よう。こういうときは寝るに限る」

　ささやかな自由の行こう使し……歯も磨みがかず、パジャマにも着き替がえずそのまま寝るという反則に気が咎とがめながらも、タッチセンサーで照明を落とし、天地は目を閉じた。

　何分後か、何時間後かに安らかな眠りが訪れるはずだった。

　と、その時。




　みゃあああああん！　みゃあああああん！




　いきなりエマージェンシーコールらしき鳴き声が響ひびいた。

「な、何だ!?　どうしたんだ!?」

　天地は慌あわてて跳はね起き、毛布と一緒にベッドから転がり落ちた。

　もうトラブルか!?

　天地は電灯のスイッチを探さがしてうろうろと宙を手て探さぐりし、この部屋には電灯のヒモなどないことを思い出した。

　ヘッドボードの照明用サブ・センサーに触れると室内はようやく明るくなった。

「魎皇鬼！　今行くからな！」

　天地は叫ぶとブリッジに続くドアを開け、飛び出して行った。




「天地殿！」

「緊きん急きゆう事態でござる！」

　阿座化と火美猛が凄すごい勢いで飛んで来た。

「未知の海かい賊ぞく船せんが」

「魎皇鬼に攻こう撃げきを仕掛けて来たのでござる！」

　ガーディアンたちが言い終わらぬ前に、間近を掠かすめた攻撃がブリッジを揺ゆらした。

「か、海賊船!?」

　スクリーンの中央に見たこともない宇宙船が映し出されていた。

　黒を基調とした船体に銀の海賊マークが輝かがやいている。

　ぶっちがいに髑どく髏ろという、例のアレだ……全体はギャラクシーポリスのパトロール船に似た流線形だが、あちこち色が違ったり、左右非対称になっているのは何度も修理を繰くり返した後のように見える。

　一言で言えばスクラップ寸前の旧式宇宙船ということになろうか。

　もちろん天地にそんなことが分かるはずもなく、我らが主人公、今はこの魎皇鬼のキャプテンでもある彼はただ呆ぼう然ぜんと目の前の海賊船を見つめるばかりであった。

「どうなさいます、天地殿？」

「さっきから交信を試こころみてはいるのですが、一向に返答がありませぬ」

「あ、ああ……」

　天地は仰ぎよう天てんしたままガーディアンたちの報告を聞いていた。

　考えてみれば間ま抜ぬけな話である。

　海賊船に襲おそわれているのにどうなさいますも交信もないではないか。

　幸い、機動能力は魎皇鬼の方が上等らしく、海賊船の攻撃は全すべて外れてエネルギーの無む駄だ遣づかいとなっている。

「魎皇鬼、あれ、知ってるか？」

　天地は役に立たないガーディアンたちに聞くのを諦あきらめ、三つ目のクリスタルを見上げた。

「みゃ？　みぃ～～」

　手元の端たん末まつの画面にクエスチョン・マークが現れ、延々と列を成して流れていく……どうやら考え込んでいるようだ。

　言い遅おくれたが、ブリッジの中央に設置された台に半球形のコントローラーがあったのを覚えているだろうか。

　現在は天地用に一応コクピットらしきものが据すえ付けられている。

　そう、ありがたいことに（実際操そう縦じゆうするわけではないのだが）、ブリッジにいるあいだ中突っ立っていなくても済むようになっているのだ。

　魎皇鬼は相変わらずみゃんとしか鳴けないので、意思疎そ通つう用の端末も設けられている。

　改造を請うけ負った鷲羽の科学力をもってすれば、魎皇鬼に日本語を喋しやべらすことぐらい朝飯前だと思うのだが、その辺の趣味、いや理由は分からない。

　天地が延々と続くクエスチョン・マークを催さい眠みん術じゆつにかかったように見つめていると、突然男の声で通信が入った。

「魎りよう呼こ!!　俺おれを忘れたのか!?　何をふざけているんだ！　しらを切ろうってったって、そうはいかないぜ!!」

　とたんに端末の画面からクエスチョン・マークが消え、船体が大きく揺ゆらいだ。

「みゃんみゃん！」

「え？」

　魎皇鬼の急なアクションにシートから転ころげ落ちた天地が聞き返すと、低い唸うなり声が返って来た。

「みゃんみゃん！　うぅ～ぐるるるるる～～」

　唸り声はだんだん高くなっていく。

「魎皇鬼殿！　どうしたのでござるか？」

「青せい蘭らんとは何者でござるか？」

　ガーディアンたちが慌あわてて問い返す。

「青蘭!?」

　今度は天地が聞き返した。

　端末を見ると、確かに、青蘭という文字がちかちかと点てん滅めつしている。

「魎皇鬼、どういうことなんだ？　ちゃんと説明しろよ！」

　みゃあみゃみゃ、ぐるるるるる、みゃみゃーん、と魎皇鬼が答え、端末の文字が高速で流れ始めた。

「ちょっと待て、これじゃ読めないよ。もうちょっとゆっくり……」

　そこにまた通信が飛び込んで来た。

「逃げるか、魎呼!?　待ちやがれ！　地獄に引きずり落としてやるぜ！」

　声と共に荷電粒りゆう子し砲ほうが襲いかかって来た。

　魎皇鬼は加速して逃げ出した。

　海賊船はしつこく追いかけて来る。

　魎呼!?

　天地はおろおろと考えた。

　そうか、あの青蘭とかいう海賊は、この魎皇鬼に魎呼が乗っていると思い込んでいるんだ。何があったかは知らないが、無理もない……これは魎呼の船なんだし……しかし、魎呼の奴やつ、いったい何をしでかしたんだろう!?

「待て、魎皇鬼！」

　天地は叫ぶと、アンシブルに向かって怒ど鳴なった。

「誤解だ！　この船に魎呼はいない！　俺は天地という地球の人間だ。攻撃を止やめてくれ!!」

「何だと!?」

　青蘭の仰ぎよう天てんしたような声が返って来た。

「魎呼！　お前……男を連れ込んだな！　ちくしょおおおお、木こっ端ぱ微み塵じんにしてくれる！」

　粒子砲の矢が雨あられと魎皇鬼に降り注いだ。

「わっ、待て。待ってくれ……」

　その瞬間、スクリーンに映る星々が歪ゆがんだ。

「みゃああああああああん!!」

　魎皇鬼は一声鳴くと、ワープした……。




　地球時間で五日後、柾木家の地下、正確には亜空間に広がる鷲羽の研究室ではパニックが起こっていた。

「魎皇鬼が消えたって!?」

「いったい何があったんですの？」

「まさか、交通事故……」

「それなら地球駐ちゆう在ざいの我々のところへ真っ先に連絡が入るはずだわ」

「鷲羽ちゃん、天地兄ちゃんは？」

　駆かけつけた魎呼、阿重霞、砂さ沙さ美み、美み星ほし、清きよ音ねの五人が鷲羽を取り囲んで口々に言い合っている。

「それが、どうも海賊船にぶつかったらしくて……」

　鷲羽は一同を見渡すと肩を竦すくめた。

「スクランブル・ワープしちゃったみたいなの。私もこの二、三日忙いそがしくてさ、モニターチェックしてなかったのよ。ま、魎皇鬼の機動力にかなう船はそうそういないし、大丈夫だとは思うんだけど。記録には青蘭なる海賊の声が残ってるわ。聞いてみる？」

「青蘭!?」

　魎呼が眉まゆを顰ひそめた。

「魎呼!!　俺を忘れたのか!?」

　いきなり深みのある男の声が響き渡った。

「あっ……!!」

　魎呼が目を見開いた。その顔にはっきりヤバい、という表情が現れる。

「知ってるのね？」

　女のカンでいち早くトラブルの匂においを察した阿重霞が魎呼の腕うでをつかんだ。

「あンのヤロー……昔のことを……執しゆう念ねん深く」

　魎呼は宙に目を据すえたままぶつぶつと呟つぶやいていたが、いきなり鷲羽の胸むな倉ぐらをつかんで締しめ上げた。

「船を貸せ！　今すぐだ！」

　鷲羽にぴしゃりと手をはたかれ、魎呼はしぶしぶ手を離した。

「まったくもう、母親の胸倉つかんで脅きよう迫はくするなんて、どういう性格してるのよ!?」

　鷲羽は腕組みして魎呼を睨にらみつけた。

「で、何をやったの？　どっちにしろ、あんたが宇宙海賊やってたころの話だろうけどさ、当て逃げ？　引ったくり？　それとも仲間割れ？」

「…………」

　魎呼は絶句したまま頭を巡めぐらせた。

　あれだけは話したくない。

　あの因いん縁ねんだけは。

　特に……魎呼はちらりと阿重霞の顔を窺うかがった。

　このピラニアの前では。

　あれはあたしの青春の一ページ……一人胸の奥にしまった思い出の宝石箱……。

　阿重霞に知れれば一生笑われるような気恥ずかしいセリフを胸のうちに呟きながら、魎呼が口を開いたその時。

「……青蘭って確か、斎さい王おう家に忍び込んで捕つかまった宇宙海賊じゃなかったっけ？」

　清音が自分ではそうと思わずに助け舟を出した。

「あっ、思い出したわ」

　美星が両手を打ち合わせた。

「銀河おもしろ犯罪録に載のってた人よね。相棒に宝石だけ搔かっ払ぱらわれて、自分は捕まっちゃったおマヌケな海賊……」

「そうそう、で結局その宝石っていうのも斎王家が一般儀式用に作ったレプリカだったのよねー」

「それで、流しの商人から買った反射率ゼロの見えなくなる薬っていうのを体に塗ぬってさ、ハダカで」

「逃げ出そうとして」

「斎王家の姫君に変態と間違えられて放り出されたっていう」

「ヘンタイ……あっはっはっは」

「あれは笑えたわよねー、清音」

「それで、その相棒っていうのが……」

　ややあって、二人は無言で魎呼の方を振り向いた。

「魎呼さん、あなたまさかその海賊の相棒……！」

　阿重霞がその後を引き取った。

「な、何だよ、悪いか!?」

　一同の視線が集中し、魎呼は赤くなって後ずさりした。

　そんなことがあったのか……。

　あの、青蘭が。

　あの、シリアスで海賊の鑑かがみのようだった青蘭が。

「分かった。天地殿は魎呼に間違えられたってわけね」

　鷲羽が嘆たん息そくした。

　眉まゆを顰ひそめて魎呼を睨にらみつける。

「そりゃ、恨うらみ重なってるでしょうよ。ずーっと魎皇鬼を追ってたに違いないわ」

「う……」

　またもや視線が集中し、魎呼はさらに後ずさった。

「やっぱりこの女が原因だったのね」

　今度は阿重霞が口火を切った。

「そんな三流海賊に狙ねらわれて、天地様はきっとお困りですわ。早く誤ご解かいを解かないと」

「現れた以上は放っておけないわね」

　ブレスレットのデータを繰りながら清音が続けた。

「これは緊急事態に相当するわ。美星、あんたのシャトルで行きましょう」

「わたくしも参ります！」

　すかさず阿重霞が続け、魎呼の腕をがっちりつかんだ。

「いてっ。別に逃げたりしねェから離せよ！」

「もちろんそうですわよね。何てったって、あなたが張本人……」

「違うって。あたしが行くって言ってんだ！」

　魎呼は阿重霞の手を振り払い、一同を睨にらみつけた。

「そんなにぞろぞろ連れ立って行かなくても、あたしが行って片つけて来ればいいんだろ？　じゃあ美星、ちょっとシャトルを貸してくんな」

　魎呼は根掘り葉掘り青蘭との関係を聞かれなかったことに内心ほっとしながら、この話はこれでおしまいとでも言うように美星の肩を叩たたいた。

「あのー、ギャラクシーポリスの法規では、他人に船を貸したりしちゃいけないことになってるんですけど……」

　美星が困ったように言葉を返した。

「それに、雪ゆき之の丞じようは私か清音の声せい紋もん以外には反応しないようになってるんです」

「そうよ、だから遥よう照しよう殿は天地殿に魎皇鬼で行ってもらったんじゃない。言ったでしょ？」

「言ってない！」

　魎呼がうんざりしたように鷲羽の方を振り向いた。

「言ってないけど、そんなこたぁどうでもいいんだ。あたしが魎皇鬼を貸してやったのは、魎皇鬼なら自分で判断して何とか行けると思ったからなのさ。だけど、こんなことになるのが分かっていれば、てめえら蹴け倒たおしてでも天地と一緒に行ったのに。あたしが乗ってりゃあ今ごろはもう樹じゆ雷らい星せいの近くまで行ってたぜ。あたしがいないと魎皇鬼は半分しかパワーが出せないし、攻撃も出来ないんだ。言わなかったか？」

　魎呼の心配は本当は別のところにあるのだが、天地が心配なのも確かなのである。

「聞いてませんわ！」

　今度は阿重霞が凄すごい勢いで食ってかかった。

「それじゃあ天地様はどうなるの!?　わたくしは、魎皇鬼に天地様を託たくしたんですわよ！　天地様の身に何かあったらどうしてくれるのよ!?」

「半分ってったって、おめーの龍皇の苗よりマシだぜ！　あたしの魎皇鬼にてめーんとこの役立たずの丸太なんか乗せやがって、運賃払ってもらうからな！」

「丸太とは何です！　比ひ類るいなき樹雷皇家の比類なきガーディアンとお言い！」

「はたから見りゃ丸太じゃんか！」

「ちょっとちょっと、お姉さまたち！」

　つかみ合い寸前の二人に砂沙美がちょうどいいタイミングで割って入った。

「言ったとか言わないとか、ガーディアンがどうとか言ってる場合じゃないと思うのよね。天地兄ちゃんは今どこにいるの？　無事なの？」

「それに、あなたたちお忘れのようだけど、天地さんが一人で出掛けたのは確か、あなたたちのケンカが原因だったわよね!?」

　清音が鋭するどい突っ込みを入れ、阿重霞と魎呼は一瞬言葉を詰つまらせた。

「ねえねえ、天地兄ちゃんは今どこにいるの？　砂沙美、心配だよ。ご飯、ちゃんと食べてるかなあ。魎ちゃんも」

　砂沙美は真剣な顔で鷲羽を見上げた。

「砂沙美……」

　さすがに阿重霞も顔を赤らめ、自分たちの大人おとな気げない振るまいに恥はじ入った。

「何しろ、スクランブル・ワープかけちゃったからねえ……どこのポイントに出るか、出てからじゃないと分からないわね。ま、銀河系外には出ないと思うけど、それより青蘭っていう海賊の方が気になるわ。ちょっと危ない奴みたいだし……」

「ああ、天地様！」

　鷲羽の言葉に青くなった阿重霞が両手を祈るように握にぎり合わせた。

「行きましょう！　こんなところでケンカしてる場合じゃないわ。お兄様にもわけを話して、一刻も早く捜さがし出さなくては！」

「おい、ちょっと待て！　あたしは死んだっておめーなんかと行かねえぞ」

　さっきまでケンカしていた当の魎呼の腕を強引に引っ張って阿重霞が駆かけ出した。

「清音、野の辺べ山やま課長にはなんて報告しとく？」

　後を追いながら美星が尋たずねた。

「阿重霞さんの護ご衛えいよ。本来私たちの任務はそれなんだからね」

「砂沙美ちゃんは家に残る？」

　鷲羽が後を追って走りだそうとした砂沙美に尋ねた。

「えっ、どうして？　美星さんのシャトルの中でお姉ちゃんたちがケンカしたら、私しか止める人いないよ」

「それもそうね」

　鷲羽はにこっと笑い、よしよしと砂沙美の頭を撫なでた。

「いつも思うんだけどさ、砂沙美ちゃん、この家じゃあんたが一番しっかりしてるわね。樹雷皇家はあなたが継つぐべきよ」

「恐れ入ります」

　砂沙美は礼儀正しく一礼し、鷲羽の顔を見て弾はじけるように笑い出した。

「で、鷲羽さんも行くんでしょ？」

「魎呼の奴やつ、まだ何か隠してるからね」

　鷲羽はにやりと笑い、ドアの方に顎あごをしゃくった。

「あの子、根が正直なもんで、顔に出てるじゃないの。任まかせなさい。きっと秘密を暴あばいてやるから」

　科学的命題を見いだした時と同様の笑いが鷲羽の片かた頰ほおに浮かんだ。




　さて、スクランブル・ワープをかけて亜空間の中をさまよっていた天地、いや魎皇鬼がワープ・アウトしたのは、ちょうど太陽系から８００パーセクほど離れた宙ちゆう域いきだった。

「……魎皇鬼」

　初めてスクランブル・ワープを体験した天地は頭を振って辺あたりを見回した。

「俺、宇宙が消えちゃったのかと思ったよ」

　大変素朴な感想を述べ、天地はスクリーンに映る見知らぬ宙域を珍めずらしそうに眺ながめた。

「ここ、どこなんだ？　青蘭とかいう海賊船は？」

「みゃみゃ～」

　魎皇鬼が鳴き、火美猛が答えた。

「知らないそうであります」

「知らない？」

　おうむ返しに問いかけ、天地は呆ぼう然ぜんとした。

「知らないって、どういうことなんだ？」

「座ざ標ひようはともかく、来たことのない宙域なのでデータがないそうです。青蘭の反応はありません」

「来たことがない……」

　天地は不安げに繰り返し、あることに思い至ってはっとした。

「阿座化、火美猛。お前たち魎皇鬼の言葉が分かるのか？」

「学習しました」

「学習しました」

　二体のガーディアンが同時にハモッた。

「魎皇鬼の鳴き声は短縮言語になっております。即すなわち、みゃ、の高低、イントネーション、語尾変化、音の長短など、微妙な変化の中に高度の情報が圧縮されているのです」

「ほんとか？」

　天地はにわかに信じ難く、疑わしげに問い返した。

「我々は協力してパターン分析を行いました。通常の言語に翻ほん訳やくすることも出来ますが、どうも樹雷語や天地殿の話す日本語などに変へん換かんすると、短縮言語の利点が失われ、喋しやべりにくくなるようです」

「ちょっと喋ってみましょうか」

　阿座化は相棒の火美猛に、本体上部についている宝玉の点てん滅めつで目配せを送ると、ひとつ咳せき払ばらいして喋り出した。

「みゃ？　みゃみゃん、みゃん？」

「みゃ～！」

　魎皇鬼が嬉うれしそうに答え、天地は眉まゆを寄せたまま、向かい合って額の宝ほう玉ぎよくと本体上部の宝玉を点滅させているクリスタル魎皇鬼と阿座化を見つめた。

「今のは、魎皇鬼殿こんにちは、あなたの好きな食べ物は何ですか？　あなたは一日にどれぐらいそれを食べますか、と聞いたのです」

　天地がぽかんと口を開けたまま火美猛を見返すと、火美猛は続けてこう答えた。

「魎皇鬼はニンジン、それも柾木神社の裏手の畑で取れたニンジンが大好きで、ほんとはクローン栽さい培ばいはビタミン値が低下してくるし、歯ざわりもいまいちだから好きじゃないけど、でもせっかく鷲羽ちゃんが気を使ってつけてくれたんだから、文句を言う程じゃないし、あればあるだけ食べるよ、エネルギーとしては微々たるもんだけどね、と答えました」

「…………」

　天地は今度こそ本当に絶句してクリスタル魎皇鬼とガーディアンたちを見比べた。

「ほんとに……あの短い会話の中にそれだけの内容が詰つまってたのか？」

「魎皇鬼の圧縮度にはまだまだ追いつけませぬ」

　魎皇鬼語を喋った阿座化が申し訳なさそうに答えると、火美猛も付け加えた。

「魎皇鬼の言葉は重層的にいくつものイメージ情報が重なっているのであります。例えばさっきのように船のコンピュータとして座標を尋たずねると致しますね。すると、三次元立体図に現在位置と手近の星系、それぞれの距離、最も寄よりのサーヴィス・ステーション、現在の航行速度、方向やさらには名所旧跡などが、相手の言語中ちゆう枢すうに重層的に投とう影えいされるのです。魎呼との間ではもっと圧縮された、高度な情報のやりとりがあるのでしょう。我々も一種の情報処理機関ですが、基本的には通常言語、つまり時間軸じくに沿って展開される思考形態に縛しばられていますので、これぐらいがせいぜいでありますね」

「つまり……なんだ、頭のなかで魎皇鬼がいっぱい……同時に喋っているようなもんか？」

　天地はこのように高度な情報学的議論などしたことがなかったので、戸と惑まどいを覚おぼえながら聞き返した。

「さすがは天地殿。その通りです」

　あきらかにおせじと思われる返答があり、四人……正確には天地とクリスタル魎皇鬼と二体のガーディアンは黙り込んでしまった。

「ともかく青蘭は撒まいたようです」

「今のところ危険はありません」

　我に返ったようにガーディアンたちが言い、スクリーンの方に向き直った。

　魎皇鬼はゆっくりと未知の宙域を航行している。

　と、右手遠方にキラキラと瞬またたくものが見えた。

「星……のはずはないか」

　天地が目を凝こらすと、ガーディアンたちも動きを止めた。

「惑わく星せいステーションのように見えますね」

「もっと近づいてみましょう」

　近づくにつれ、キラキラ瞬くものの正体、いや威い容ようがはっきりと見えてきた。

　大きさは、今は亡き神か我が人との船、双そう蛇じやぐらいある。

　全体は重層的なフォルムを持っており、それぞれ重なり合ったウイングは無数の照明で縁取りされ、ここが地球を遥はるか離れた宇宙空間だということを考こう慮りよに入れなければ、暗黒に浮かぶ一輪の巨大な薔ば薇らのようである。

　さらに、その巨大な薔薇の下部には巨大なリボンが結ばれ、そのリボンには次のような光文字が浮かび上がっているのであった。

「比類なき娯楽の殿堂！　快楽の園、夜の宮殿にようこそ」

　痺しびれるような快感と共に、天地の目には画数の多い漢字がはっきりと読み取れたが、そもそもその光文字自体も、光学的パターンが視し床しよう下か部ぶから脳細胞に至る過程で、快楽中枢を刺激するよう変へん換かんされた情報そのものなのかもしれない。何な故ぜなら、天地の隣となりでガーディアンたちが感に堪たえない様子で囁ささやき交わす樹雷語が耳に入ったからである。

「て、天地殿……」

　我に返った火美猛が、ゆっくりと回転する薔薇の方を向いたまま忙しく宝玉を点てん滅めつさせた。

「これは……こんなものは聞いたことがありませぬ。いったい誰が、何のために……」

　その時だった。

「御一行様、ご案内～～」

　ブリッジに艶つややかな女の声が響き、巨大な薔薇の花びらの一部がゆっくりとめくれ上がった。







　第三章　こちらへどうぞ！







「こちらへどうぞ」

　巨大な薔ば薇らの内部に吸い込まれた魎りよう皇おう鬼きの後ろで、音もなく花びらが閉じた。

「ガイドラインに従って、ゆっくりと船を接せつ舷げんしてください。お降りになりましたら、しばらくその場でお待ちください」

　艶つややかなアナウンスはそこで途と切ぎれた。

　天地たちはブリッジの中央に突っ立ったまま、柔やわらかな光を投げかけるガイドラインと、段々近づいて来る接せつ舷げん用ブリッジを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「天てん地ち殿どの、どうなさいます？」

「どうなさいますって言ったって……」

　天地と火か美み猛だけは顔を見合わせたが、特に良い考えは浮かんでこない。

「これ、何かの罠わなだと思うか？」

「分かりませぬ。魎皇鬼殿はそう思っていないようですが……」

　そこでまた会話が途切れてしまった。

　ブリッジは、宇宙ステーションや、コンビニ・ステーションなどに見られるような一般的な接舷用ブリッジで、取り立てて変わったところはないようだ。

　従業員や誘ゆう導どう係の姿はなく、ゆったりとしたメロディが訪問者を愛あい撫ぶするかのごとく、微かすかに流れている。

　その音楽のせいなのか、それとも柔らかな照明のせいなのか、このような未知の場所に来て感じるべき不安が全く感じられないのが、不安と言えば不安である。

「比ひ類るいなき娯ご楽らくの殿堂……にしては簡素な設備ですな」

「外見は一見にしかず、みたいなこともありますよ。とにかく、この気分の良さは妙です。そもそも、夜の宮殿とは何を意味するのでしょう？」

「夜、というのが知的活動にとっての闇やみの領域を意味するならば、ここは論理が通用しない場所ということになりますな」

「と、なると我々は個性も感情も備えた、生きた情報処理機関ですから、なるほど、深層意識に打ち負かされることも起こり得るわけですか」

「いやいや、それは穿うがち過ぎで、単に悦楽的サーヴィスを提供する娯楽施設、いわゆる高級秘密クラブのようなものかも」

　と、いうようなことを阿あ座ざ化かと火美猛はひそひそと囁ささやき交わしていたが、夢見るような顔でぽかんと口を開けている天地を見、急に黙だまり込んでしまった。

　魎皇鬼はぴたりとブリッジに接舷すると、みゃああん、と鳴いた。

「え？」

　我に返ったように天地が聞き返した。

「ニンジン」

　阿座化が呟つぶやいた。

「ニンジンと言っておられます」

　火美猛が付け加えた。

「ニンジンがいっぱい。ニンジンの海で泳ぎ、ニンジンの山を掘り、ニンジンのふとんで寝る……んだそうです」

「俺おれは……」

　天地は戸と惑まどったような顔でクリスタル魎皇鬼を見ていたが、頭を振るとこう言った。

「母さんの夢を見ていた。いや、夢じゃない。母さんかどうかも分からない。何だか、柔らかくて温かい女の人の手が俺を包んでくれて……」

　天地は急に顔を背そむけると、黙り込んでしまった。

　ガーディアンは向かい合って忙しく宝玉を点てん滅めつさせていたが、天地が無言でブリッジから出て行こうとしたのを見、慌あわてて声を掛かけた。

「天地殿！　降りてはなりません」

「我々はこの場所のことを何も知りません。我々が危険や不安を感じないのは、何らかの情報操そう作さが行われている可能性があります」

　天地は足を止め、ガーディアンたちの方を振り返った。

「いや、俺はただ、道を尋たずねようと……。少なくとも、あのアナウンスに従えば、誰だれかに会えるんじゃないかと思うんだ」

「みゃん！」

　クリスタルからビースト・タイプ、つまりネコウサギ状態に戻もどった魎皇鬼が天地を追い越して跳はねて行った。

　天地は何か言いかけたが、思い直したように踵きびすを返すと、ブリッジを出て行った。

「魎皇鬼殿！」

「天地殿！」

　後を追って、ガーディアンたちも慌てて移動する。

　接舷用ブリッジに降り立った一同が辺あたりを見回していると、再びあの艶つややかな声がした。

「まっすぐ進んで、中央のスポットにお入りください」

　声と共に、フロアーの中央に光のスポットが当たった。

　天地たちは天井を見上げ、床を見下ろしたが、スポットを形作っているはずのライトなどは何も見当たらない。にも拘かかわらず、天井からフロアーまでは柔やわらかい光の柱で結ばれ、訪問者を待ち受けているのだった。

「何だか……ＲＰＧみたいだな」

「何ですと？」

　阿座化が聞き返した。

「ロール・プレイング・ゲーム。つまりさ、主人公とその仲間たちが何だか分からないところに来ちゃって、ここはどこかとか、次の目的は何かとか、そこらじゅうの人に聞き回らなきゃならないんだ」

「シミュレーション・トレーニングのようなものですか。で、主人公たちはどうなるんです？」

　今度は火美猛が聞き返した。

「情報を集めて……多分……また次の場所に向かうんだ。その間、ダンジョンを通ったりして次々と敵が襲おそって来る」

「その……最終目的は何ですか？」

　強しいて聞きたくないという口調である。

「途と方ほうもなく強くて恐ろしい、最後の敵を倒すんだ」

　一瞬、呆ほうけたような沈ちん黙もくが漂ただよった。

「勘かん弁べんしてください」

　火美猛が慌あわてて遮さえぎった。

「こんなトラブルは予期していなかったのです。予期していないからこそトラブルなのですが、我々としては、今すぐ回れ右してこの場所から出た方がいいと思いますね。命の水を取って来るという使命もあることですし」

「同感です」

　阿座化も付け加えた。

「俺もそう思うべきなんだろうな……」

　天地は言いながら、魎皇鬼のブリッジで見た幻まぼろしのことを思い出していた。

　その女には顔や体つきなど、特定できるようなものは何もなかった。ただ、白い手、そして柔らかく温かい体の感触だけが息づくようなリアリティを持って、天地を包み込んでいた。

　思い出すだけでも心がざわめいてくる。

　あれは……あれは一体何だったんだろう？

　天地たちがぐずぐずと話をしている間、魎皇鬼は耳を立ててそこらを嗅かぎ回ったり、壁を引っ搔かいたりしていたが、不意に光の柱へ飛び込んだ。

「あっ、魎皇鬼殿！」

　みゃあああん、という鳴き声がフロアーに木こ霊だました、と思った瞬間、光の柱は強い閃せん光こうを放ち、魎皇鬼の姿はかき消えた。

「魎皇鬼！」

　天地は咄とつ嗟さに魎皇鬼の後を追って光の柱に飛び込み、その後に仰ぎよう天てんしたガーディアンたちが続いた。

　……天地たちが消えてしばらく経たった後である。

　一名様ご案内～、というアナウンスと共に、一隻せきの宇宙船が入って来た。

　黒い船体にぶっちがいの髑どく髏ろマークという、どこかで見たような宇宙船である。

「ガイドラインに従って、ゆっくりと船を接舷してください。お降りになりましたら、中央のスポットにお進みください」

　似たようなアナウンスが繰くり返され、海賊船から一人の長身の男が降り立った。

　黒いマントの下は、黒に銀の縁ふち取どりの入った上着に黒のブーツ、砂色の長髪を深紅のバンダナで無む造ぞう作さに結び、額に乱れかかる髪をうるさそうに搔かき上げながら、その男は眉まゆを寄せて光の柱を見上げた。

　ラピス・ラズリのような憂うれいのある群ぐん青じよう色の瞳ひとみが僅わずかに細められる。

「魎りよう呼こ……。俺の人生の中で、今日は二番目に嬉うれしい日だぜ。生きて再びお前に会えるとはな」

　男は不吉な声で呟つぶやくと、光の柱の中へ姿を消した。




　さて、柾まさ木き家けの亜空間格かく納のう庫こからスクランブル発進したギャラクシーポリスのシャトルは、ちょうど魎皇鬼がワープしたあたりの宙ちゆう域いきをうろうろしているところだった。

　美み星ほしのシャトルは全長１５０ｍ、標ひよう準じゆん兵へい装そうを持つ標準型パトロール船である。少なくとも、公式登録にはそう記き載さいされている。

　実際は、銀河アカデミーから提供された様々な最新技術が使われている、一種の実験船なのであるが、その辺のデータは最重要機密であり、課内でもいわば別格扱いになっている。

　シャトルの外がい殻かくから兵装、ハイパードライブシステム、内装、船の頭脳である雪ゆき之の丞じようの自己進化機能に至るまで、特注の素材及び新技術を使っており、銀河連れん盟めい評議会の監かん査さ機き構こうが嚙かみついたその莫ばく大だいな費用の一部は祖父である九く羅ら密みつ長官の私財から出ている。

　孫バカ宇宙船、と言えよう。

　危うく亜空間で幽霊船になるところだったこのシャトルは、鷲羽わしゆうの手によって救われたのだが、もしあのまま行方不明になっていれば、そして神か我が人との一件がなければ、さらに阿あ重え霞か皇おう女じよ、砂さ沙さ美み姫の救出という手て柄がらがなければ、いくら九羅密長官の孫とはいえ、今頃美星は一般事務に異い動どう辞じ令れいが出ていたことであろう。

　実質上のクビである。

　それほどまでに高価なシャトルなのであった。

　船体の70％を占めるパワーユニットのお陰かげで、居住空間はこのクラスのシャトルとしてはごく狭かった。

　コクピットと美星のプライヴェート・ルーム、清きよ音ねのプライヴェート・ルームを除くと、あとは通路かトレーニング・ルーム兼食堂兼医務室兼ブリーフィング・ルーム……に寝起きするしかなかった。

「……まったく、このわたくしが……樹じゆ雷らい皇家第一皇女であるこのわたくしが、大部屋で雑ざ魚こ寝ねするなんて……」
















　阿重霞は柾木家から持ち込んだ布ふ団とんを畳たたみながらぶつくさ文句を言った。

「だってお姉さま、ここしかお部屋がないんだもん、仕方ないでしょ？」

「美星さんと清音さんにはちゃんと個室があるじゃないの。いいえ、分かってますわ。これはギャラクシーポリスのパトロール船で、龍りゆう皇おうのようなわけにはいかないのですものね。分かってます。わたくしも、そんな我わが儘ままな女ではありません。ちょっと砂沙美、あっち行ってなさい！」

　積み重ねた二人分の布団の上で喜き々きとして跳はねている砂沙美を追い払いながら、阿重霞はきっ、と部屋の中央を睨にらみつけた。

　そこには持ち込んでまだ三日と経たないうちに早くも万年床のようになってしまった布団が二組、そしてその上には大の字になって眠りこけている魎呼と、布団に腹ばいになったまま、凄すごいスピードで広こう辞じ苑えんをめくっている鷲羽がいた。

「鷲羽さん！　そんなもの読んでどこが面白いんですの!?」

「え？」

　ようやく広辞苑から顔を上げた鷲羽は、布団の上に起き上がり、首をコキコキと動かした。

「さすがに首が疲れたわね。いや、何しろ暇ひまで暇で」

　鷲羽は布団の周まわりに積み上げた各国語の辞典や辞書の類たぐいをよっこらしょと持ち上げると、そのままダストシュートに放り込んだ。

「まあ、何をなさるの？　もったいない……」

「だって邪じや魔までしょ？　それを言うならこのシャトルの空き空間一平方メートルは円に換かん算さんしても柾木家の市場価格ほどの価値があるわよ」

　鷲羽の答えは反論の余地がない。

「もう覚えちゃったし。しばらくは辞書がわりになってやるわよ」

「覚えた？」

　阿重霞はおうむ返しに聞き返し、鷲羽の平然とした視線の前にたじろいだ。

「何しろ美星と清音がこのシャトルはいじるな、って言うしさ、雪之丞は頑がん固こだしね」

　鷲羽は柾木家の亜空間にある自分の研究室をこのシャトルに接続しようとしてギャラクシーポリスの法規にぶち当たったのであった。

「せっかくこのシャトルを大改造して、双そう蛇じやに負けない船を造ろうと思ったのに」

「そ、そんな威い嚇かく的な船を連盟評議会が許可するわけないじゃないの」

　阿重霞は今は亡き双蛇の威い容ようを思い出し、身み震ぶるいした。

　この一見少女に見える、実は推すい定てい年ねん齢れい二万二千歳のマッド・サイエンティストは実際何を考えているか分からない。

「ま、ともかく雪之丞の容量じゃ何にも出来ないわ。最大出力時に於おける外がい殻かく構造の負ふ荷かを解決するフレキシブルシステムを導入しようとしただけで容量も予算もパンクしちゃうって言うんだもの。もっとも、雪之丞は稚ち拙せつとはいえ、自己進化型だから自分が納得すればシステムを増設するなり、思考回路を変更するなり、九羅密長官にデータを提出するなりして問題を解決するんだろうけどね。今んところ、全然その気がないのよ。一つのシステムの導入は十の矛む盾じゆんを生むとか言ってさ、まあ、昔むかし気質かたぎよねえ」

　阿重霞は催さい眠みん術じゆつにかかったようにこの長弁舌を聞いていたが、はっと我に返ると鷲羽の言葉を遮さえぎった。

「そうじゃなくって！　天地様は今、どこにいるの？　わたくしたち、こんなところでうろうろしてる暇はないはずですわ。まったく、美星さんたちは何をやっているのかしら」

「あの子たちなら、今一生懸けん命めい聞き込み捜そう査さっていうのをやってるわよ」

　鷲羽はコクピットのある方向へ顎あごをしゃくった。

「あいにく、この宙ちゆう域いきにはコンビニ・ステーションも何にもなくってさ、やっとその時通りかかった布ふ教きようキャラバンを割り出したって言ってたわ」

「布教キャラバンですって？」

「正確には、無国籍の放浪宇宙船ね。一種の宗教団体よ。この銀河に光こう輪りん様さまの教えを広めるっていう、宗教心に燃えた連中なの」

「あのー、皆さん、ちょっといいですか？」

　阿重霞と鷲羽が立ち話をしているところに、何やら手にいっぱい抱かかえた美星が顔を出した。

「捜査の結果なんですけどね、布教キャラバンのクルーたちは、確かに交戦中の二隻せきの宇宙船を見たそうなんです。一隻はワープしちゃって、もう一隻は一瞬遅おくれてワープしたって言ってましたわ。それだけ聞くのに、搭とう載さい機きで遠くのコンビニ・ステーションまで行かなきゃならなかったんですけど、はい、これおみやげ」

　美星は発光体の入ったちゃちな腕輪や、共通語で光輪と書かれたお守りなどを鷲羽と阿重霞に手渡した。

「何なのよ、これは！」

　オカルト・グッズを手渡された阿重霞が叫んだ。

「だってぇ、それ買わなきゃ教えてくれないって言うんですもの」

　美星は自分の腕に嵌はめたぼーっと光る腕輪をいじりながら、いじけて呟つぶやいた。

「あなた、刑事さんでしょ？　脅おどされた上にこんないかがわしいものを売りつけられて、恥ずかしくないの!?」

「いいんですぅ。もう清音に散さん々ざん言われたから」

　美星の目にじわっと涙が滲にじんできたのを見、阿重霞は溜ため息をついた。

「それで、天地様の行方は分かったんでしょうね？」

「いいえ」

　美星は俯うつむいたままそっと腕輪を撫なでた。

「宇宙の真理を司つかさどる光輪様のリングをつけてれば、必ず分かるって親切な信者の人が……」

「親切!?」

「美星殿が言うなら、それは本当かもしれないわね」

　阿重霞の鼻先でくるくると腕輪を回しながら、鷲羽は人の悪そうな笑みを浮かべた。

「あんたはどう思う？」

　いつの間に起きたのか、魎呼は不機嫌な顔で舷げん窓そうから宇宙空間を見つめていた。

「魎皇鬼は今、名前の分からない場所にいる……宇宙に咲く一輪の薔ば薇ら……の中に」

　その場に一瞬、緊きん張ちようを孕はらんだ沈ちん黙もくがみなぎった。

「天地様は？　みんな無事なのね？　一輪の薔薇ってどういうことなの？　分かってたなら何でもっと早く言わないのよ!?」

「うるせえな。あたしだって魎皇鬼が通常空間に戻もどるまで分かんなかったんだよ！」

　お決まりのケンカが始まる、美星がそう思った時、魎呼はプイと横を向いてしまった。

「一いつ旦たん途切れちゃったアストラル・リンクを回復するのは大変なんだ。もちろん、通常空間経由でリンクしてるわけじゃないけどな、スクランブル・ワープを使うと高次元でのリンクが拡かく散さんしちゃうんだよ。その特性を一旦解除してエネルギー変換するんだからな。分かったか!?」

　珍めずらしく、真ま面じ目めな口く調ちようだった。

　阿重霞は妙に思ったが取り敢あえず一時撤てつ退たいし、別の方向から攻めることにした。

「分かりました。天地様の居場所を発見してくださってお礼申し上げますわ。で、そこはどこですの？　どうやって行くのです？」

「おめえに言ってもしょうがないだろ」

　魎呼は吐はき捨てるように言うと、部屋を出て行ってしまった。

　後に残された阿重霞と鷲羽と美星は黙って顔を見合わせていたが、ひそひそと話し始めた。

「何でしょう！　あの言い方は」

「魎呼さん、どうしちゃったんですか？」

「さあねえ。バイオリズムの低下ならまた白衣の天使にでもならなきゃね」

　鷲羽が白衣の天使、つまり帽ぼう子しに赤十字の入った看かん護ご婦ふの格かつ好こうをするとろくなことがないのは分かっていたので、美星は返事をしなかったが、鷲羽は鷲羽で内心別のことを考えていた。

　魎呼の返答からすると、青せい蘭らんなる海かい賊ぞくが天地、いや魎皇鬼の後を追って行ったと確信しているのは間違いない。

　どうやって魎皇鬼のスクランブル・ワープに同調したのかは分からないが、今の魎皇鬼は普段の半分の性能しか持っていないから追つい跡せきも可能だったのだろう。

　今、一番焦あせっているのは魎呼である。

　顔を見れば一目瞭りよう然ぜんだ。

　青蘭が天地を追い、我々が天地を追っているというこの状況の中で、魎呼が我々に、特に天地に知られたくない理由があるとすれば、それはごくプライヴェートなことだと考えるのが妥だ当とうである。

　下げ世せ話わに言えば、昔の男との愛憎のもつれというのが当たらずとも遠からずというところか。

　鷲羽はそこまで推論して自然に頰ほおが緩ゆるんでくるのを自覚した。

「これからがいいところよ」

　コクピットに続く通路を歩きながら、鷲羽は阿重霞に向かってにっこりした。

「我ながらアホらしいとは思うんだけどさ」

「鷲羽さん、何のお話ですか？」

　美星が不思議そうに鷲羽の顔を覗のぞき込む。

「なに、今に分かるわよ。私は宇宙一の天才だけど、憶おく測そくでものを言わないことにしてるの」

「天地様……」

　阿重霞の足取りが速くなった。どうやら、天地のこと以外は頭に入らないようだ。

　コクピットに入ると、清音と雪之丞が真剣な表情で話し合っているところだった。憮ぶ然ぜんとした顔でコンソールに肘ひじをついているのは魎呼である。

　砂沙美はつまらなそうに予備シートの上でスクリーンを眺ながめていた。

「良かった。アタシ今、ちょうど呼びに行こうかと思ってたの」

　コクピットから清音が振ふり返った。

「座ざ標ひようの特定には無理があるから、ロング・ドライブして目標宙域からずれるより、ショート・ドライブしながらそのつど進路を修正していった方が確実だと思うのよね。雪之丞も同意見だわ」

　清音がエリート刑事らしい、きびきびとした口調で鷲羽に同意を求めた。

「任まかせるわ。ね、鷲羽さん」

　美星が気楽に頷うなずきかけた。

「早くなさいよ。ぐずぐず話し合ってないで軌き道どう計算なんか雪之丞に任せればいいじゃない……」

　阿重霞は高圧的な口調で言いかけたが、砂沙美が驚おどろいたように振り向いたので、語尾を濁にごしてしまった。

「あーあ、つまんない。だあれも遊んでくれないし、魎ちゃんもいないし……早く魎ちゃんに会いたいな」

　砂沙美は腕に嵌はめた光輪様のリングを外して照明に透すかしていたが、急に目を輝かがやかせて振り向いた。

「ねえねえ、見て。これ、なんか書いてあるよ。誰か読んで！」

「え？」

　阿重霞と美星が腕輪を透かし見る。

「……読めないわ。共通語じゃないみたい」

「清音、どう？」

「またアンタは変なもの買ってくるから……」

　清音は嫌いや々いや腕に嵌めたリングを引き抜き、天井に向けて透かし見た。

「ほんとだわ。角度があるのね。えーと……」

「これは古代神聖文字だわ。待って、アイハコクウヲ……」

「愛ハ虚こ空くうヲ照ラス光ナリ。光スナワチ不ふ滅めつノ真理ナリ」

　魎呼の低い呟つぶやきが鷲羽を遮さえぎった。

　魎呼は腕輪を見もしなかった。

「あたしも持ってたことがあるのさ。昔な」

　魎呼は、砂沙美から取り上げた光輪様のリングをぽいと放ると、足速にコクピットを出て行った。

「今思い出したけど……」

　鷲羽がにやにやしながら一同を見回した。

「これは神しん秘ぴなる和わ合ごうのおまじないよ。おっと、子どもに聞かせる話じゃないわね」

「まあ……」

　美星が頰ほおを染そめて腕輪をまじまじと見つめ直した。

「神秘なる和合って？　ねえねえ、それ、エッチなこと？」

　勘かんのいい砂沙美がシートから滑すべり降りて走って来る。

「雪之丞、ショート・ドライブ、スタンバイ」

「ラジャーでござる。ショート・ドライブ、スタンバイ、フル・チャージ」

　清音はくるりとスクリーンに向き直り、早口で指示を出した。

「わたくし、歯を磨みがかなきゃ」

　阿重霞がそそくさとコクピットを出て行った。

「美星！　ほらこっち来て！」

「う、うん。雪之丞、レディ・スタート」

　その間に鷲羽はコクピットから出て行ってしまった。

「……もう！」

　膨ふくれっ面つらの砂沙美はスクリーンを睨にらみつけていたが、諦あきらめて予備シートに収おさまって膝ひざを抱えた。

　一瞬後、スクリーンにノイズが走る。

　美星のシャトルは加速して通常空間から姿を消した。




　ちょうどその頃、天地たち御ご一いつ行こうは光の柱から記念すべき一歩を踏ふみ出していた。

　長い長い沈ちん黙もくが天地の体を凍こおらせる。

　呪じゆ縛ばくが解とけた瞬間、全すべてが弾はじけるように動き出した。

　巡めぐる銀河が螺ら旋せんの旋せん律りつを奏かなで、有形無形の生命を構成している素そ粒りゆう子したちが未いまだ知られざるダンスを踊り、そして……。

　実存を吞のみ込むような快楽の波が押し寄せて来た。




　と、思ったのはほんの一瞬にも満たなかったのかもしれない。

「あなたは……誰です？」

　天地の声が震ふるえた。

　いや、実際声を発したのかどうか、それすら定かでなかった。

「ようこそ、我が夜の宮殿へ……光の皇おう子じよ」

　星々を散りばめたヴェールの奥から、五感を蕩とろかすような声が直接脳のう裏りに響ひびいてきた。







　第四章　皇子よ！







「皇おう子じよ」

　再びその声は語りかけた。

「恐れるでない。近ちこう寄れ」

　今度ははっきりと耳に聞こえる声だったが、天てん地ちの足は凍こおりついたように動かない。いや、動けないのであった。

　光の柱から一歩を踏ふみ出した途と端たん、天地たちは虚こ空くうの真まっ只ただ中なかに放り出されたのである。

　全方向にわたって広がる星々の海、遮さえぎるものとてない虚空、足元に、そして頭上に広がる暗黒の宇宙。

　ただ、目前の一か所だけが濃こい闇やみのヴェールに覆おおわれていて、声はそこから聞こえてくるのであった。

「阿あ座ざ化か……」

　魎りよう皇おう鬼きの奴やつ、どこへ行っちゃったんだろう、と思いながら天地はようやく声を押し出した。

「良かったらちょっと動いてみてくれないか？」

　足元の感かん触しよくは確かにある。

　柔らかい、絨じゆう毯たんを踏むような感覚。

　だが、見下ろしてもそこには何もない。

　自分の立っているところだけが透とう明めいな足場でできていて、そこから一歩でも踏み出せば、果てしなく虚空を落ちて行ってしまうのではないか……。

　そんな思いが天地を凍りつかせているのであった。

「ええい、じれったい。何を突つっ立っておる？」

　阿座化が行動を起こす前に、星々を散りばめたヴェールが揺ゆれた。

　相変わらず五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡るようなセクシーな声だが、僅わずかに苛いら立だちが込められている。

「あのー……」

　天地は呼びかけようとして、自分がまだ相手の名を知らぬことに気づいた。

「あなたは一体……」

「お前は夜の女王の名を知らぬか」

　再びヴェールが揺れ、音もなく左右に開いた。

　と、同時に視界が開けた。

　金色に輝かがやく玉座に、一人の女が座している。

　女の髪かみは漆しつ黒こくの闇のごとく、その顔かんばせは輝く月を切り取ったかのよう、そして、いまだかつてお目にかかったことのないような完かん璧ぺきなプロポーションを、銀河の星々を散りばめた深い藍あいのドレスが包んでいる。

　そばに顔をヴェールで覆おおった一人は黒のドレス、一人は灰色のドレスの女が、女王を守るように控ひかえていた。

「虚空に落ちたりはせぬ故、もっと近くへ参れ。わらわはお前の顔が見たい」

　夜の女王は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　胸の内を見み透すかされたような気がして、天地は思わず唇を嚙かんだ。

「そう、もっと近くへ」

　天地はおそるおそる足を踏み出し、立ち止まり、女王に促うながされて再び進んだ。

　ガーディアンたちは天地の背後で無言のまま畏かしこまっている。

　それとも手をつけかね、様子を窺うかがっているのか。

　女王のアメジストのような紫むらさきの瞳ひとみに呪じゆ縛ばくされたまま、天地は目前に進み出た。
















「震ふるえておるぞ。そんなにわらわが怖こわいか」

　女王は立ち上がり、ゆっくりときざはしを降りてきた。

　一足ごとにドレスの星がきらめき、深いスリットから眩まぶしいほどの素足が覗のぞく。

「このわらわの姿も、物言いもお前の隠された心に従ったまでのこと。だがこの格かつ好こうはなかなか心ここ地ちが良いな」

　女王はつと指を上げ、天地の頰ほおをなぞった。

「何が欲しい、光の皇子。只ただとは言わぬがわらわの治める領域で手に入らぬものはない。そなたの願いを申してみよ」

　女王の熱い息が天地の頰にかかった。

　その髪は香かぐわしく、吐はく息は甘く……というリートのような文句がそのまま当てはまりそうな場面である。

　天地は、吸い込まれそうな紫の瞳から思わず目を逸そらし、ドレスの深いハートカットから覗く見事な谷間に鼻をぶつけそうになり、慌あわててまた目を上げた。

「じょ、女王様」

　どもってしまった。

「そんなに近づかれては、お、お話しができません。俺おれを……いや、俺たちをどうするつもりです？」

「取って食いはせぬ。お前がそんなことを案じているのであればな」

　女王は軽かろやかに声を立てて笑い、天地の肩を抱いて向き直らせた。

　その脇わきをさっきから無言のまま控ひかえていた灰色のドレスの女が擦すり抜けていった。

「お前の従じゆう者しやには従者に相応ふさわしい夢を見てもらおう」

　灰色の女が無言のまま阿座化と火か美み猛だけに手を触れると本体上部にある宝玉が暗くなった。

「あっ……」

　天地は驚おどろき、駆かけ出そうとしたが、肩にかかった手は離れない。

「案ずるな。お前が呼べばすぐに目め覚ざめる」

　天地より僅わずかに長身の女王は、背後から抱きすくめるように腕を回した。

　しっとりとした重みが天地の背にかかる。

　天地の心臓は跳はね上がった。

「これはお前が見た夢、お前の心が求めていた慰なぐさめ。お前は愛を求めて旅立ったのではなかったか。己を全すべて包み込むような、満ち足りた愛を……」

　女王の囁ささやきが耳じ朶だをくすぐり、その手が天地の胸から腹へと滑すべり落ちた。

　痺しびれるような快感が湧わき起こり、体の力が抜けていくような気がした。

　そうか……あの幻まぼろしは……。

　ここに来た時に見た、あの顔のない幻は……。

　天地は溺おぼれそうな理性を叱しつ咤た激げき励れいした。

　いけない。

　これがたとえ夢だとしても、自分の生み出した煩ぼん悩のうの幻だったとしても、こんなふうにされちゃっては俺の、依よって立つ基盤というものが……。

「わらわが欲しくはないか」

　女王は天地の心を見透かしたように囁ささやいた。

「独ひとり星々の海を駆かけて来て、寂さびしくはないか。お前の求めていた愛はここにある。ただ手を伸ばして、摘つみ取れば良い」

「女王様……」

　天地は最後の意志を振ふり絞しぼって向き直り、たちまち凍こおりついた。

　藍あい色いろのヴェルヴェットのように見えたドレスは今や薄うす闇やみほどに透き通り、光に縁ふち取どられた豊かな曲線と、そこだけ闇を集めたかのような陰いん影えいが天地を差し招いているのだった。

　あああ……。

　天地の口から断だん末まつ魔まのような喘あえぎが漏もれた。

　理性は遥はるか闇の彼方かなたに押し流され、天地の心は最も早はや言葉の役に立たぬ領域に旅立とうとしていた。

「さあ……」

　女王は天地の手を取り、そっと胸もとに引き寄せた。

「い、いけません……」

　蚊かの鳴くような声で天地は抗あらがった。

「俺は……」

　俺は？　まだ未成年だから？　心の準備ができてないから？　単刀直入に言って、怖いから？　自信がないから？　それとも、俺の帰りを待ってる五人の女が、いや魎りよう呼こが、阿あ重え霞かさんが……。

　天地が混乱の極きわみに達した時、突如天てん啓けいの如ごとく天下無敵の言い訳が降りてきた。

「俺は一文なしなんです!!」

「何と!?」

　女王の手が止まった。

「志すら持っていないのか？」

　天地の顔を見れば、噓うそや言い逃のがれでないことは一目で分かった。

「ここに来るものは誰でも、代だい償しようを支払わねばならぬ。ここは、満たされぬものを満たし、己を解放するところ。愛に餓うえている心には愛を、慰なぐさめを求める者には慰めを、だが、只ではないのだ」

　女王の唇に今までとは違う微笑みが浮かんだ。

「わらわは金などいらぬが従者どもはそういうわけにもいかぬ。ここを出る時には望むだけの報ほう酬しゆうを受け取る契けい約やくじゃ。見よ！」

　女王が手を上げると、虚こ空くうが切り裂さかれ、天地たちの周まわりに無数の小部屋が現れた。

　そこには、あらゆる形の生き物が蠢うごめいていた。

　ヒューマノイド・タイプのもの、形の分からぬもの、岩の塊かたまりにしか見えぬもの、それら全ての生き物……性別すら定かでない……が、ある者は貪むさぼり合い、ある者は睦むつみ合って揺ゆれていた。

「それでもここにいる者たちは、この宇宙に生を受けた種族のほんの一ひと握にぎりにすぎぬ。ここに辿たどり着くことのできる者、というわけじゃ。皇子よ、お前は夢見ることさえ許されぬ地から辿り着いた、初めての客なのだよ」

　天地はそのうちのひとつ……人間にしか見えぬ男女の睦み合っている小部屋に釘くぎ付づけになっていたが、女王の言葉にはっと振り向いた。

「どうして、俺のことを皇子と……」

「それは、わらわがお前を知っていたからじゃ」

　女王の瞳ひとみが濡ぬれたような輝かがやきを帯びた。

「お前の力が初めて現れた時、それは超新星の爆発のようだった。わらわは不思議な予感に戦おののいた。お前の行く路みちとわらわの領域が重なると、この胸のうちに予言を受けたのじゃ」

　女王は一歩を踏み出した。

「それでも代価は支払ってもらわねばならぬ。何も支払うものがなければお前の一部をな」

　柔やわらかな腕に抱きすくめられた天地の体を歓かん喜きのような戦きが突つき抜けた。

　恐怖と陶とう酔すいとがカクテルされたような、抗い難い力だった。

　ああ、ついに俺は、見知らぬ宇宙で処女を、じゃなかった童どう貞ていを失うのか!?

　と、その時。

「魎呼ぉぉぉぉ！」

　光の柱から虚空を切り裂いて黒い影が飛び込んで来た。

「どこにいる!?」

　不意に呪じゆ縛ばくが解とけた。

「何者!?　名を名乗れ」

　女王の目が冷たい怒りに燃え上がる。

　長身の男はたじろぎ、呆ほうけたような顔の少年と比ひ類るいなき美女を見比べた。

「俺は海かい賊ぞく、名は青せい蘭らんという。魎呼という女を追って来たのだ」

　青蘭はたじろぎながらも、臆おくせぬ口く調ちようで堂々と言い放った。

「女の船がここに入ったのを確かに見た。どこに隠している？　俺はその女に用事がある」

「青蘭!?」

　天地は喘あえいだ。

　では、こいつが……俺たちを襲おそった無茶苦茶な海賊!?

　青蘭は耳みみ聡ざとく天地の声を聞き咎とがめた。

「お前!?」

　つかつかと近寄り、天地の胸むな倉ぐらをつかむ。

「お前はあの時の声、いや、男！　魎呼をどこへやった!?」

「無礼者!!」
















　女王が青蘭の手をぴしゃりと払った。

「魎呼などという者はここには居らぬ。どうやってガードシステムを通り抜けて来た？　心に殺意を抱く者は何者も通れぬはず」

「殺意!?」

　青蘭は胸倉をつかんだ手を離し顔を上げた。

「俺は命を賭かけて魎呼を追い求めて来たまでだ。その想おもいを殺意と呼ぶのか？」

　天地は夜の女王と海賊とに挟はさまれ、まるでサンドイッチのピーナツ・バターになったような気分で、まじまじと青蘭を見上げた。

　かっこいい……。

　正にヒーロー、否いな、主人公と呼ぶに相応ふさわしい決めゼリフだ。

　喜んでこの場を譲ゆずるから、俺のことは忘れてくれ。

　天地は魎呼のように空間移動できればよかった、と思いながら、そろそろと這はい出した。

「待て！」

　青蘭の手がぐっと天地の襟えり首くびをつかんだ。

　その首筋に冷たいものが押しつけられる。

「お前にはまだ聞きたいことがある。来い！」

　青蘭は天地を引きずり起こし、銃を突きつけたままぐいと背を押した。

「わらわの客をどうするつもりじゃ!?」

　女王が二人の前に立ち塞ふさがった。

「青蘭とやら。ここに来て以来、わらわの力の及ばぬ男を見たのは初めてじゃ。だが、横取りさせるわけにはいかぬ。黄よ泉み！」

　女王は影のように控ひかえていた黒衣の女に目め配くばせした。

　女は僅わずかに頷うなずき、滑すべるように歩み出した。

「その手が触ふれるまでに皇子を離せ。眠りよりもっと深い深しん淵えんがそなたを引きずり込もうぞ！」

　天地は、青蘭の体が本能的な恐怖に引き締しまったのを感じた。

　と、黒衣がふわりと宙を舞まった。

「走れ!!」

　青蘭は咄とつ嗟さに天地を抱きかかえ、女王を突き飛ばして光の柱目がけて走り出した。

「あ、阿座化！　火美猛!!」

　天地が微び動どうだにせぬガーディアンに叫んだのと、青白い手が青蘭の肩に伸ばされたのは殆ほとんど同時であった。

「うあああっ」

　青蘭の喉のどから苦痛の叫びが迸ほとばしった。

「青蘭!?」

「飛べ、早く！」

　青蘭は苦痛に顔を歪ゆがめながらも、力まかせに天地を突き飛ばし、自分も光の柱に飛び込んだ。

　一瞬後、二人の体は光の奔ほん流りゆうに包まれた。




「近いぜ。あとワン・ドライブの距きよ離りだ」

　シャトルのコクピットでスクリーンを見つめていた魎呼が呟つぶやいた。

　狭いコクピットに全員が集まって、同じようにスクリーンを見上げている。

　スクリーン上に表示されているのはただの宙域データで、この付近は特に何もない……空くう疎そな空間が広がっているだけの宙域である。

「天地様はどこですの？」

　阿重霞が焦じれたように口を開いた。

「うるさいな、黙だまってろよ」

　魎呼は眉まゆを寄せたまま目を閉じ、魎皇鬼に呼びかけた。

「おかしいな……ニンジンが見えるぜ」

　阿重霞がもう待ち切れない、と思った時、魎呼がぽつりと呟いた。

「並の量じゃない。ニンジンの山、いや海だ。あのヤロウ、頭までニンジンに浸つかってやがる……」

「ニンジン？」

　清きよ音ねが怪け訝げんそうに振り向いた。

「鷲羽わしゆうさんのつけたクローン栽さい培ばいシステムの中にいるの？」

「違う」

　魎呼が眉を寄せたまま答えた。

「魎皇鬼だけだ。天地はそばにはいない。ガーディアンも」

　魎呼の言葉が何を意味しているのか誰にも分からなかったが、阿重霞は嫌いやな予感がした。

「わたくし……小さい頃にお父様から聞いた話がありますの」

　阿重霞は逡しゆん巡じゆんしながら話し出した。

「広い宇宙には船乗りの夢を食くらう化け物が巣くっていて、一番見たがっていた夢を見せるのだと……その船乗りは夢見ている間に食べられてしまうのですわ。空っぽになってしまうんですの。戻もどって来ない船の中には、そうやって精神を食われた船乗りたちが干ひからびたミイラとなって漂ただよっている……」

「止めてよ！」

　砂さ沙さ美みが耳を押さえた。

「天地兄ちゃん、食べられちゃったの？」

「そんなこと言ってないでしょ！」

　阿重霞は自分の話に身み震ぶるいしながら首を振った。

「天地様は津つ名な魅みが守ってくださってるわ。魎皇鬼は多分、酔よっ払ってるのよ」

「アルコールは積み込んでいない。ニンジンからニンジン酒でも造らない限りね」

　鷲羽が誰に言うでもなく、呟つぶやいた。

「鷲羽殿、拙せつ者しやのデータにもいくつか、原因不明の事故があるでござる。天地殿がそのような正体不明の宇宙生物に遭そう遇ぐうした可能性もなくはござらん……」

「そうよ。魎呼さん、早く行きましょう」

　美み星ほしが雪ゆき之の丞じようを遮さえぎった。

「方向は？」

　魎呼は無言でディスプレイの一点を指さした。

「雪之丞、ショート・ドライブ、スタンバイ。清音、データ・セットお願いね」

　清音は余計なことは言わなかった。

「データ・セット完了。行こう、雪之丞」

　シャトルは再びドライブ・スペースに突入した。




「だ、大丈夫ですか？」

　天地は長身の海かい賊ぞくを振り返った。

　青蘭の左腕は麻ま痺ひしたようにだらりと体の脇わきに垂たれている。

「余計なことを言うな。魎皇鬼はどこだ!?」

　光の柱から出たそこは、確かに見覚えのある接せつ舷げん用ブリッジのフロアーなのだが、魎皇鬼も、青蘭の海賊船も見当たらなかった。

「探さがしまわっている暇ひまはない。おい、天地とか言ったな」

　青蘭は銃を突き付けた。

「魎皇鬼を呼べ。衝しよう角かくで隔かく壁へきを破る」

　と、フロアーにいくつもの光の柱が現れた。

　わらわらと警備員、いや、警備ロボットが実体化する。

　言い争っている暇はなさそうだった。

「魎皇鬼！」

　天地は声を限りに叫んだ。

　俺は魎呼じゃない。

　どこにいるのか分からない魎皇鬼が呼べるものなのか、確信はなかったが、この状況ではそうするしかなかった。

「天地殿！」

　予想に反して別の声が答えた。

　ガーディアンたちが天地の両脇に実体化する。

「申し訳ありません」

「魎皇鬼の居場所が分からないのです」

　驚備ロボットは、いやロボットと呼ぶのが正しいのかどうか分からなかったが、人型の棺かん桶おけのような格かつ好こうをしたそれは、天地たちを取り巻くようにじりじりと間を詰つめてくる。

　攻撃してこないところをみると恐らく、捕ほ獲かく命令が出されているのだろう。

「呼び続けるんだ」

　青蘭は銃を構かまえながら油断なく辺りを見回した。

　天地は観念して目を閉じた。

　心の中で魎皇鬼に呼びかける。

　ニンジンの山にかぶりついている魎皇鬼の姿が見えたような気がした。

「魎皇鬼！　助けてくれ」

　みゃああああん、という声が天地の脳のう裏りに木こ霊だました。

　円形に並んだ人型棺桶の間に光が走る。

「天地殿、捕ほ縛ばく結界です。空間転移しますか？」

　阿座化が囁ささやくような声で同意を求める。

　天地は答えなかった。

　更さらに強く、呼び続ける。

　その間に棺桶たちの光の輪は完成し、ゆっくりと狭せばまってきた。

「みゃああああん！」

　上方から声が聞こえた、と思った瞬間、天井に亀き裂れつが入った。

「魎皇鬼！」

　鋭するどい衝角が天井を突き破り、フロアーに突き刺さる。

　天地たちの体がふわっと浮き上がり、空間転移した。

　一同を収納した魎皇鬼はそのまま隔かく壁へきを突き破り、宇宙空間に飛び出した。




「あっ！」

　ドライブ・アウトしたシャトルの中で、コクピットにいる全員が、それを見た。

　宇宙空間に咲く、一輪の巨大な薔ば薇ら。

　その花弁を突き破るように飛び出して来る魎皇鬼。

「魎皇鬼!!」

　魎呼が叫んだ。

「待ってろ、今行く！」

　空間転移しようとした魎呼の腕に阿重霞がしがみついた。

「わたくしも参ります！」

「阿重霞さん！」

　清音が咄とつ嗟さに消え行く阿重霞の帯を摑つかんだ。

「待って！」

　美星が消えかけようとしている清音の腰に抱き付いた。

「おね……えさま!?」
















　砂沙美が駆かけ寄った時には、コクピットから四人の姿が消えていた。

「お姉さまぁぁぁぁ……」

　振り向いた砂沙美の瞳ひとみにじわっと涙が滲にじんだ。

「……行っちゃった」

　鷲羽はこの騒さわぎの間、ドアに寄りかかったまま完かん璧ぺきな傍ぼう観かん者しやとなっていたが、涙ぐんだ砂沙美を見てその小さな肩を抱きしめた。

「あーあ、悪いお姉ちゃんたちね。船も何もほったらかしにしてさ」

「あたしも魎ちゃんに会いたかったのに」

　砂沙美は啜すすり上げ、涙なみだとハナを袖そでで一いつ緒しよに拭ふいた。

「バカバカ、魎呼お姉ちゃんのバカッ。阿重霞お姉さまのバカぁー」

　砂沙美は怒りのぶつけどころがないので、鷲羽の胸にしがみついて泣き出した。

「まったくでござる!!」

　背後から声がした。

「拙せつ者しやは一体、どうすればいいのでござる!?　主人に置き去りにされたなどと報告すれば、スクラップにされるでござる！」

「同感だわ」

　鷲羽は砂沙美の頭を撫なでながら呟つぶやいた。

「しょうがないから、この鷲羽ちゃんをキャプテンとしとくのね。早さつ速そくだけど、状況報告して」

「ラジャーでござる」

　雪ゆき之の丞じようは気を取り直したようにディスプレイを点てん滅めつさせた。

「正体不明の巨大艦かんよりアダムスキー型円盤が射出されたでござる。魎皇鬼を追っているでござる」

「魎ちゃん!!」

　砂沙美がびっくりして顔を上げた。

　スクリーンに雪之丞が報告したとおりの状況が逐ちく一いち映し出されている。

「ねえねえ、魎ちゃんが行っちゃうよ！」

「ひとまず追うでござる」

　雪之丞は誰も指令してくれるクルーがいないので、ヤケを起こしたようなフル・スピードで魎皇鬼と円盤の後を追い出した。

「悪いけど、これじゃ私の最高傑けつ作さくには追いつけないわよ。だからフレキシブル・システムを導入しなさいって言ったのに」

「今言われても困るでござる」

「あ、魎ちゃんが……消える！」

　スクリーンの中央で、卵ほどの大きさに映し出された魎皇鬼が瞬またたいた。

「雪之丞、しっかりモニターして！」

　鷲羽の言葉が終わるか終わらぬうちに、魎皇鬼の姿がふっと消えた。

「……またスクランブル・ワープされちゃったわ」

　鷲羽は、標的を見失ってブーメランのように戻もどって行く円盤を見ながら肩を竦すくめた。

「だけど、あんたの主人は通信用ブレスレットを持ってたわよね」

「ミホキヨのブレスレットでござるか？　残念ながらそんなに出力は高くないでござる」

「何、それ!?」

　鷲羽の頰ほおがおかしそうに緩ゆるんだ。

「美星殿と清音殿のことでござる」

　雪之丞は声を落とした。

「内ない緒しよでござる」

「やだぁ」

　砂沙美が吹き出した。

「そうそう、そっちの顔の方がずっといいわよ」

　鷲羽も笑いながら砂沙美の肩を抱いてコクピットの後部座席に座らせ、自分は雪之丞の前に座った。

「さてと。ここにいると面倒なことになりそうだから、取り敢あえずショート・ドライブしてちょうだい。それとも、あの正体不明艦を探さぐりに行く？」

「未成年者を危険な目に遭あわせるわけにはいかないでござる。そのうちどうせアンシブル通信が入るでござる」

「そうだった、魎皇鬼につけたの忘れてたわ」

　鷲羽は砂沙美に大丈夫、というように片目をつぶると、きりりと向き直って指示を出した。

「雪之丞、ショート・ドライブ、スタンバイ。目標、最短距離のコンビニ・ステーション！」

「ラジャーでござる！」

　スクリーンが３Ｄディスプレイに切り替わり、コンビニ・ステーションを表すニコニコ・マークが現れた。







　第五章　助かった……







「助かった……」

　間かん一いつ髪ぱつ、魎りよう皇おう鬼きのブリッジに転移した天てん地ちは、青せい蘭らんとガーディアンの下した敷じきになったまま呟つぶやいた。

「みゃああああん！」

　魎皇鬼の叫さけびが虚こ空くうを切り裂さき、ブリッジに散らばっていたクリスタルたちが次々と起き上がる。

「ゴメンネと言っております」

「もう大丈夫、と言っております」

　ガーディアンたちが早口で翻ほん訳やくした。

「分かった。分かったからどいてくれ」

　天地は身動きが取れないまま、手で床を叩たたいた。

「これは失礼」

「あまりに急なことでして」

　ふっと体が軽くなった。

　と同時にブリッジに強い衝しよう撃げきが走った。

　魎皇鬼が薔ば薇らの花びら、いや隔かく壁へきを突き破って飛び出したのだ。

　天地は本能的に顔を伏せ、衝撃が収まったのを感じるとおそるおそる顔を上げた。

　目の前に青蘭の顔があった。

　天地の前に片かた膝ひざをついた青蘭の顔はまだ蒼そう白はくだが、先程のショックからは立ち直ったようだ。

「天地とやら。一応礼を言っておこう。立てるか」

　青蘭は自由の利きく右手を差し出し、天地を助け起こした。

　こいつ、結構いい奴やつなのかもしれないな。

　唯ゆい一いつの利き手を使わずとも、俺おれを起こしたければ他にも方法はあるはずなのに。

　天地は頭一つ分長身の海かい賊ぞくを改めて見上げながら思った。

　群ぐん青じよう色の瞳ひとみがなければ地球人といってもよい。

　それも、明らかに俺や父さんとは別の世界に属する男だ。

　端たん正せいな、だが微み塵じんも脆ぜい弱じやくなところの感じられぬ顔立ちは、強きよう靭じんさを秘めた体たい軀くとあいまって一種危険な魅み力りよくを醸かもし出している。

　青蘭は、ごく自然な様子で天地に近づいた。

　だが、その目は冷ややかに天地を見下ろしている。

　冷たい、海賊の目だった。

　天地は先程の感かん触しよくを訂てい正せいした。

　さっきまで、俺に銃じゆうを突きつけていた男なのだ。

　一瞬でも利き手を塞ふさぐだけの自信があるに違いない。

「さて、話してもらおうか」

　青蘭が口を開いた。

　その声は穏おだやかだったが、有無を言わせぬものがあった。

「魎りよう呼こは……」

　天地は言いかけ、躊ちゆう躇ちよした。

　何を話せばいいんだ？

　天地は、魎呼の過去など聞いたことがなかった。

　遥はるか昔、今は亡き神か我が人との船で、鷲羽わしゆうの手によって生み出されたことは分かっている。

　そして七百年前、樹じゆ雷らいの皇おう子じ遥よう照しよう、つまり俺おれのじっちゃんの手によって封じられ、永い眠りについた。
















　そう、一年前、俺がこの手で封印を解とくまでは。

　だがそれ以前のこと、つまり海賊時代の話はまるで知らない。

　この青蘭という海賊は、魎呼とどんな関係があったのだろう。

「魎呼は、俺の家にいる。いや……」

　青蘭の顔色が変わったのを見、天地は言い出しを誤あやまったことを悟さとった。

「そういう意味じゃなくって、もう家族の一員なんだ。いや、俺にとっては、っていうことで、ほらその、なんと言うか……」

　いきなり胸むな倉ぐらをつかまれ、天地は息を詰つまらせた。

「貴き様さま!!」

　目付きだけで殺されかねない雰ふん囲い気きである。

「どういう意味だ！　はっきり言え！　魎呼とどういう関係なんだ!?」

「天地殿！」

　ガーデイアンたちがすっ飛んで来た。

「海賊め、天地殿から手を離せ！」

「天地殿、こいつを叩たたき出してしまいましょう！」

　ガーディアンが青蘭の両りよう脇わきを挟はさむようにぴたりと横についた。

「いいんだ。阿あ座ざ化か、火か美み猛だけ」

　天地は慌あわててガーディアンたちを制した。

　今までの短いつきあいから察するに、こいつはかなり危あぶない奴やつだ。

　なるべく穏おだやかに話し合いたい。

「俺の言い方が悪かったんだ。俺もこの人にはさっきの借りがある」

　天地は危あやうく童貞を失うところだった、ほんの10分かそこら前の出来事を思い出した。

「誤ご解かいしないでくれ。魎呼はいろいろあって俺の家にいるが、本当に何でもない。だけどこんなふうにされてちゃ、何にも喋しやべれないよ」

　青蘭の目に逡しゆん巡じゆんの色が見えた。

　と、すっと手が離れた。

「いいだろう。話が終わるまでは待ってやる」

　その時だった。

「てんちぃぃぃぃ!!」

　いきなり、何者かが宙に現れた。と、同時にそれは天地にぶつかってきた。

「わッ……」

　避さける暇ひまもなかった。

　柔やわらかい、だが弾力のある二つのふくらみ。

　ここが地球を遥か離れた宇宙空間であろうとも、この声、この感触だけは間違えようがない。

「魎呼!?」

「天地様！」

　魎呼と折り重なるようにして倒れ込んだ天地の上に、もう一人、よく知っている姿が倒れ込んだ。

「天地さん！」

　さらに、その上にギャラクシーポリスの制服を着た二人の女がのしかかった。

「ぐげえ……」

　阿あ重え霞かさん、と言ったつもりだが、実際には蛙かえるの潰つぶれたような声にしかならなかった。

「天地!!　無事だったか!?」

「天地様、よくぞご無事で」

「天地さん、お怪け我がは？」

　三人、いや四人の女が同時に喋しやべり出した。

「うう……」

　女たちの足元、いや体の下で押し殺したようなうめき声がした。

「ど……どけ……」

　清きよ音ねが、美み星ほしが、そして阿重霞と魎呼がはっと飛びのいたそこには、黒ずくめの見知らぬ男がのびていた。

「まさか……」

　魎呼が息を吞のんだ。

　その声に男ははっと起き上がった。

「魎呼!?」

「青蘭……」

　その瞬間、青蘭の脳のう裏りから七百年の歳月も、怒りも悲しみも消え去った。

　心から愛した、ただ一人の女。

　共に星を巡めぐり、宇そ宙らを駆かけ、永遠を誓ちかった女。

　そして俺を裏切り、去って行った女。

「魎呼ぉぉぉ!!」

　動かぬ左腕のことも忘れ、青蘭は魎呼を抱き締しめようとした。

　その刹せつ那な。

　オーラ・ブレードが青蘭の喉のど元もとに突きつけられた。

「動くな！」

　魎呼が、天地を守るように立ち塞ふさがっていた。

　その目も、その姿も、青蘭の覚えているあの日の魎呼と寸すん分ぶん違わない。

　冷たく、だが火傷やけどしそうに熱い女海賊の目が青蘭を見返している。

「魎呼……何な故ぜだ!?」

　青蘭の唇から喘あえぐような呟つぶやきが漏もれた。

「俺を忘れたのか!?」

　オーラ・ブレードが僅わずかに震ふるえた。

「あたしはもう海賊じゃない。お前のことなど、忘れたぜ」

　その場に重い沈ちん黙もくが降りた。

　その沈黙を破るものがあるとすれば、それは最後の審判のトランペットだけだったろう。

「みゃあああん！」

　実際に鳴り響いたそれは、もうちょっと現実的で、もうちょっと卑ひ近きんな事態を諮し詢じゆんしていた。

　魎皇鬼が警けい告こくを発したのである。

「なに、追っ手が？」

　魎呼はオーラ・ブレードを引っ込めた。

「青蘭。話は後だ。生きて話の続きがしたければな」

　その一言で金かな縛しばりの呪じゆ縛ばくが解とけたように、凍こおりついていた天地たちもスクリーンを見上げた。

　巨大な薔ば薇らの内部から１ダースのアダムスキー・タイプの円盤が打ち出され、魎皇鬼に迫りつつある。

「魎皇鬼、スクランブル・ワープ」

　魎呼は一声かん高く叫ぶと、加速した。

　星々が歪ゆがみ、放射状に流れた瞬間、魎皇鬼の機体はこの宙ちゆう域いきからかき消えた。




　夜の女王は、［見守るもの］からその報告を受けた。

「スクランブル・ワープされました。ワープ・アウトを待って座ざ標ひようを特定します」

　天地たちが聞いたアナウンスと同じ、物もの柔やわらかな声だった。

「良いのじゃ、アインよ。急ぐことはない。思ったより多くの運命が交わることになりそうじゃ。それまで、わらわは待つとしよう」

「月つく読よみ様」

　アインと呼ばれた声は囁ささやいた。

「何故、お見逃しになったのです。貴女あなた様のお力をもってすれば、あの皇子を意のままにすることなど、たやすいはず」

「さあ、何故かな」

　女王はゆったりとクッションに身を預あずけたまま微笑ほほえんだ。

　天地が見た黄金の玉座は消え、豪ごう奢しやな小部屋の中に女王は居た。

　二人の女……眠りと死の使い手は彫ちよう像ぞうのように女王の両りよう脇わきで佇たたずんでいる。

「あの海賊……青蘭とか言ったな。わらわを突き飛ばしたのはあいつが初めてじゃ。たわけた男よ」

　女王はさも愉ゆ快かいそうに頰ほおを緩ゆるめ、傍かたわらの黒衣の女に問いかけた。

「そうは思わぬか、黄よ泉み」

　黒衣の女は重々しく頷うなずいた。

「獲え物ものを逃がして不服か。まあ、良い。あの左腕はもう使いものにはならぬだろう。そう、命の水でもない限りな」

　女王が掌てのひらを差し出すと、透すき通った液体で満たされたグラスが現れた。

「時はいつか熟じゆくす。永遠を生きるわらわには、待つのも良い暇ひまつぶしじゃ」

　女王は光の皇子のまだ幼い顔を思い浮かべ、満足げに舌で唇を湿しめした。




　何秒か何分か後、実際スクランブル・ワープ中の時間を問うても何の意味もないのだが、再びスクリーンに通常の宇宙空間が戻もどってきた。

「魎皇鬼！」

　魎呼が鋭するどく叫ぶ。

「みゃん！」

　間かん髪はつを入れず、魎皇鬼が答える。

　魎呼が振り向いた。

「大丈夫だ。ここは通常航路の近くで、ほんの３パーセクほど飛んだだけだ。追っ手の姿はない。危険はない」

　魎呼はそれだけ言うと、またくるりと前を向いてしまった。

　天地は我に返ったように息を吐ついた。

　ちらり、と青蘭を盗ぬすみ見る。

　青蘭は身じろぎもせず魎呼を凝ぎよう視ししていた。

　群ぐん青じよう色の瞳ひとみは照明を反射して凍こおりつくような光を湛たたえている。

　何を思っているのか、その唇は真一文字に引き結ばれたままだ。

　阿重霞と清音、美星たちは互いに顔を見合わせ、とまどっているようだった。

　無理もない。

　天地はジエット・コースターに乗っかったような一連の経過を思った。

　あの時魎呼が、阿重霞さんたちが現れなかったら、俺と青蘭はもっと面めん倒どうなことになっていたかもしれない。

　魎呼が現れたので、青蘭が俺に聞きたかったことの一つは解決した。

　だが、さっきの魎呼と青蘭のやり取りは、何にも事情を知らない者が聞いても、おおよその見けん当とうはつく。

　青蘭と魎呼はごくプライヴェートな関係にあった。

　間違いない。

　二人は俺の生まれる遥はるか昔、そういう関係にあった。

　天地は、自分がこんなふうに頭を巡めぐらしていることに気づき、何とも言えぬ惨みじめな気分になった。

　関係ないじゃないか。

　頭の一部で冷静な声がする。

　所しよ詮せん、魎呼のことなど何も知らないのだ。

　昔の男が追いかけて来て、目の前で修しゆ羅ら場ばを演じようと、そんなことは俺の知ったこっちゃない。

　俺は、魎呼とキスひとつしてないんだ。

　門答無用に問い詰つめられたり、脅きよう迫はくされる謂いわれはない。

　天地は思ったが、惨めな苛いら立だちは一向に収まらなかった。

　何なんだ、こいつは!!

　天地は黒ずくめの海賊を再び盗ぬすみ見た。

　眉まゆを寄せ、暗黒の宇宙をバックに立つ姿は文句のつけようがないほど絵になっていた。

　そう、七百年前も、このブリッジでこうして宇宙を見ていたに違いない。

　チクショウ、かっこいいじゃん！

　こいつが魎呼の恋人だったんだ。

　何で今まで言わなかったんだよ!?

　天地は心の中で毒づいた。

　……って、言うわけないか。

　俺だって聞いたわけじゃないもんな。

　魎呼いったい何があったんだ!?

　誰だれにも言えないようなことなのか？

　何で黙だまってるんだよ!?

「宇宙海賊、青蘭！」

　悶もん々もんと考えている間に、先を越されてしまった。

「魎皇鬼を……一般人の乗った船を攻こう撃げきしたわね。記録があるわ。殺人未み遂すいの容疑で逮たい捕ほします」

　清音が銃を構かまえていた。

「俺は知らなかった。海賊が海賊の船を襲おそって、どこが悪い？」

　青蘭は平然と答えた。

「悪いが、刑事さん。そんな無む駄だ話ばなしをしている暇ひまはない。それより俺の話を聞きたくはないか」

　ようやく清音の方に顔を向けると、青蘭はニヤリと笑った。

　自分の言葉の効果を知っている者の笑いだった。

「聞かせてもらうわ。留置場の中で、ゆっくりとね」

　清音が手て錠じようを取り出した。

「待てよ！」

　天地は思わず叫んだ。

「聞かせてくれ。いや、聞く権利があると思うんだ。襲われた本人が言ってるんだから、いいだろ？」

　畜ちく生しよう、これじゃ俺は間ま抜ぬけの見本みたいじゃないか、と心の中で思いながら、天地は清音と青蘭の間に割り込んだ。

　清音は肩を竦すくめ、銃を下ろした。

「天地さん。この男は海賊よ。この七百年間ギャラクシーポリスのお世話にならなかったからといって、本性が変わったとは思えないわ。叩たたけばケチな埃ほこりがわんさと出てくる、そういう男よ。話は聞かない方がいいわ」

「俺は、この人に借りがあるんだ」

　天地はのろのろと言った。

「それに、逮たい捕ほしなくても、阿座化と火美猛がこの人を外に放り出せば話は終わりだ。そうじゃないか？」

　青蘭の唇が笑いを含んで僅わずかに吊つり上がった。

「天地。いや、皇子と呼ぶべきかな。君は思ったより度ど胸きようがありそうだ。魎呼はそういうところが気に入ったのかな」

　青蘭はそっぽを向いている魎呼に向かって顎あごをしゃくった。

「魎呼！　そんなところで拗すねていないでこっちに来い」

　ごく当然といった調子だった。




「俺と魎呼はコンビを組んでいた。……七百年ちょっと前のことだ」

　青蘭はクリスタルのひとつに寄りかかって話し出した。

「出会いは、そう……よくある話のひとつだったよ」




　ラメドのバーは海賊どもや無法者たちでごった返していた。

　フリー・ポートに近くて、適当な料金で、いざとなれば裏口から抜けられる、そんな店のひとつだった。

　生きてりゃまた店に来る、というのがマスターの言い草だった。

　死体になった奴やつは運がない、というわけだ。

　実際、生きてる海賊は酒を飲むか、騒さわぎを起こすか、女を口く説どくのに忙しく、だから騒そう騒ぞうしかったし、死体になって転ころがってる奴はもう何にもやりようがないので静かだった。

　俺は相あい棒ぼうを無くしたばっかりで、騒ぐ気にはなれなかった。

　かといって、女のいるような店に行く気もなかったので、奥のカウンターに陣じん取どってトパーズをなめていた。

　そこに魎呼が入って来た。

　ほんの一瞬だったが、店が静まり返った。

　魎呼は俺の隣となりに腰を下ろし、同じものを注文した。

　その時既すでに、俺は魎呼から目が離せなくなっていた。

「一人か」

　俺は聞いた。

「どこから来た」

　魎呼は丸腰だった。得物も持たずにこの店に来る奴は旅行者か、間抜けかどちらかだった。

　魎呼の手にオーラ・ブレードが現れた。

「消えな」

　というのが最初の挨あい拶さつだった。

「そうだったな、魎呼？」

「フン」

　魎呼はまたそっぽを向いてしまった。

「そんなこと、もうどうでもいいじゃんか」

「いいや、良くない。思い出して欲しいからな。皇子、君も聞きたいだろ？」

　聞きたくないとは言えなかった。

　阿重霞たちは興味津しん々しんで続きを待ち受けている。

　青蘭は余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。




　それから三日後、俺と魎呼は宇宙にいた。

　三年と三か月の間、俺たちはコンビを組んで宇宙を荒らし回った。背せ筋すじの凍こおる思いもしたし、バカなこともした。

　俺たちは古典的な海賊行為からトレジャーハンターまがいのことまで、なんでもやった。

　金は唸うなるほどあったから、豪ごう遊ゆうもした。

　宇宙船一台分のドレスに身を包んだ魎呼は美しかった。

　クラブ・シャミールを借り切って遊んだエメラルドの海は、死の恐怖を洗い流してくれた。

　だが、魎呼に一番似合ったのは、暗黒の宇宙とバトル・スーツだった。

　このブリッジで見る星々の海は只ただだったが、結局それが何にもまして美しいのだということを、ほどなく俺は知った。

　魎呼は相棒としても、女としても、申し分なかった。

　だが、決して言わなかったセリフがあった。

　俺が同じセリフを何万回繰くり返そうとも、魎呼は答えずに笑っていた。

　笑いながら、瞬まばたき一つせずに俺を殺すことも出来る、そんな笑顔だった。

　俺は、そのセリフを言わせてみたくなった。

「ネプチューンの涙を取って来たら、望む言葉を言ってくれるか」

　魎呼は笑った。

「青蘭、お前に出来たらな」

「その腕の宝玉に賭かけて誓ちかえ」

「やなこった」

　魎呼は、それだけは決して外そうとしなかった、発光体の入ったリングを外し、俺の前に置いた。

　光輪教のお守りだった。

「こいつに賭かけて誓うよ。これはな、あたしが生まれて初めてもらったプレゼントなんだ。その女はな、名前も分からない。生まれた時から海賊だったあたしは、この宇宙にあるもの全ては奪うばい取るもんだと思ってた。そりゃ、命のかわりにモノを差し出す奴はいっぱいいたさ。だけど、その女は命のかわりにリングをくれたんじゃないんだ」

　魎呼の顔がふっと陰った。

「そいつは、あたしのぶっ壊した船の下敷きになって死にかけていた。ホームレスだって着ないようなボロを着て、たった一つの装そう飾しよく品がそのリングだった。生き残りがいようとは思わなかったから、あたしは止とどめを刺そうとした。すぐ手を引っ込めたけどね。女はあたしを呼んで、こう言ったんだ。光輪様があなたを導いてくださいますようにってね。リングをくれて一分と経たたないうちに、女は死んだ。あたしは魎皇鬼の中で、それを思い出し、しばらく考えた。意味が分からなかった。リングにはこう書いてあったんだ。愛ハ虚こ空くうヲ照ラス光ナリ。光スナワチ不ふ滅めつノ真理ナリ」

「そいつは俺が何万回唱となえたか分からない呪じゆ文もんと同じだぜ。魎呼、俺はいつも言ってるじゃないか。愛している、と」

　魎呼の目が冷たい光を帯びた。

　情け知らずの女海賊の目だった。

「違うな、青蘭。でも、ネプチューンの涙を取って来たら、同じ呪文を唱えてやってもいいよ。お前の目と同じ色だ。お前の目はきれいだけど、ほじくり出すわけにいかないもんな」

　そして俺は、難なん攻こう不ふ落らくと謳うたわれた斎さい王おう家けに忍しのび込んだ。

　俺がネプチューンの涙を手に入れた時、魎呼、お前は消えていたんだ。




　青蘭はそこで言葉を切り、しばし瞑めい目もくした。

「魎呼。俺はあの時の誓いを果たすために来た」

　青蘭は立ち上がり、魎呼の手にちょうど宝玉と同じ大きさの、群ぐん青じよう色いろの宝石を載のせた。

　魎呼の手の上で青い炎ほのおが燃え上がり、幾千万の星を集めたような輝かがやきが砕くだけた。

「ネプチューンの涙……！」

　魎呼は目を見張った。

「まさか！　記録には盗ぬすまれたのはレプリカだったと……」

　清音が思わず声を上げた。

　青蘭は魎呼を見下ろしたまま、答えた。

「どちらを信じる？　俺か、斎王家か」

　魎呼がはっと顔を上げた。

　青蘭は無む造ぞう作さに宝石を取り上げると、左手首の袖そでに隠れて見えなかったリングを引き抜いた。

「その目を見れば分かる。お前はもう、海賊じゃない。だが、このリングに誓った約束は果たしてもらおう。そのために俺は生き延のびて来たんだからな。右手を出せ」

　青蘭は、凍りついたように立ち尽くしている魎呼を満足げに眺ながめ、不意に踵きびすを返すと、天地の脇わきに立った。

　どうやったのか、誰にも分からなかった。

　青蘭が離れた時には、天地の左手首にリング……誓いのリングが嵌はめられていた。

「え!?」

　予想もしていなかった出来事だった。

　天地は、ぼーっと光るリングを外そうとして引っ張ったり、手首を捩ねじったりしてみたが、リングはぴたりと手首に嵌まっていた。

「皇子よ。触さわらない方がいいぞ」

　青蘭は静かに言った。

「そのリングには細さい工くがしてある。無理に外そうとしたり、傷きずをつけたりすれば爆発する。大した爆発ではないが、嵌めた人間を塵ちりに変えて吹き飛ばすぐらいの威い力りよくはある」

　流れ星が消える程の間があった。

　次の瞬間、清音と美星が銃を構え、魎呼が弾はじき飛ばされたような勢いで青蘭の喉のど元もとにオーラ・ブレードを突つきつけた。

「俺を殺せば、そのリングは即座に反応する。解かい除じよするキーワードは俺しか知らない。それでも良ければ、さあ、引き金を引け」

　青蘭の唇に満足そうな笑みが上のぼった。

「青蘭!!」

　オーラ・ブレードの切っ先が青蘭の喉元に食い込んだ。

「魎呼。お前は変わったな。以前のお前だったら、ネプチューンの涙を手に入れた瞬間に、俺を切り捨てていただろう。お前はそういう女だった。覚えているか？　俺の腕の中にいる時でさえ、お前の目は冷えびえと冴さえていた。いつからそんなに心優しい女になったんだ!?　皇おう子じ様に会って生まれ変わったってわけか？　そんなことは信じないよ、魎呼」

　青蘭はオーラ・ブレードを押しやり、魎呼に近づいた。

「さあ、約束の呪文を唱えてもらおうか。皇子を死なせたくなければな」

「魎呼！」

　天地は反射的に動いた。

　額の紋もん章しようが輝かがやき出す。

　天地の右手に光が集まり、光こう鷹よう真剣が現れる。

「天地……!!」

　魎呼の叫びに振り上げた剣が止まった。

「来るな！　こいつは本気だ！」

「魎呼!?」

　額の紋章から光が消えた。

　光鷹真剣が薄れていく。

「凄すさまじいエネルギーだ」

　青蘭が感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。

「君には何かがあると思っていたよ。魎呼が興味を持つような何かがね。だが、皇子よ。君は少しばかり経験が足りないようだ。俺のような海賊を出し抜くには、な」

　青蘭は右手で魎呼を抱き寄せ、一同を見回した。
















「刑事さん、布教キャラバンを探してくれ。ただし、応おう援えんを呼ぼうとかおかしなことは考えない方がいいぞ」

「布教キャラバン？　光輪教の？」

　清音が答えないので、美星がかわりに聞いた。

「そうだ。誓ちかいを永遠にするためにな」

「永遠に？　あなたまさか、魎呼と結婚……!?」

「そうだ。君は？」

「え!?」

　阿重霞は言ってしまってから、今はそれどころではないことに思い当たったが、言い直すかわりにこう続けた。

「わたくしは樹雷の皇女です。魎呼と結婚するのは願ってもないことですけど、どうして天地様を巻き込むのよ!?」

　一呼吸おいてビシッと指を突きつける。

「今すぐリングを外しなさい!!」







　第六章　リングを外はずせ!?







「リングを外はずせ!?」

　青せい蘭らんは思わずおうむ返しに繰くり返した。

「お姫ひめさん、こいつは人質なんだ。外すわけがないだろう？」

「樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇おう女じよ、阿あ重え霞かです!!」

　阿重霞は敢かん然ぜんと青蘭の前に立ち塞ふさがり、長身の海かい賊ぞくを睨にらみつけた。

「やることが汚いじゃないの！　魎りよう呼こと結婚したきゃ勝手にすればいいでしょ。わたくしの大事な天てん地ち様を巻き込むなんて許しません。だから海賊は嫌きらいなのよ。わたくしを怒らせると後が恐こわいわよ。外しなさい！」

「ちょっとちょっと、阿重霞」

　魎呼が慌あわてて阿重霞の袖そでを引いた。

「あたしが何とかするから黙だまってなって。天地が死んだらどうすんだよ!?」

「何とかするって何よ!?　二ふた股またかけてた奴やつが何をするって？　あんたなんかに天地様は渡さないわよ。せっかく昔のカレが迎むかえに来たんだから、さっさと結婚したらどうなの!?」

「えーっ、ほんとに結婚しちゃうんですかぁ？」

　美み星ほしが割り込んだ。

「うっさいな。どうして急にそういう話になるんだよ!?」

「だって魎呼さん、自分で言ったんじゃないですか。ネプチューンの涙を取って来たら結婚するって……」

「違うんだってば！」

　何を余計な、という顔で美星を睨にらむ。

「あたしが結婚？　冗じよう談だんじゃないぜ。あん時そう言ったのはな、もののはずみってもんよ。それをこいつは真まに受けやがってさ、七百年前の約束なんか覚えてられるかよ！」

　すっと青蘭の顔色が変わった。

　こめかみの辺あたりが引きつり、ライト・ソードの柄つかにかかった手が震ふるえている。

「魎呼てめえ……」

　押し殺したような声だった。

「それがお前の本音か？　そんな女とも知らずにネプチューンの涙を取りに行った俺おれは宇宙一の大おお間ま抜ぬけってわけだ。よくも七百年間騙だましてくれたな！」

「やだなー、そんなマジになっちゃって」

　青蘭の引きつった顔を見るや魎呼は即そく座ざに懐かい柔じゆうにかかった。

「あたしだって色々事情があってさ、ほこらに封じられちゃったりして動きが取れなかったのさ。ほんっとに悪いと思ってたんだ。別に騙すつもりじゃ……」

「愛していたんだ！」

　青蘭は全然聞いていなかった。

「俺の気持ちが分かるか？　七百年間信じてきたたったひとつのものが偽にせ物ものだったと分かった男の気持ちが……魎呼、お前は俺を裏切った上にまだ騙そうと言うのか!?」

「噓うそじゃないっ」

　魎呼は思わず叫んでからはっと気づいた。

　ダメだ、何を言っても噓になっちまう。

　あたしだってお前を嫌いなわけじゃなかったのに、結婚なんて持ち出すからこんなやっかいなことになっちゃったんじゃないか。

　こいつは昔っから、人の話を聞かない奴だったっけ、と思いながらも魎呼は何とか事態を収しゆう拾しゆうしようと下した手てに出ることにした。

「青蘭、あたしが悪かったよ。だけど……」

「問答無用！」

　冷たい返事が返ってきた。

　魎呼はかっと頰ほおに血が上るのを感じ、奥歯を嚙かみ締しめた。

　むらむらと腹が立ってくるのを辛かろうじて抑おさえる。

「青蘭、こっちの話も聞けよな！」

「今更何を聞くっていうんだ!?」

　青蘭はライト・ソードを抜き放った。

　アイス・ブルーの炎ほのおが燃え上がる。

「この剣を覚えているな、魎呼？　こいつは何百人と生き血を啜すすってきた剣だ。俺がこいつを抜いたらどうなるか、知ってるな？」

「待て、青蘭！」

　魎呼は仰ぎよう天てんした。

「待てだと？　これ以上俺を待たせようっていうのか？」

　ライト・ソードが走り、魎呼の服を切り裂さいた。

「きゃああああっ　魎呼さん！」

　美星が派は手でな悲ひ鳴めいを上げる。

「ちょっと、何すんのよ!?」

「阿重霞様っ、危のうございまするっ」

　阿あ座ざ化かと火か美み猛だけがすっ飛んで来て、阿重霞ごとブリッジの隅すみに空間移動した。

「青蘭！　剣を引きなさい。撃うつわよ！」

　清きよ音ねがプラスターを片手に割り込む。

「うるさいっ。俺の邪じや魔まをする奴やつはみんな叩たたっ切ってくれる!!」

「清音、危ないっ」

「きゃッ」

　プラスターが真っ二つになって転ころがった。

　辛うじて身を躱かわした清音がブーツの内側からナイフを引き抜く。

「青蘭、止やめてくれっ」

　天地はリングのことなど忘れて飛び出した。

「駄だ目めェー天地様！　リングが……」

　阿重霞の絶ぜつ叫きようがブリッジを貫つらぬく。

「魎呼っ。待て!!」

　ライト・ソードがクリスタルを切り払い、魎呼が飛びのいた。

「やだねっ。だからおめーはやなんだよ。宇宙には山ほど女がいるじゃんか。どうしてあたしにこだわるんだよ!?」

「お前に誓ちかいを立てたんだ。他の誰でもない。どうしても拒こばむというなら仕方がない、お前の命で償つぐなってもらおう」

「てめーはヤクザか!?」

　魎呼の姿が一瞬消えた、と思うと、次の瞬間にはバトル・スーツ姿に変わる。

　魎呼はオーラ・ブレードを構かまえ、青蘭を睨にらみつけた。

　その瞳ひとみが金色に切れ上がる。

「無茶苦茶言うなよなっ。海賊は止めたって言っただろうが？　せっかくフツーの女の子に戻って辺へん境きようの小さな星で幸せに暮らしてたってのに……」

　怪け訝げんな顔の青蘭を見つめながら、魎呼はオーラ・ブレードを引いて、急にイヤイヤをするように首を振ふった。

　金色の瞳ひとみが潤うるみ、涙が盛り上がる。

「宝石みたいな小さな青い惑わく星せいで、貧しいながらも慎つつましく暮らしてたのに、あたしが幸せになっちゃいけないの？　か弱い女がたったひとつ、つかんだ小さな幸せなのに、青蘭、それをあんたはぶち壊こわすのね!?」

　その場にいた全員がこけ、ブリッジに立っているのは目を潤うるませた魎呼一人になった。

「あのなあ……何だよ、貧しいって」

　天地が這はい起きた。

「誰が慎ましいですって!?」

　ブリッジの隅すみから阿重霞が唸うなる。

「魎呼さんてばぁ……」

「帰ろうか、美星」

　清音と美星が顔を見合わせ、頷うなずき合う。

「魎呼……俺をコケにして嬉うれしいか!?」

　青蘭が瀕ひん死しの形ぎよう相そうで立ち上がった。

　怒りのあまり、ライト・ソードを持つ手が震えている。

「もう許さない。死んでもらうっ」

　青い光条が魎呼を薙なぎ払い、続いてオーラ・ブレードとかち合った。

「青蘭、止めろってば！」

「うるさいうるさいうるさいっ。ここまで女にコケにされて黙ってられるか！　お前を殺して俺も死ぬんだっ。覚かく悟ごしろ!!」

　到とう底ていか弱いとは思えぬ顔で魎呼も言い返した。

「あたしに勝てると思ってんのか？　ケガしないうちに剣を引きな」

　天地は呆ぼう然ぜんと二人の果たし合いを見つめていた。

　ライト・ソードが光の残ざん像ぞうを残し、オーラ・ブレードが黄金の軌き跡せきを描く、妙にバーチャルな立ち回りだった。

　一体、俺は何なんだ？　という思いが心をよぎる。

　結局、このリングは何だったんだ？

　青蘭がブチ切れてしまったお陰かげで吹っ飛ばされずに済すんだのは幸いという他はないが、それでもこのまま見てていいものだろうか？

　嫌いやな予感に背せ筋すじが寒くなった。

　俺しかいない。

　この二人を止められるのは俺なんだ。

　だが俺が止めに入れば、青蘭はリングのことを思い出すに決まっている。

　それでも、このままどっちかが死んだり、魎りよう皇おう鬼きがスクラップになったりするよりましなんじゃないか!?

　天地！　逃げるんじゃない！

　心の奥で声がした。

　これは修行の旅じゃ。今逃げたらお前は一生そうやって逃げ続けることになるのじゃぞ。それでもいいのか!?

　じっちゃん……！

　天地は思わずぎゅっと目をつぶり、拳こぶしを握にぎり締しめた。

　だって、できないよ、

　俺に死ねって言うのか？

　と、その時、はっきりと苦痛の叫びが上がった。

　魎呼!?

　天地は無む我が夢む中ちゆうで跳はね起き、走った。

　魎呼はがっくりと膝ひざをつき、項うな垂だれている。

　こめかみを押さえた手は血に染まり、オーラ・ブレードは消えていた。

　まさか……。

　胸の奥に信じられない程ほどの怒りが沸わき起こってくる。

　死なないでくれ！

　だが、青蘭の方が早かった。

「魎呼!?」

　ライト・ソードがブリッジの床に落ち、光が消えた。

「魎呼……大丈夫か？」

「う……」

　青蘭は呆ぼう然ぜんとして膝ひざをつき、恐る恐る魎呼の手を退のけた。

　こめかみから頰ほおを走る傷きずは結構深いらしく、溢あふれ出す血が首筋を流れ落ちている。

「魎呼……！」

　青蘭は思わず溢れる血を拭ぬぐい、真っ青になって魎呼の肩をつかんだ。

「俺が悪かった。ついカッとなってしまったんだ。魎皇鬼！　魎呼を助けてくれ！」

　青蘭は発ほつ作さ的に魎呼を抱き締め、はらはらと涙をこぼした。

「愛しているんだ。一日だって忘れたことはなかった。七百年も人のこと待たせといて、やっと巡めぐり会えたその日にケンカして死んじまうこたぁないじゃないかっ。魎呼！　何とか言ってくれ！　バカヤローでも死んじまえでもいい。俺はこんなことをするためにお前を追って来たんじゃなかったのに……！」

　青蘭は動転のあまり死ぬかもしれない怪け我が人にんをがくがくと揺ゆさぶり、天地は余りの急展開について行けず、声をかけるのがやっとだった。

「青蘭!?」

「魎呼！　魎呼っ」

　何も耳に入ってないことは明らかだった。

「お前が死んだら俺も死んでやるからな！　化けて出てやる。いや、みんな道連れにしてやる。魎皇鬼も何とか姫も皇子もみんなだ。俺は本気だぜ。そうなってもいいんだな？」

　最も早はや心配しているのか脅きよう迫はくしているのか分からない状態であった。

「こいつってば……」

　ブリッジの隅すみから息を詰つめて見ていた阿重霞がぼそっと阿座化に漏もらした。

「……落差の激しい奴だったのね」

「……そのようでござるな」

　首が振れるものなら振っていただろう声で阿座化が同意した。

「誰かさんにそっくりでござる」

　だが、その洞どう察さつに感心したのは火美猛だけであった。

　次の瞬間、魎呼がこう怒ど鳴なったからである。

「うるせえなっ。そんなに喚わめかれたらよけい傷が痛むじゃないか！」

「り……魎呼!?」

「……おー、痛いてェ……誰か鏡持ってないか？」

　魎呼はこめかみを押さえながら立ち上がり、呆然と自分を見上げている青蘭に気づくと、腹立たしげに怒鳴りつけた。

「何ごちゃごちゃ言ってんだよ！　あたしの顔に傷つけやがったな！　チクショウ、倍にして返してやる！」

　魎呼は険けん悪あくな顔でクリスタルのひとつを覗のぞき込み、自分の顔にぎょっとしたようにブリッジを走り出て行ってしまった。

「魎呼!?」

　跳ね起きた青蘭はようやく天地の存在に気づき、足を止めた。

　ライト・ソードを拾い上げ、鞘さやに収める。

「あのー……」

「何だよ!?」

　さすがにバツが悪いのかぶっきらぼうに言い返され、天地は言葉に詰まってしまった。

　良かった。

　もっとひどいことになっても不思議じゃなかったんだ。

　胸の中に安あん堵どが広がっていく。
















　天地はほっとして息を吐はき出し、怒ったようにそっぽを向いている青蘭を窺うかがった。

「良かった……。俺、魎呼が死ぬんじゃないかと……あれ？」

　ブリッジがぐらりと揺ゆれた。

　天地はつんのめり、慌あわててしゃがみこんだ。

「どうした、皇子？」

「いや、大丈夫……ちょっとめまいが……」

「天地様、どうなさったの!?」

　阿重霞が走り寄って来る。

「いいんだ……何でもない。ただ俺……」

「血を見て気分が悪くなったのね？」

「いや。違うんだ。違うんだけど俺……なんて言うかその……安心したら急に腹減って……」

「まあ……！」

　阿重霞は思わず青蘭と顔を見合わせた。

「情けない奴だな」

「そんなこと言ったって俺、夜の宮殿からずーっと飲まず食わずで……」

「まああ、そうだったんですか」

　美星が驚おどろいたように両手を頰ほおに当てた。

「ちょっと待っててくださいね。私、魎呼さんに聞いてきますから」

　青蘭は溜ため息をついて天地の隣となりに座り込んだ。

「余計なことを思い出させるんじゃない」

「え？」

　天地が顔を上げる。

「俺もそういえば何にも食ってなかった」

「はああ……」

　天地はものを言う気力もなくなって、膝ひざを抱かかえ、目を閉じた。




　結局、天地と青蘭を飢うえ死にから救ったのは美星だった。

　六人分のカップラーメンにお湯を注ぎながら、美星はかいがいしく箸はしを配り、ブリッジの床に零こぼれたお湯を拭ふき、浮き浮きと時間を計り始めた。

「おなかすいてるでしょうけど、ちゃんと三分間待ってくださいね。あっ、熱いですから気をつけて」

　傷を洗い、シャワーを浴びてさっぱりした魎呼が、絆ばん創そう膏こうを貼はった顔でむっつりとカップラーメンを受け取った。

「うるせえなっ。てめーに言われなくたって、そんなこたぁ分かってるよ」

「魎呼さん、ほんと、大したことなくて良かったですね」

「…………」

　魎呼は美星のお気楽な顔を殺しかねない目付きで睨にらみつけた。

　それから暫しばらくの間は、静かなブリッジに麵めんを啜すする音だけが響いていた。

「ねえねえ、ちょっと聞いてもいいですか」

　美星が待ち切れなくなったように口火を切った。

「青蘭さんと魎呼さんって、恋人どうしだったんでしょ？　その頃ころの魎呼さんてどんな感じだったんですか？　この人ねー、ぜんぜっん話してくれないんですよぉ。私、初めて聞いてほんとにびっくりしちゃいました。やっぱり、今みたいにケンカしたりとかしてたんですかぁ？」

「美星！」

　清音が驚いて美星をつついた。

「ちょっと、今そんなこと……」

「あら、そんなことないですわ。天地様の前でハッキリした方がいいですわよね。そうじゃなくっちゃ、落ち着きませんわ。そうでしょ、魎呼さん？」

「うっ……」

　急にラーメンが異い物ぶつと化したらしい魎呼が喉のどを詰つまらせる。

「魎呼は宇宙一の女だった！」

　今までモノも言わずにラーメンに専せん念ねんしていた青蘭が誇ほこらしげに言い放った。

　カップを置き、口を拭ぬぐって、文句あるか、というように一同を見渡す。

「そして、今現在もだ！　俺は危うく真実を見損なうところだった。一時の怒りに我を忘れて、永遠に魎呼を失ってたかもしれなかったんだ。俺は神など信じていないが、今この瞬間から信じるよ。宇宙にしろしめす神は、真まことの愛をお守りくださった。俺は正しかったんだ！」

「あああ……」

　魎呼がげっそりしたように溜ため息をついた。

「……だからヤなんだ、こいつは」

　一人盛り上がっている青蘭をよそに、天地たちの間に白けたムードが漂ただよった。

「君たちを巻き込んでしまって申し訳なく思っている。だが、分かってほしい、全ては真の愛から発したことなんだ。どうか許してくれ」

　青蘭は一同の思おも惑わくにはお構いなく、真しん摯しな表情で頭を下げた。

「天地様のリングは外してくださるんでしょうね？」

　あっさり謝しや罪ざいされて調子の狂った阿重霞が眉まゆを寄せる。

「重大な海かい賊ぞく的行為ですわ！　ここが樹雷なら死罪に価あたいしますわよ」

「魎呼のためにも死ぬわけにはいかないんだ！」

　青蘭は即座に反はん駁ばくした。

「阿重霞姫。魎呼と結婚したらすぐにリングを外すことを約束しよう。皇子が手を出さない限り、リングは使わない。命に賭かけて誓ちかうよ」

「海賊の誓いなど……！」

　阿重霞は言いかけたが、急に天てん啓けいを得たごとく言葉を切った。

「考えてみれば無理もないわよねえ」

　阿重霞は素早く天地に目め配くばせを送った。

「最愛のひとに裏切られたと思ったんですもの、わたくしだって逆上するかもしれないわ。よろしい。誓いを認みとめます」

　阿重霞は皇女らしく鷹おう揚ように頷うなずいた。

「そうと決まれば一刻も早く誓いを果たしていただかなくてはなりません。樹雷皇家第一皇女であるこのわたくしと、法的機関の代理人としてギャラクシーポリスの美星一級刑事、清音一級刑事が立ち会いますわ。美星さん、光輪教のキャラバンに連絡を取ってみては如いか何がかしら？」

「あ……そうですよね。結婚するには式を挙あげてもらわなきゃならないものね」

　美星は無む邪じや気きに立ち上がり、アンシブルをかけに行った。

「なっ……」

　完全に度ど肝きもを抜かれた魎呼が喘あえいだ。

「何を勝手に……」

「何が勝手だとおっしゃいますの？」

　阿重霞は皇女の威い厳げんを最大限に利用して断だん固ことした口く調ちようで魎呼を遮さえぎった。

「あなたはそもそもの原因を作った張本人なんですわよ。あなたに発言する資格はありません。見なさい、一歩間違えばみんな宇宙の藻も屑くずになるところだったんですわ。それをこうして許して差し上げたうえに、祝福して送り出してあげようっていうのよ。これ以上何を言おうというの？」

「阿重霞てめえ……」

　魎呼は見事にしてやられたことを悟さとった。

　まことに愛の力とは恐ろしいものである。

　この宇宙にしろしめす愛の神は魎呼の裏切りを覚えていたのだ。

　そして今、阿重霞の頭に秘ひ策さくを授さずけ、舌の回転を滑なめらかにしたに違いなかった。

「天地様が死んでもよろしいの？」

　阿重霞がにっこり笑いながら、最後の通告を出した。

「…………」

　完かん敗ぱいであった。

　最も早はや喚わめき散らすか逆上するしか手は残されていなかったが、どちらをするにも青蘭という上うわ手てがいるのでは分が悪い。

　今度青蘭がブチ切れたら確実に死人が出るだろう。

　魎呼はその死人が自分だったかもしれないことを思い出してぞっとした。

「天地……」

　魎呼は絶望的な顔で天地を見た。

　短い間だったが楽しかったぜ。

　そんな見み栄えゼリフが口まで出かかった。

「良かったですわね、天地様」

　阿重霞が間かん髪はつを入れずに割って入った。

「こんなに望まれて結婚するんですもの、魎呼さんは本当に幸せ者ですわ。おめでとうって言ってあげなさいな。ね？」

「魎呼……」

　天地は何を言っていいのか分からなかった。

　なぜこんなに急に事態が進んでしまったのか、それも考えるのを避けていた方向……魎呼が青蘭と結婚するという結末に向かって鮮あざやかに収しゆう斂れんしていく。

　天地は魎呼の訴うつたえるような顔を見、青蘭の不屈の闘とう志しを秘めた顔を見た。

　青蘭の目はこう言っているようだった。

　皇子、お前に何が言える？

　お前は本当に魎呼を幸せにできるのか、と。

「……魎呼」

　天地は魎呼の顔が見られなかった。

　言うべき言葉はたったひとつしかなかった。

　それは別れの言葉だった。

「……幸せにな」

「みんな勝手なこといいやがって！」

　その途と端たん、魎呼がぱっと立ち上がった。

　握にぎり締しめた拳こぶしが震ふるえている。

「あたしの気持ちなんて誰も聞いてくれないじゃないか。こいつと結婚するぐらいなら死んでやる！　魎皇鬼ごとギャラクシーポリスに突っ込んでやる！　あたしをバカにすんなよ。あたしは七つの海の恐怖だったんだ。誰が結婚なんか……」

　青蘭が立ち上がり、魎呼の肩をつかんだ。

「死ぬなんて言うな！」

　真剣そのものだった。

　その指が傷きず痕あとをそっとなぞる。

「済すまなかった。もう二度と傷つけないと誓ちかうよ」

「青蘭……？」

　鮮あざやかな群ぐん青じよう色の瞳ひとみが魎呼をまっすぐ見下ろしていた。

　不ふ意いに昔の思い出が蘇よみがえってきた。

　湿しつ原げんに立ち、砂色の髪を風に嬲なぶらせていた青蘭。

　翼つばさのある、鳥のような原生動物を低い口笛で呼んでいた青蘭。

　知的生物など何もいない、資源価値もない惑わく星せいで、ナンバーが記しるされているだけの星だった。

　他には誰もいなかった。

　夜になると満天の星が天てん蓋がいを作り、ブリッジは星明かりでいっぱいになった。

　あんまり奇き麗れいで怖こわくなったんだ。

　いつも見慣れてるはずの空なのに。

　怖いなんて思ったのはそれが初めてだった。

　あたしは青蘭の手をつかみ、その胸に思わず顔を伏ふせてしまった。

　青蘭の髪は水の匂においがした。

　一面の水と、緑の闇やみと星明かりに囲まれて、あたしたちは目を閉じ、互いの温ぬくもりと肌の感触だけを最後の晩ばん餐さんのように味わっていた。

　あんな不思議な気分になったのはそれっきりだった……。

「魎呼」

　青蘭の声に呼び戻もどされた。

「改めて言うよ。俺と結婚してくれ」

「青蘭……」

　嫌いやだ、そう叫ぼうとしたが何かが喉のどを詰つまらせてしまった。

　魎呼の目に涙が浮かび、頰ほおを流れ落ちた。

　くそ、こんな時に泣くなんて！

　自分の心を裏切った涙を呪のろい、唇を嚙かんだが、涙は壊れた蛇じや口ぐちのように溢あふれ出し、止まらなかった。

「奇麗だよ、魎呼」

　青蘭は魎呼を抱き締め、そっと涙を拭ぬぐった。

　天地は何だか辛つらくなってきてそっと顔を背そむけた。

　今食べたばかりなのに、急に胃が空っぽになってしまったような気分だった。




「こんな常識はずれの結婚式はアレ以来じゃな」

　異星人の司祭がぶつぶつと副司祭に愚ぐ痴ちをこぼしている。

　光輪教の布教キャラバンが魎皇鬼と並ぶように停てい泊はくし、ブリッジにはキャラバンの礼拝堂からかき集めてきたと思われる祭さい壇だんや、白いリボンや、大きな垂たれ幕などがセッティングされていた。

「それで？　花嫁と花はな婿むこはどこなのかね？」

「あのー、どっか行っちゃったんですぅ。きっと着き替がえてるんだと思いますけど」

　美星が……大混乱のあげくキャラバンとコンタクトを取り、ウェディング・ドレスを調達し、信じられないことに料金の交こう渉しようまでこなした……進行表のメモから顔を上げた。

「私、こんなこと初めてなんですぅ」

「そりゃ、初めてだろうがね」

　生きた水晶のように見える珪けい素そ系の異星人は眉まゆを寄せ、副司祭に向かって何事か呟つぶやいた。

「まあ、別にそう難むずかしいことじゃありませんよ」

　白いローブの若い副司祭は言った。

「進行なんかはみんなうちの方でやりますから。ただね、さっきちらっと見ましたけど、花嫁さん、絆ばん創そう膏こうなんか貼はって、だいぶナーバスになってるみたいですね。花婿さんの方はやたら張り切ってましたけど」

　副司祭は声を落とした。

「ほんとに結婚したいんですか？　私がまだ聖歌隊だった頃、こんなことがあったんですよ。やっぱり花婿さんと周まわりの人間がやたら張り切ってましてね、花嫁さんは一言も口きかないんですよ。それで聖歌詠えい唱しよう、説教ときましてね、宣せん誓せいとなったところでいきなり花嫁さんがドレスの下からレーザーライフルを取り出したんです。なんと復ふく讐しゆうのために式を挙あげたんですね。そりゃあもう大変、花婿さんはぶっ倒れるわ、料金は踏ふみ倒されるわ、花嫁さんは艦かん載さい機きに乗って参列者の男と逃げちゃうわ、後あと始し末まつが大変でしたよ」

　耳をそばだてていた阿重霞と清音は顔を見合わせた。

「いーえ、そんなことありませんとも！」

　阿重霞の声が裏返った。

「二人はそりゃあ愛し合っているんですわ。そりゃ魎呼はちょっと神経いら立ってるかもしれませんけど、もう諦あきらめがついた頃……」

　清音に思いきり足を蹴け飛とばされ、阿重霞は思わず語ご尾びをのみ込んだ。

「いいですか。我々光輪教の誓いにならった者は離婚できないんですよ。天てん罰ばつが下くだりますよ。それでもいいんですね？」

　副司祭が疑わしそうに二人を見比べた。

「あっ、来たわ！」

　美星のほっとした声に思わず阿重霞が立ち上がった。

　青蘭はマントを翻ひるがえし、威い風ふう堂どう々どうと祭壇の前まで来て振ふり返った。

　魎呼は青白く見える程ほど純白のドレスを着て、天地の腕に縋すがるようにゆっくりとヴァージン・ロードを歩いて来る。

　その襟えり元もとにはネプチューンの涙がきらめいていた。

　げっそりした顔の天地は魎呼のドレスを踏んづけそうになり、魎呼は青ざめた上に強こわばって、ちょうど死後硬こう直ちよくのきたところを掘り起こされた死体のようだった。

「まあ、魎呼さん……奇き麗れいよね？」

　美星があやふやな調子で呟つぶやいた。

「ほんと……見違えるようだわ」

　阿重霞が負けず劣おとらず調子の狂った声で言い添そえる。

　光輪教の聖歌だけが高らかに響ひびき、司祭は目の前に並んだ二人を見下ろした。

「あー……宇そ宙らを逝ゆく者たちよ」

　できるものならこんなことは早く済すませて、自分の天てん蓋がいつきのベッドに戻もどりたいというような声だった。

「教典に手を置きなさい」

　青蘭が柔やわらかな光を放つページに手を置き、魎呼を促うながした。

「よろしいか？　では……闇やみより生まれいでし子らよ。その魂たましいの導きに因よりて出会いし運命よ。今ここに、過ぎし方かたに、見えざる彼方かなたに、永と遠わを誓ちかうか？」

「誓います」

　青蘭のはっきりした声が答えた。

「誓うよ」

　ぶっきらぼうな声が言い添える。

　司祭は眉まゆを上げたが、二人を神の手に任まかせることに決め、残りの行こう程ていを急いだ。

「宣誓は成された。ではリングの交こう換かんを……異い例れいの交換だが」

　青蘭は鋭するどい目で天地を見、何事か呟いた。

　小さな音と共に継つぎ目のないリングが割れる。

　青蘭は天地の左手首からリングを取り、魎呼の右手首に嵌はめた。

　再び継ぎ目が魔法のように消え、手首にきっちりと収おさまった。

　司祭はほっとしたように早口になった。

「よろしい。愛は虚こ空くうを照らす光なり。光、すなわち不ふ滅めつの真理なり。闇やみより生まれいでし光よ、ここに出会い、そしてひとつになる」

　青蘭が初めて微笑ほほえんだ。

「魎呼！」

　手を取って引き寄せようとする。
















　その時だった。

「ゴメンな、青蘭!!」

　高らかな声と共に魎呼が身を翻ひるがえし、天地の手を取った。

　次の瞬間、二人の姿がブリッジから跡あと形かたもなく消え失うせた。

　リングがブリッジの床に落ち、澄すんだ音を立てる。

「魎呼!?」

「天地様!!」

　同時に叫びが上がった。

　阿重霞は無我夢中で祭壇に突進して、心臓が止まってしまったかのような青蘭を突き飛ばし、初めて手品を見た子どものようにきょろきょろと辺あたりを見回した。

　次いで、紙のように白くなった。

「阿重霞さんっ」

　清音のダッシュは間かん一いつ髪ぱつ、間まに合わなかった。

　阿重霞は棒ぼうのように倒れ、美星は思わずぎゅっと目を閉じてしまった。

「一体何が起こったのだ!?」

　司祭は祭壇に爪つめを立ててしがみついていたが、その目が飛び出しそうになったのを見て、副司祭が飛んで来た。

「みゃあああああん!!」

　耳をつんざくような悲ひ痛つうな鳴き声が響き渡った。

　クリスタルが生き返ったように旋せん回かいし、視界がブレる。

「魎……皇……鬼!?」

　美星は目を開いた。

　世界が回り、阿座化と火美猛が傾きながら滑すべり落ちていくところだった。







　第七章　そのころ砂沙美と鷲羽は……







　そのころ砂さ沙さ美みと鷲羽わしゆうは、巨大なドーナツ形のコンビニ・ステーションに停てい泊はくし、今までの退たい屈くつを返上するかのように遊びまくっていた。

　シャトルでは雪ゆき之の丞じようが留守番兼連れん絡らく係を買って出て、不眠不休で美み星ほしの連絡を待っていた。

　コンビニ・ステーションは通つう称しようであって、決してそこらで見かけるような、地下茎けいで繫つながっていて一晩で生えてくるという開あいててよかった式の店ではない。

　が、コンセプトはそう違わないかもしれない。

　主要航こう路ろに沿って点在するそのステーションには、宇宙旅行に必要なものから必要でないものまで、実に様々なものが揃そろっていた。

　飲食店は元より、食料品、衣料品、日用雑貨の類たぐいから補修用のパーツ類、ゲームセンターなど、ちょっとした総合サーヴィス・ステーションの機能も併あわせ持っている。

　砂沙美と鷲羽は、広大なステーションの隅すみ々ずみを見て回り、何に使うのか見当もつかないようなスプレー缶やとても食べられるとは思えないパック入りのスナックなどを見つけては、大笑いしていたのであった。

　そしてこんな宇宙の真ん中にも、もし我々地球人が訪れたとして、必ずほっと一息つけるような店があった。

　地球上においては胞ほう子しで増え続け、世界中の食生活を均一化してしまうのではないかといわれているファースト・フード・ショップである。

　砂沙美と鷲羽がその店に入ったとたん、間かん髪はつを入れず「いらっしゃいませ！」という、共通語の挨あい拶さつが聞こえてきた。

「何になさいますか」

　砂沙美は店内を見回し、カウンターのメニュー表を眺ながめ、これとこれ、と指さした。

「ハンバーガーにシェイクですね」という答えが返ってきた。

「ご一緒にポテトはいかがですか」

「あー、ポテトはいらないわ。コーヒーとアップルパイもね」

　鷲羽が後を引き取り、私は宇宙一幸せなロボットです、というようににこにこしている接客係を見回した。

「お支払いはカードになさいますか、リアル・マネーになさいますか」

　接客ロボットはにこにこしながらトレーを押しやり、鷲羽はギャラクシーポリスのマークが入ったカードを差し出した。

「これでお願い」

　ロボットはにこにこしながらそれを受け取り、レジに差し込んだ。

「結構です」

　カードを返し、上体を四十五度に倒す。

「ありがとうございました。ごゆっくりどうぞ」

「余計なことかもしれないけどね」

　鷲羽が重くなったトレーを持ち上げながら言う。

「あんた、ネジが一個外れてるわよ」

　ロボットはにこにこしながらカウンターを見回し、転ころがっていたネジをつまみ上げると首の付け根にはめ込んだ。

「これはご親切にどうも。よく外れるんです」

　ロボットは愛あい想そうよく手を振り、二人を見送った。

　赤と白のチェッカーになっているフロアーを横切りながら、鷲羽は感かん慨がい深げに店内を見回した。
















「私が学生だった頃ころと比べて随ずい分ぶんきれいになったわね」

　砂沙美と鷲羽は空いている席に落ち着いて、食べ始めた。

　鷲羽は遠い目をしてコーヒーを啜すすり、砂沙美は礼儀上、学生時代の話を聞いた方がいいのか、聞かない方がいいのか決めかねたまま、様々な星系人たちのざわめいている客席を眺ながめていた。

「地球のお店とあんまし変わんないね」

「そうね、ヒューマノイドが多いしね」

　鷲羽は思い出話をするつもりはないらしく、あっさりと答えた。

「天てん地ち兄ちゃんたち、どうしたんだろう？」

　砂沙美がちょっと沈んだ様子でストローをくわえる。

「ねえねえ、まだ何にも連絡とかないよね」

「連絡が入れば、雪之丞が転送してくれるはずだわ」

　鷲羽は片方だけつけたイヤリングを指で揺ゆらした。

　同じものが砂沙美の耳にも揺れている。

　実を言えば、砂沙美は寂さびしくてしょうがないのだった。

　確かに、鷲羽は親切にしてくれるし、雪之丞は下へ手たな冗談まで言って砂沙美の気持ちを引き立てようとしてくれた。

　だがあの時、問答無用に置き去りにされたという事実は否定しようがない。

「鷲羽ちゃん、私、何かあったかいものが飲みたい。ココアがいいな」

　砂沙美は心の隙すき間ま風かぜを熱く甘い飲み物で埋うめようと思った。

「うん？　ココア？　買ってきてやるよ」

「あっ、いいの。私、自分で買ってくるから」

　鷲羽を押し止とどめ、ギャラクシーポリスのカードを受け取る。

「ところで、これ勝手に使っていいの？　美星さんのでしょ？」

「いいんじゃない？　置いてった人が悪いのよ。どんどん使っちゃいな。きっと必要経費で落ちるわよ」

　砂沙美は、何がどう落ちるかさっぱり分からなかったが、後でお姉さまから返してもらおうと決め、カウンターに向かった。

　その時だった。

　不意に入り口からマスクにサングラスといういで立ちの二人組が飛び込んで来た。

「手を上げろ!!」

　ヒートガンらしき大振りの銃じゆうを手にしている。

　耳の尖とがった背の高い方の男が、レジの女に銃を突きつけると、もう一人のがっしりした男が客席に銃を向けた。

「動くなっ」

　オレンジ色の射線が客たちの頭上を薙なぐと、あちこちで派は手でな悲鳴が上がった。

「このバッグに金を詰つめるんだ。早くしろ！」

「えっっ……ど、どうしよう……」

　店内の客という客がべったり床に伏せたり、テーブルの下に潜もぐり込んだりしている中、砂沙美はカウンターの前に取り残されてしまったのである。

「わ、鷲羽ちゃあん……」

　その声に、耳の尖った男が振り向いた。

「なんだっ、このガキ？」

　いきなり砂沙美の首筋を摑つかみ、抱かかえ込む。

「きゃああっ」

「早くしろっ。この子がどうなってもいいのかっ」

　耳の尖った男は砂沙美を羽は交がい締じめにしたままバッグをひったくると、相棒の方に放った。

「砂沙美ちゃん！」

　テーブルの下から飛び出そうとした鷲羽のぎりぎり横をヒートガンの射線が掠かすめる。

「動くなって言っただろうがっ」

「この子の命がなくなるぜっ」

　二人組の強ごう盗とうは油断なく銃を構かまえたままじりじりと後ずさり、さっと踵きびすを返すと入り口の方へ駆かけ出した。

　はずだった。

「わっ!?」

「クリス!?」

　クリスと呼ばれた耳の尖とがった男が、靴くつを履はいた金属の棒のようなものに躓つまずいて、頭から床に突っ込んだ。

　もう一人の男も倒れた相棒に蹴け躓つまずいてその上に倒れ込んだ。

「お客様、店内で強盗ごっこは困ります」

　金属光こう沢たくのある手が伸びて、二人組のヒートガンを素早く取り上げた。

　カウンターにいたロボットである。

　ロボットは、手慣れた様子で強盗の膝ひざと首くび筋すじを押さえつけた。

「刑事さん、後はお任まかせします」

　飛び出して来た鷲羽に目め配くばせする。

「わ、私？」

　しまった。美星のカードを使ったもんで、刑事だと思われてるんだ。

「鷲羽ちゃん!!」

　床にへたり込んでいた砂沙美が泣き出しそうな顔で駆け寄って来る。

「ごめん、砂沙美ちゃん」

　鷲羽は砂沙美を抱き締め、小声でロボットに囁ささやいた。

「私、今休暇中なの。出来ればそっちで片付けてほしいんだけど」

　ロボットは首を傾かしげたが、返事の代わりに二人組の襟えり首くびを摑つかみ、クレーンのように吊つるし上げた。

「く、苦しい。首が取れちまうよ」

　耳の尖った方が泣き声を出した。

　どうやら抵抗する気力も失うせたようだ。

　所しよ詮せん、ケチなコンビニ強盗なのだろう。

　ロボットは二人組を降ろした。

「苦情は警備室の方で承うけたまわります。さあ、前へどうぞ」

「強盗どもはどこだ!?」

　その時になって、やっと制服の警備員が駆けつけて来た。

　ロボットは、警備員たちに二人組を渡し、ついでにヒートガンも渡し、やれやれというように両手をはたいた。

「お客様、大変ご迷惑をかけました。もう大丈夫です。コーヒーの無料サーヴィスを致しますのでどうぞごゆっくりなさってください」

　ロボットは役者のように両手を広げ、にっこり笑った。

　が、その頃にはもう、殆ほとんどの客が帰り支じ度たくを始めていた。

　ロボットは肩を竦すくめ、カウンターの方に戻もどろうとした。

「ありがとう、助かったわ」

　鷲羽がその背に声を掛けた。

「あの……ほんとにありがとう」

　砂沙美もおずおずとつけ加える。

　ロボットは振り向いた。

「お嬢さん、怖こわかったでしょう。良かったらココアを差し上げますよ」

　砂沙美の頭に軽く手を置くと、ロボットは足早にカウンターの奥に入り、湯気の立つカップを二つ載のせたトレーを持って出て来た。

「あの……」

「私はジョージと申します。どうぞお掛けになってください」

　砂沙美は、自分を助けてくれたロボットの顔を初めてじっくり見直した。

　身長は１９０センチぐらい、均きん整せいの取れたボディにショップの赤白ストライプの制服を着こなし、体表面は美しい金属光沢がある。

　顔は、単純化された各パーツで出来ていたが、表情パターンはかなりのヴァリエーションがあるらしい。

　不自然な感じはなかった。

「私、砂沙美よ。あなた、ロボットなの？　アンドロイド？」

　ロボット……ジョージは礼儀正しくテーブルの脇わきに立ったまま、存じております、というように頷うなずいた。

「先程お聞きしました。砂沙美ちゃんに鷲羽さん、ですね。私は、フリーター・ロボットです」

　砂沙美が首を傾かしげたので、ジョージは付け加えた。

「契約が切れた後、アルバイトを続けながら宇宙を渡り歩く者たちのことを、こう呼んでいるのです。この頃結構多いんですよ。戦争もありませんしね」

　ジョージは鷲羽の方に向き直り、首の脇わきから小さなネジを引っ張り出した。

「先程、このネジにお気づきになりましたね。あなたは注意深い、大変誠実な方とお見受けします。私をお雇やといになる気はありませんか？」

　鷲羽は唐とう突とつな申し出に驚おどろいて思わず目を見開いた。

「あなた、いつもそうやって雇い主を物色してるわけ？」

　ジョージはにっこり笑って元のようにネジをはめ込んだ。

「そんなことはありませんよ。これは、良い出会いを作り出す方法の一つなのです。私は結構高級なロボットなんですよ。妥だ当とうな料金でボディガードも出来ますし、こちらのお嬢様のお話相手も出来ます。三原則に反さない仕事なら基本的に何でもこなします。私は、個人用の汎はん用ようロボットとして、充分に個性と性能を発はつ揮きできるように作られたのです。お望みなら後のち程ほど経歴をお聞かせしましょう」

　鷲羽は、自分が双そう蛇じやの中で眠っていた間に、ずいぶん世の中が変わってしまったことに気づいた。

　フリーター・ロボット！

　じゃあ、しばらく見ないうちに、仕事にあぶれたアンドロイドだの、野生化したロボットだの、ヒッチハイカーだのが宇宙を渡り歩いているんだわ。

　鷲羽は科学者らしい鋭するどい目でじっとジョージを見ていたが、不意に、このしたたかなロボットに興味が湧わいた。

　こいつは役に立ちそうだ、という直感である。

「いいわ。あなたを雇います。でも今すぐにというわけにはいかないでしょ？」

「今私は、アクシデントに遭あわれたお客様のケアという形でお話ししているわけですが」

　ジョージは言った。

「そういうことでしたら、店長と話をつけて参ります。きっと今期の給料はなしですね」

　ジョージは落ち着いた足取りでカウンターの奥の扉とびらに消えた。

「ねえねえ、あの人、雇うの？」

　ジョージの姿が見えなくなった途端、砂沙美が身を乗り出した。

「なんか、すごい頭良さそうだね。砂沙美、あんなロボットって見たことないよ。大人みたい！」

　砂沙美の目は興奮できらきら輝かがやき、先程のショックはすっかり忘れたようだ。

　鷲羽は、不可抗力とはいえ、砂沙美をあんな目に遭あわせてしまったことに少なからず良心の呵か責しやくを感じていたので、ほっとした。

　美星のカードがあれば料金ぐらいどうとでもなるだろう。

「そう。天地兄ちゃんや勝手に出てった魎りよう呼こたちと合流するのはいつになるか分かんないしさ、行く先々、こんな目に遭わないとも言い切れないしね。あいにく私は活劇向きじゃないし、かと言って雪之丞に頼たよるわけにもいかないのよ。そりゃ、頼めばやってくれるかもしれないわ。対宇宙船用の全兵装を使ってコンビニ強盗退たい治じとかね」

　鷲羽は言わなかったが、ジョージを雇おうと決めたのは砂沙美の相手にと考えたからであった。

　砂沙美はなんといってもまだ九歳なのである。

　本来なら樹じゆ雷らい皇家の皇女として、いや未成年者として、しかるべき庇ひ護ごのもとに落ち着いた生活を送るべきなのだ。

　柾まさ木き家には遥よう照しようと信のぶ幸ゆきがおり、曲がりなりにも家庭の生活があった。

　ところが一旦宇宙に出た途端にこれである。

　年頃の姉たちの衝しよう動どう的な行動に振り回されたあげく、置き去りにされたのである。

　いくら砂沙美がしっかり者だからといって、余りにも無責任ではないか。

　それも、天地兄ちゃんや阿あ重え霞かお姉さまや、ミホキヨお姉さんが心配でついて来たというのに。

「……んとにもう、ガキどもが！」

　自分も魎呼という娘を放ったらかしに育てた事実を棚たな上あげにして、鷲羽は毒づいた。

「え!?」

　砂沙美の目が丸くなる。

「違うの、こっちの話」

　鷲羽は笑いながら手を振ってごまかした。

「そう……」

　砂沙美は、カップに半分ほど残ったまま冷たくなったココアに目を落とした。

「鷲羽ちゃん、私……」

　瞳ひとみが陰る。

「怖こわかった。ううん、鷲羽ちゃんのせいじゃないの。ごめんね。思ったんだけど、私……やっぱり来ない方が良かったんじゃないかな。だって、何の役にも立たないんだもん……」

「そんなことないって」

　反射的に鷲羽は答えたが、砂沙美は首を横に振った。

「ううん、砂沙美は何にも出来ないんだもん。お姉さまみたいに強くなれないんだもん」

　水色の髪が揺ゆれた。

「魎ちゃんに会いたい。天地兄ちゃんに会いたい。もう、砂沙美のことなんか忘れちゃったかなあ」

「砂沙美ちゃん！」

　鷲羽は言葉に詰つまってしまった。

　仕方なく手を伸ばして、砂沙美の艶つややかな髪を撫なでる。

「お姉さまたちって、ああいう性格だからね。砂沙美ちゃんが落ち込むことないんだってば。ね、砂沙美ちゃんがいなかったら、柾木家はどうなってたと思う？　今頃みんな路頭に迷まよってるよ。前から言ってるじゃない。一番しっかりしてるのは砂沙美ちゃんだねって。大丈夫。何にも心配しなくていいんだよ。鷲羽ちゃんが何でもやってあげる。私は宇宙一の天才なんだから」

　砂沙美はきっと顔を上げた。

「鷲羽ちゃんもなの？　みんな、おんなじこと言うんだよ。砂沙美はしっかりしてるね、働き者だねって。でも私、みんなのおかあさんじゃないんだよ。砂沙美、もうごはん作んない！　お洗濯もお掃そう除じもやんない！　お姉さまたちみたいに遊ぶんだ。ううん、すっごいいっぱいお勉強して、鷲羽ちゃんみたいな天才科学者になる！」

「え!?」

「それでね、樹雷皇家を継ついで天地兄ちゃんと結婚するの！」

「ええ!?」

「その頃には砂沙美だって、そばかすだらけのおちびじゃなくって、胸だって魎呼お姉ちゃんぐらいバーンとあって、清きよ音ねお姉ちゃんみたいにハイヒールの似合う美人になってるんだから！」

「こらこら……」

　だが砂沙美の目は真剣で、わずか九歳とはいえ、小さな体に誇ほこりと皇女の意地を漲みなぎらせている。

　さすがに阿重霞の妹だけのことはあった。

　そうよ、砂沙美ちゃん。全宇宙の愛と平和と未来は君のものよ！

　鷲羽が思わず拍手しようとした時だった。




　ぱちぱちぱち……




　上から本当に拍手が降ってきた。

「ジョージ！」

　いつの間に戻もどって来たのか、柔やわらかな茶のスーツに着替えたジョージがにこにこして砂沙美を見下ろしている。

「あっ、ジョージさん……聞いてたの？」

　砂沙美がさすがに頰ほおを染めた。

「ジョージとお呼びになってくださって結構ですよ」

　銀色のロボット……ジョージは身を屈かがめ、砂沙美の手を取った。

「よろしく、砂沙美姫。それでは、この可愛かわいいお嬢さんは、樹雷皇家の姫君だったんですね。強盗どもが知らなくて幸いでした」

　小声で囁ささやきながら砂沙美の手にきらきら光るものを載のせる。

　銀の鎖くさりがついたペンダントだった。

「わあ……」

　砂沙美が鎖をつまみ上げると、素そ粒りゆう子しモデルを象かたどったペンダント・ヘッドがきらきらと回転した。

「お近づきのしるしです」

　ジョージは鷲羽の方にＩＤカードを差し出した。

「私の経歴はそこに記されております。サーヴィス・カウンターでご覧になってください」

　鷲羽は虹にじ色いろのＩＤカードをしげしげと見ていたが、そのままジョージの手に返した。

「後でいいわ。とにかく船にいらっしゃい。そこでお話ししましょう」

「そうですか。では」

　ジョージはトレーを下げに行き、戻って来ると砂沙美たちの荷物や買い物の袋を持って、先に店を出て行った。

「あ、いいのに。砂沙美が持つから」

　鷲羽と砂沙美はジョージの後を追って店を出て行き、黒いボディスーツを着た女が砂沙美の後ろ姿に鋭するどい視線を向けたのには気づかなかった。




　停てい泊はくポートのカウンターは、何かトラブルがあったらしく混み合っていた。

　鷲羽は異星人たちの間に並んでいらいらと順番を待っており、砂沙美は手持ち無ぶ沙さ汰たにソファに座すわり、広いフロアーを見回していた。

「まだかなあ」

　砂沙美は、自分は座らずに控ひかえているジョージを見上げ、ふとペンダントのことを思い出してポケットを探さぐった。

「あれ？」

　確かに入れたと思ったのに。

　砂沙美は別のポケットを探り、バッグの中を覗のぞき……ティッシュとハンカチとキャンディしか入っていなかった……青くなって跳とび上がった。

「いっけない！　あそこのテーブルに置いてきちゃったんだ。ちょっと待っててね。取って来るから！」

「何ですか？」

　ジョージがすぐ声をかけた。

「あのきれいなペンダント。お店に忘れてきちゃったの」

「私が探してきますよ」

　砂沙美は振ふり返ったが、首を振った。

「ううん。すぐ戻って来るから。それに、誰だれか荷物番してなきゃならないでしょ？」

　ジョージが止める間もなく砂沙美は走っていってしまい、一旦荷物を持ち上げたジョージは、どうしたものかと一瞬躊ちゆう躇ちよした。

　行くべきだ。

　そう判断した時、鷲羽の呼ぶ声がした。

「ジョージ。ちょっと来てくれる？」

　こちらはこちらで切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

　ジョージが仕方なく荷物を持ったまま列の方へ行くと、鷲羽が手招きして早口で囁ささやいた。

「悪いんだけど、私ちょっとトイレに行きたいのよ。代わりに並んでてくれない？　順番が来たら料金払って受け取りを貰もらってくれればいいから」

　鷲羽はそれだけ言うと、さっさと列を離れ、下りのエレベーターを降りて行ってしまった。

　残念だが並んでいるより仕方がない。

　ジョージは現在自分に出来ることはここで順番を待つことだ、と判断し、持ちやすいように荷物をまとめ直した。

　砂沙美がファースト・フード・ショップにやって来た時には、テーブルには別の客が座っていた。

　顔じゅう青い鱗うろこで覆おおわれた異星人のカップルである。

　砂沙美はちょっと怯ひるんだが、礼儀正しく共通語で話しかけた。

「あの、お邪じや魔まして申し訳ありません。ここに小さなペンダントが落ちていませんでしたか？」

　異星人のカップルは同時に砂沙美の方を向き、同時にテーブルの下を見た。

「いいえ。私たちが来た時には何もなかったわ」

「カウンターに聞いてみたかい？」

　砂沙美は礼を言ってカウンターに駆かけ寄ると、レジの女店員に尋たずねた。

　そういうお届けものは届いておりませんが、という返事だった。

　砂沙美はがっかりして店を出たが、諦あきらめ切れずに振り返った。

　きっと誰かが持ってっちゃったんだわ。

　あんなきれいなペンダントなんだもの。

「何かお困り、お嬢ちゃん？」

　柔やわらかなアルトの声がした。

　砂沙美がびっくりして向き直ると、黒いジャンプスーツに身を包んだブロンドの美人が立っていた。

「あの……」

　砂沙美は何だか気け圧おされて小さな声で呟つぶやいた。

「ペンダントをなくしちゃったの。プレゼントで、とっても大切なものなの」

　ブロンドの女は心配そうに眉まゆを寄せた。

「どんなペンダントなの？　そういう忘れ物や落とし物はサーヴィス・カウンターに届いてるかもしれないわ。お姉さんが一いつ緒しよに行ってあげようか？」

　見知らぬ女である。

　先程物ぶつ騒そうな目に遭あったばかりなのだから、待ち構えていたように声をかけてくる人間など、丁てい重ちように礼を言って断るのが正解なのだ。

　だが砂沙美の頭にはあのきれいなペンダントのことしかなかった。

「こっちよ」

　女は砂沙美の手を取って大おお股またに歩き出し、砂沙美は遅おくれないように小走りについて行くしかなかった。

　様々なショップの並ぶ通路の人込みを搔かき分けるように歩いて行くうち、砂沙美は方向が分からなくなってしまった。

「お姉さん」

「なあに？」

「サーヴィス・カウンターって、遠いの？　私、すぐ戻もどるからって言ってきちゃったんだ」

　女はにっこり笑い……大たい抵ていの男が骨抜きになってしまうような笑顔である……首を振った。

「もうすぐよ」

「もうすぐって、あとどのくらいかな」

　砂沙美は辺りを見回し、停泊ポートのカウンターに並んでいるはずの後ろ頭を見つけて思わず声を上げた。

「鷲羽ちゃん!!」

　パーツ・ショップに寄り道していた鷲羽がぎょっとして振り向いた。

「砂沙美ちゃん!?　どうしたの？　その人は？」

　ちっ、という舌打ちが聞こえた、と思った時には、砂沙美はあっという間に両脇を抱えられ、ブロンドの女と一緒に走っていた。

「ちょっと、離して！　ケーサツ呼ぶ……」

　女の手が口を塞ふさぎ、赤いハイヒールがスタッフ・オンリーと書かれたドアを蹴けり開けた。

　そのまま中に飛び込むと、肘ひじで搬はん送そう用シュートのスイッチを入れる。

「しっかりつかまってな！」

　追って来た鷲羽の目の前で、黒々としたシュートが口を開け、女のブロンドと砂沙美の水色の髪が消えた。

「砂沙美ちゃん!!」

　高速シュートらしい。

　二人の姿はもう影も形もなかった。

「……ちくしょう……」

　宇宙一の天才科学者もさすがにどうすることも出来ない。

　鷲羽は踵きびすを返すと、倉庫を走り出た。

　ステーションの見取り図を見ておくべきだった。

　鷲羽の表情が険けわしくなった。

　あの女はプロだ。

　私たちの話を盗ぬすみ聞きし、誘ゆう拐かいする機会を狙ねらっていたに違いない。

　鷲羽は上りエレベーターを駆け上がりながら素早く頭を巡めぐらせた。

　とにかくこのステーションから出してはならない。

　警報を出し、ポートを閉へい鎖ささせなくては。

　と、不意に耳元で涼すずしげな音が鳴った。

　アンシブル通信の受信音だ。

　鷲羽がイヤリングに指を触ふれると、いきなり美星の声が飛び込んできた。

「こちら美星。雪之丞、聞こえる？　すぐに助けに来て。大変なの！　魎りよう皇おう鬼きが私たちを放り出して、どっか行っちゃったのよぉ!!」

「えッ!?　何だって!?」

　鷲羽は思わず怒ど鳴なり返した。

「こっちはそれどころじゃないのよ！　通信してくるってことは、通信出来るところにいるんでしょ？　後にしてよ!!」

「鷲羽さん？」

　鷲羽はスイッチをオフにして美星のたまげた声を追い出し、もたもた歩いていた前の客を突き飛ばしてフロアーに滑すべり込んだ。







　第八章　お嬢さんは!?







「お嬢じようさんは!?」

　手続きを済すませ、カウンターの側そばで待っていたジョージが血けつ相そう変えた鷲羽わしゆうの顔を見て飛んで来た。

「連つれが誘ゆう拐かいされたの！　女の子よ！　すぐステーションを閉へい鎖さして!!」

　鷲羽はカウンターの受付に向かって叫び、ついでに客を押しのけて受付嬢を仰ぎよう天てんさせた。

「早く！　誘拐犯は搬はん送そう用シュートに飛び込んだわ。ステーションの見取り図を出して！」

「ギャラクシーポリスに連れん絡らくを……」

　受付嬢は浮うき足あし立だった。

「いいから見取り図を出してよ！」

　鷲羽の見けん幕まくに驚おどろいて、受付嬢はパネルを操そう作さした。

　カウンターの案内図が３Ｄ見取り図に切り替かわる。

「パーツ・ショップの近くよ。そう、それだわ」

　その搬送用シュートは直接外空間の搬はん入にゆう口まで繫つながっていた。

　誘拐犯がその事情を知っていたのは間違いない。

　鷲羽が絶ぜつ句くしていると、隣となりで見取り図を覗のぞき込こんでいたジョージが静かに言った。

「行きましょう、鷲羽さん。あの子を攫さらったのが何者にせよ、そいつはプロです。もうここにはいませんよ」

　鷲羽ははっと思った。

　何を取り乱しているのよ。

　私は宇宙一の天才科学者じゃないの。

　ギャラクシーポリスに頼たよろうなんて、馬ば鹿かなこと考えたもんだわ。

　鷲羽は手を伸ばすと、パネルのスイッチを切った。

「怒ど鳴なって悪かったわ。もうあなたの手を煩わずらわすことはなくなったみたい。ギャラクシーポリスには連絡しないで。必要だと思えば、私がするから。お世話になったわね」

　鷲羽とジョージはあっけに取られている受付嬢を尻しり目めに、フロアーを出て行った。




　その頃ころ、一方的にアンシブルを切られた美み星ほしは、布教キャラバンの中で途と方ほうに暮くれていた。

「切られちゃった……」

「なに？　何があったのよ!?」

　長椅い子すに寝かされた阿あ重え霞かについていた清きよ音ねが振ふり返る。

「それどころじゃないんだって。鷲羽さんがあんなに慌あわててるの、初めてだわ。一体どうしたのかしら」

「雪ゆき之の丞じように掛かけたんじゃなかったの？　とにかくもう一回連絡してみなさいよ」

「え？　ああ、そうよね」

　美星は、すみません、というように白ローブの男……リーに頷うなずき、再び自分のシャトルを呼び出し始めた。

「如何いかがですか？」

　灰色のローブを着た中年の修道女が阿重霞の顔を覗き込んだ。

「まだ意識が戻もどらないの。……ショックが強すぎたみたいね」

　清音は阿重霞から目を離さずに答えた。

　あの後……天てん地ちと魎りよう呼こが消え、阿重霞が倒れた後の話だ。

　アタシたちは誰だれも、何をどうしていいものやら分からなかった。

　魎呼が天地と一緒にスクランブル・ワープしてしまったことだけは分かっていた。

　だが、どこへ？

　見当もつかなかった。

　アタシとガーディアンたちは阿重霞の面めん倒どうを、美星は青せい蘭らんを、布教キャラバンの連中は司祭の面倒を見るのに精せい一いつ杯ぱいで、二人の行方を捜さがすヒマはなかった。

　だが、魎りよう皇おう鬼きは違ったのだ。

　美星が呆ぼう然ぜんと突っ立っている青蘭の手に手て錠じようをかけた瞬間、不意に下位クリスタルが起き上がり、旋せん回かいし始めた。

　魎皇鬼が叫び、クリスタルたちの間に光が走った。

「魎皇鬼ちゃん！　どうしたの!?」

　美星が驚いて叫んだ。

「みゃあああああん！」

　魎皇鬼が怒ったような鳴き声で答えた。

　尋じん常じような声じゃないと気づくまで、二秒かかった。

　遅おそかった。

　その時既すでに、床はうねり、クリスタルは発光し、アタシたちは漏ろう斗とのようになったブリッジの中央へまとめて転ころがり落ちていたからだ。

「みゃああああん!!」

　何が起こったのか皆かい目もく見当もつかなかった。

　アタシは阿重霞を、美星は青蘭を、白ローブの男は司祭を、聖歌隊はお互いの体にしがみつくのがやっとだった。

　その時、床が消えた。

　同時にクリスタルもスクリーンも消えた。

　アタシたちは宇宙の真まっ只ただ中なか……正確には布教キャラバンの横に放り出され、アタシたちを放り出した魎皇鬼が一瞬輝かがやいて飛び去るのを目もく撃げきした。

　それからはもっとパニックだった。

　阿重霞は危うく宇宙の藻も屑くずとなって漂ただよっていってしまうところだった。

　奇き跡せき的にその髪の毛を美星の手がつかみ、アタシは手近にあった黒いブーツにしがみつきながら、前を流れていく白ローブのフードをひっつかんだ。

　その時、天の光かと見まごう金色のビームがアタシたちを包んだ。

　布教キャラバンの牽けん引いんビームだった。

　アタシたちは一人の脱だつ落らく者しやもなくエアロックの内側に転がり込み……人命救助で褒ほう賞しよう金つき感謝状ものだ……樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇女の命を救すくったことを合わせれば、樹雷皇家に光こう輪りん教会が建つだろう……今はこうして任にん務むを続行しているというわけなのだ。

　そう、アタシがしがみついたのは青蘭のブーツだったというわけだ。

　清音は溜ため息をついて、布教キャラバンの集会室を見回した。

　長椅い子すの一つに座っている青蘭の両りよう脇わきをガーディアンが固め、アタシの反対側には修道女が控ひかえている。

　あんなことがあった割わりには、信者たちは親切だった。

　質問の嵐あらしの代わりに阿重霞には毛布が、アタシたちには熱い飲み物が振ふる舞まわれ、そしてこれが一番有あり難がたかったことなのだが、この集会室にはたくさんの信者が出入りしていたにもかかわらず、誰もアタシたちを悩ませに来る者はいなかった。

　美星とコンビを組んでいると、信じられないような不運にも出合うが、信じられないような幸運にも出合うのだ。

　美星はまだ連絡がつかないらしく、アンシブルにしがみついている。

「回線が塞ふさがってるのよ」

　美星は振り向きながら、言った。

「ブレスレットで割り込める距きよ離りじゃないの。やっぱり、何か良くないことが起こってるんだわ」

　その時、唐とう突とつにアンシブルが繫つながった。

「雪之丞!?　雪之丞なのね？　一体何があったの!?」

「美星殿!!　大変なことになったでござる！」

　モニターに雪之丞の懐なつかしい顔が現れた。

「今、鷲羽殿が戻って来て、事情を聴きいたばかりでござる。砂さ沙さ美み殿が……砂沙美殿が女海かい賊ぞくに攫さらわれたでござる！」

「ええッ!?」

　モニターがぱっと切り替わり、鷲羽の顔が大写しになった。

「と、いうことなのよ。私たち、今海賊の行方を追ってるの。雪之丞のデータには入ってなくってさ、合成写真を送るから、分かったことがあれば何でもいいから情報が欲しいのよ。布教キャラバンって何？　取り敢あえず、無事なのね？」

「アタシと美星、それに阿重霞さんと青蘭がいるわ。砂沙美ちゃんが攫われたって、どういうこと？」

　清音が割り込んだので、鷲羽はもう一度事情を繰くり返すはめになった。

「それで、天地殿と魎呼は一体どこにいるわけ？　簡かん潔けつに、手短に説明するのよ」

　鷲羽の苛いら立だった顔を見た途と端たん、美星は清音をモニターの前に押し出した。

　清音が簡潔に、手短に今までの経けい緯いを述べている間、鷲羽は険けん悪あくな表情で黙だまって聞いていたが、途中で我が慢まん出来なくなったらしく、清音を遮さえぎった。

「まったく、あんたたちの頭の程度にはうんざりするわ！　天地殿が人質にされたんならどうして魎呼を人質に取らなかったの？　それぐらいの取引は思いついて当然だわ。揃そろいも揃ってマヌケばっかりだわね！　海賊のリングにふっ飛ばされなくて幸いだったわよ」

　清音が蒼そう白はくになって唇くちびるを嚙かんだのを見、鷲羽は言い過ぎたと思ったらしくやや口く調ちようを緩ゆるめた。

「天地殿と魎呼については何も出来ることはないわ。魎皇鬼ぶ飛んでったってことは、アストラル・リンクが回復したか、見当がついたか、どちらかだろうから、任まかせるのね。それから、分かってるだろうけど、阿重霞さんには言わないこと。後は自分たちで何とかするのよ。いい？」

「待って!!」

　清音の背後で掠かすれた声がした。

「あの子に……砂沙美に何かあったのね！　砂沙美はどこ？　砂沙美を出して!!」

　阿重霞だった。

　モニターの鷲羽は青ざめた阿重霞がふらつく足取りで清音を押しのけ、アンシブルの前に倒れ込むように座るのを唇を引き結んだまま見ていた。

「鷲羽さん！」

　鷲羽はそれから十秒は黙ったまま、阿重霞を見返していた。

「気分はどう、阿重霞さん」

「わたくしは大丈夫です。砂沙美は……」

　鷲羽は手を上げて阿重霞を制すと、にっこり笑った。

「清音殿に伝えてちょうだい。私は宇宙一の天才科学者よ。私の辞書に不可能という文字はないわ」

　モニターが暗くなり、しばらくして一枚の合成写真が吐はき出された。

　素晴らしいブロンドと、昏くらい瞳ひとみを持った黒いジャンプスーッの美女が微笑ほほえんでいる。

「誰？　この女」

　阿重霞は合成写真を片手に周りを見回した。

「ここはどこなの？　魎皇鬼は!?」

「阿重霞様!!」

　阿あ座ざ化かと火か美み猛だけが慌あわてて飛んで来た。

「まだお休みになっておられた方が……」

「ここは布教キャラバンの中でござる。我々は魎皇鬼に放り出されたところを救われたので……」

「どうしてわたくしがこんなところにいるのです!?　天地様と砂沙美を今すぐ取り戻すのよ！　そしてあの海賊を死刑にするのです!!」

　ガーディアンの言葉など全然聞いていなかった。

「阿重霞さん!?」

「そんなこと言われても、魎皇鬼がいなくなっちゃって……」

　清音と美星の言葉も耳に入らなかった。

　阿重霞の頭にあるのは、天地がいなくなってしまったという事実、砂沙美が攫さらわれたらしいという事実だけだった。

「船を出しなさい！　今すぐに！　全宇宙をくまなく捜さがすのよ！　阿座化、火美猛、何をぐずぐずしているのです！」

　清音と美星は顔を見合わせた。

　阿重霞の目には何も映っていないらしい。

「ど、どうしよう、清音。阿重霞さん……」

「まさか……」

　考えられる限り、最悪の事態だ。

　天地と魎呼は行方不明、砂沙美は誘ゆう拐かいされ、シャトルは鷲羽に乗っ取られ、どこにも行くことが出来ない。

　この上阿重霞までヘンになったら……。

「うるさいな!!」

　事態を救ったのは男の怒ど鳴なり声だった。

「女に喚わめかれるのはごめんだ！　喚きたいならどっかよそでやってくれ！」

　阿重霞の目が手て錠じようを掛かけた男に注そそがれた。

　一瞬のうちに焦しよう点てんが合い、奔ほん流りゆうのごとく記憶が蘇よみがえってくる。

「海賊!!」

　阿重霞の手が青蘭の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「青蘭！　お前のせいで天地様は……天地様を返しなさい！　今すぐに！」

　青蘭は右手で阿重霞の手を引きはがした。

「じゃあ、俺おれの魎呼を返せ！　今すぐ！　出来るものならやってみろ!!」

「海賊が何を言う！　死刑にしてくれるわ！」

「じゃあ、あんたは何なんだ!?　皇女のくせに喚いて人に命令することしか出来ないのか!?」

　阿重霞はぐっと詰つまった。

　集会室にいた信者たちも、阿重霞についていた修道女も静まり返ってしまった。

「言い返さないところをみると、頭がおかしくなったわけじゃなさそうだな」

　青蘭は立ち上がり、阿重霞の手にしていた写真を引ったくった。

　途端に、手首を捩ねじったのか、苦痛に眉まゆを寄せる。

「そこの刑事二人！　どっちでもいいからこの手て錠じようを外せ。外すのが嫌いやなら俺を撃うち殺せ！　こんなところに閉じ込められて、俺に何が出来るっていうんだ？　俺の左手は使えないんだぜ。この格かつ好こうでトイレに行けっていうのか!?」

「外しちゃダメよ！　こいつは人殺しよ！　わたくしは許しません」

　阿重霞が一歩も譲ゆずらないという顔で絶ぜつ叫きようする。

「阿重霞さん！」

　美星は青蘭を無視して駆かけ寄より、思わず阿重霞の両手を握にぎり締しめた。

「良かったぁ。阿重霞さんまでおかしくなったらどうしようかと思ってたの。とにかく気を確かに持ってくださいね。ね？」

「何よ。わたくし、そんなにヘンだった？」

　阿重霞はバツが悪そうに聞き返した。

　だって、それしか考えられなかったんですもの、と心の中で言い添える。

「そりゃあもう」

　美星の瞳ひとみが潤うるんだ。

「無理もないですけど。最初が天地さんで、次が魎皇鬼、その後がこれでしょ？　私だって泣きたいわ。でも、泣いちゃいけないのよね。だって私たち、ギャラクシーポリスの刑事なんですもん」

「美星！」

　清音が肩を揺ゆさぶった。

「泣くんじゃないわよ。泣いたりしたら任務放ほう棄きで野の辺べ山やまに報告するわよ！　アタシだって泣きたいんだから。船は遥はるか彼方かなただし、鷲羽さんは人の言うことなんて全然聞いてくれないし、アタシたち一体どうすればいいのよ!?」

「清音……」

　美星の頰ほおを大おお粒つぶの涙が転ころがり落ちた。

「地球に帰りたいわ。岡山にいればこんなことにならなかったのに。私たち、何にも悪いことしてないのに、どうしてこうなっちゃうの!?」
















「知らないわよ！　そもそも、アタシたちがバラバラになったのが良くなかったのよ。きっと離れちゃいけないんだわ。一か所に集まってれば何が起ころうとそこだけで済んだのに、バラバラになっちゃったから、不幸だって散らばっちゃったのよ！」

「でも、わたくしたちは無事でこうして生きてるわ。天地様と砂沙美は……」

　美星と清音は抱き合って泣きだし、それに阿重霞が加わった。

　青蘭は無視されたまま、呆ぼう然ぜんと泣きじゃくっている三人の女を見つめていた。

　何なんだ、こいつらは!?

　魎皇鬼のブリッジにいた時とはまるで別人だ。

　何とかずらかる手を考えないと、この先ずーっとこいつらの面めん倒どうを見るはめになるんじゃないだろうか!?

　青蘭は最後に見た花嫁姿の魎呼を思い浮かべた。

　途端に、足元が崩くずれ落ちそうな虚無感が戻もどってきた。

　魎呼！　魎呼！

　お前は今どこにいるんだ!?

　この手に戻ってさえくれれば全すべてを許そうと思っていたのに。

　お前を宇宙一幸せな女にしてやったのに。

　俺はそこまでお前を追い詰つめてしまったのか。

　青蘭はヤケになって髪を搔かき上げようとし、阿重霞から引ったくった写真を持ったままなのに気づいた。

「やかましい!!　泣いてるヒマがあったら、この手錠をなんとかしろ！」

　青蘭の声は完かん璧ぺきに無視された。

　畜ちく生しよう……!!

　腹が立って、三人の女ごと船をぶち壊こわしたい気分だった。

　こいつらに付き合ってるヒマはない。

　魎呼を捜さがすのだ。

　何年かかろうと、魎呼を捜し出さなくては。

　青蘭は合成写真を捨てようとし、ふと女の顔に目を留とめた。

　こいつは何年か前に会った顔だ。

　どこかのバーで。

　そう……ラメドだ。

　海賊なんかじゃなかった。

　少なくともあの時までは。

　青蘭は阿重霞の鼻先に合成写真を突つき付けた。

「こいつの話を聞きたくないか？」

　三人の泣き声がぴたりと止まった。

「知ってるの!?」

　青蘭はさっと写真を引っ込めた。

「こいつを外してくれたらな」




　その頃、魎皇鬼は空むなしく宇宙空間を一人さまよっていた。

　一瞬、探たん知ちしたアストラル・リンクが切れてしまったのだ。

「みゃあああああん……」

　初めて一緒に宇宙を飛んだ時から繫つながっているアストラル・リンクはいつも、ちょうど額ひたいの宝玉のあたりがぽっと暖かくなるような感じで灯ともっているのだった。

　魎皇鬼は伝えたかった。

　青蘭もいない、阿重霞もいない。

　今は誰だれも乗ってない。魎皇鬼はここだよ。
















　迎むかえに行くから、魎皇鬼を呼んでよ。

　宝玉は探たん査さ範はん囲いを広げた為ために活発に働いていたが、その中心は冷たいままだった。

　魎呼は魎皇鬼に見つけられたくないんだ。

　魎皇鬼は思った。

　だから、アストラル・リンクを切って、宝玉の活動を抑おさえている。

　それでも魎皇鬼は人間のように諦あきらめたりはしなかった。

　必ず見つかると信じて、暗黒の海の中に漂ただよっていた。

　まっすぐ魎呼のことを思っていた。

　魎呼と一緒にいる天地のことも思った。

　魎皇鬼は呼び続け、その思いは全てを見、全てを聞いている者の耳にも届いた。

　小さな泡が暗い大海の中の透すき通ったミジンコのように漂っている。

　中には一人の少年が眠っていた。

　魎呼の姿はどこにもなかった。

　半透とう明めいの泡は頼りなく、今にもはじけて消えてしまいそうに見える。

　少年の命の火は明るく、しっかりと灯っていたが、その意識は白い闇やみに閉ざされていた。




　夜の女王、否いな、月つく読よみと呼ばれる最古の精せい霊れいの一人は［全てを見守る者］の目を通してそれを見た。

「アイン」

　月読の艶つややかな声がその名を呼んだ。

「わらわのもとに幼い皇おう子じが帰って来た」

「はい、月読様」

　巨大な薔ば薇らの花びらがめくれ上がり、ゆっくりと泡を吸い込んで閉じた。
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　あとがき







　天地クン＆オールスターズとのお付き合いもはや四冊目となりました。

　ＴＶ版の天地クンも絶ぜつ好こう調ちよう……でイジメられて……いやいや銀河最強女チームに可愛がられているようで、今や完全に柾木家のオモチャですよねー。

　別名、柾木家のシマリスとも言う……言わないか。

　ちなみに魎呼は柾木家の寄き生せい獣じゆう、砂沙美は柾木家のちびうさ、阿重霞は柾木家のナーガ、そして鷲羽ちゃんは言わずと知れたド☆えもん。

　すみませんっ。特に意味はないんですぅ。

　初めての連れん載さいというラッキーな体験で、作者はとってもイレ込んでしまいました。

　今までマイルしか走ったことのない馬がいきなり春天（春の天皇賞のことです）に挑ちよう戦せんするよーなもので、無む謀ぼうとしか言いようがありません。

　ベテラン騎き手しゆ（調ちよう教きよう師しかな？）のお陰かげでどーにかこーにか半分は走り抜けることが出来ましたが後半どーなるか。

　そうなんです。

　いつもにこにこ、どんな時にも礼れい儀ぎを忘れず、節せつ度どを保たもち、女の子に優やさしい優ゆう柔じゆう不ふ断だんの天地クンを一度でいいから思いっきり乱心させてやりたい、その思いだけで始めた物語なのでした。

　今のところ、まわりがキレまくっているせいで結局あちこち気を使ってばかりの天地クンですが、いつかキレるぞ、キレるぞ……後半で思いっきりハルマゲドンだ！

　……すいません、ちょっとカカリ気味なんです。

　スタミナに乏とぼしい作者はこーやって自分を叱しつ咤た激げき励れいしないことには走れないんですぅ。

　学歴社会をあっさり捨てて、女じよ難なんの道を一手に引き受けてしまった天地クン、それをまた旗はた振ふって応おう援えんしている信幸おとーさん、可愛い孫を平気で千せん尋じんの谷へ突き落とす勝仁さん。

　このへんのフォローがあって初めて、天地クンはようやく歩き出しました。

　愛を引き受けるには覚かく悟ごが足らず、一人で歩くには経験値が心もとない。

　でも、男の子なんだもん、がんばってほしい。

　無色透明の主人公、ほのぼのパステルカラーの人じん畜ちく無む害がいの男の子。

　それだけじゃあいつまでたってもキラ星のごとき女の子たちのサシミのツマ、せいぜいごはんのふりかけだぞー。

　まあ、本人それが一番って思ってるかも知れませんが。

　そうそう、ただでさえ登場人物の多い話をより混乱させている新キャラたちについて一言。

　まずは天地クンと違ってちょーカッコいい人物になるはずだった青蘭。

　限りなくただのアブない人になりつつあります。思えば今は亡き神か我が人とさんはカッコ良かったねー。

　夜の女王様、月つく読よみ。

　スシなら大トロ、うなぎなら極ごく上じよう、想像するだけで涎よだれたらたらという人物ですが、天地にご執しゆう心しんなのは初はつ物もの食ぐいが好きなだけなのか？　お楽しみ。




　今回絶妙の手綱さばきでここまで走らせてくれた武☆さん、応援してくれた読者のみなさん、ホントにありがとうございます。（お返事書けなくてゴメンねー）

　ゴールまでヨレずに走りたいと思っております。

　遥はるか宇宙の彼方より、愛と希望の光が雲を割ってみなさんの頭上に降ふり注ぎますように。




　　春のＧ１戦線真っ只中の東京にて





長谷川菜穂子






　追記

　脈みやく絡らくもなくケーバ用語が頻ひん出しゆつしてすみません。始めたばっかりなんですぅ。なのに娘の方がびしばし当てちゃうんですぅ。予想ばっかりであんまり買いに行ってません。それでも日曜の午後には全てを忘れてＴＶに見入ってしまうのでした。
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